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　　　　一




　ここん。

　手早く二度、ドアがノックされた。

　だが、来客の予定などある筈はずもないし、ルームサービスも頼んではいない。

　高たか杉すぎ一かず也やは、滑すべるように歩を進め、ドア脇わきの壁かべに背中を寄せた。

「……誰だれだ」

　低く沈めた声せい音おんで、そう誰すい何かする。

「私だ」

　ドア越しに返ってきた言葉に、一也は軽く目を見開いた。

「！　速はや水みさん!?」

　なんらかの形で接触してくるとは思っていたが、まさか速水が自分で脚を運んでこようとは思ってもいなかった。

　一かず也やは急いでドアのロックを外した。

　ドアを開けると、その向こうに、速水敬けい介すけの姿が現れた。いつもながらに一いち分ぶの隙すきもなくスーツを着込んでいる。だが、普ふ段だんは穏おん和わなその表情が、今はひどく険けわしい。強い視し線せんをまともに当てられ、一也はつい、速水から目線を逸そらしてしまった。

　そんな一也をしばし見やってから、速水は廊下を振り返った。

　やや離はなれた場所に、甘あま利り健けん吾ごが佇たたずんでいる。甘利には外の見張りを命じておいたのだが、速水を案内するために、一時的に持ち場を離れたようだ。

　その甘利に向かって、速水が、くいっと顎あごの先を振る。見張りに戻れと言う意味なのは明らかだったが、普段の速水なら、そんな横おう柄へいな指示の下し方はしない。速水の、抑えようとして抑えきれない苛いら立だちが、そんなところにも現れているようだった。甘利も敏感にそれを感じ取ったらしく、ぺこりと一礼すると、すっ飛ぶように廊下を駆かけ戻っていった。

　その姿を見送ってから、速水が再び、一也に視線を戻す。

　一也は、反射的に身を硬くしたが、速水はなにも言わなかった。なにも言わぬまま足を踏み出し、一也の脇わきを素通りして、部屋の中へと入った。

「……」

　声を掛けてくれない。叱しかってもくれない。

　それが、ひどく落ち着かない。

　だが、とにかく一也は、廊下の左右に目を配り、不ふ審しんな人物がいない事を確認してから、ドアを閉めた。元通りに鍵かぎを掛け、ドアを背にして、部屋の中に向き直る。

　速水は、戸口から数歩進んだだけの位置に佇んでいた。そして、無言のまま、室内を見まわしている。

　一也たちが身を潜ひそめていたのは、古ぼけた安ホテルだった。

　右手の壁かべ際ぎわには、小さなベッド。左の隅には木製のテーブルがあり、その上に一四インチのテレビが載のせられている。画面には、フィールドを駆けるサッカー選せん手しゆの姿が、映っていた。深夜のスポーツニュースである。

　速水はまだ、口を開こうとしない。一也もまた、無言のままでいた。

　狭せまい部屋の中にはただ、テレビの音声だけが流れている。

「……身を隠かくすには、なかなかいい場所だな」

　ようやく、ぽつりと、速水が口を開いた。

　一也を振り返りもしない。ただの独ひとり言ごとのような言葉だったが、とにかく速水が言葉を発してくれた事がありがたかった。

「はい。なんとか伝つ手てを頼って、身を隠かくせる場所を探しました」

「その線せんから通報される恐れは？」

　僅わずかに顔を横向け、速はや水みが確認する。

「それは大丈夫です。斜しや道どうだという事は伝えてませんし、チェックインの時も代理を立てました」

「そうか。それなら、まあいいだろう」

　納なつ得とくしたように速水は頷うなずき、そして、ゆっくりと踵きびすを返した。

「……だが、一かず也や」

　速水の視し線せんが、一也を射い抜ぬく。

　一也は、思わず直立不動の体勢になった。

「お前が付いていながら、いったいこれはどういう事なんだ！」

　叩たたき付けるような、速水の叱しつ責せきだった。

「申もうし訳わけありません！」

　滅めつ多たな事では感情をあらわにする事のない速水である。配下の人間が、なにか下らないミスを犯したとしても、叱しかり付けるよりはむしろ、二度とそれを繰くり返さないように教え諭さとすのが、速水のやり方だった。

　その速水が今、怒りに燃えた眼で、一也を睨にらみ付けている。頭ごなしに、叱り付けている。

　だが、それも無理はない。というより、むしろ当然である。それほど無む謀ぼうかつ無む茶ちやな事を、一也はしてしまったのだ。

「なんのために、お前をあの馬ば鹿かに付けたと思ってるんだ。あの馬鹿に、馬鹿な真似まねをさせないためだぞ。それを止めるどころか、一いつ緒しよになって乗り込むとは……呆あきれ果ててものも言えん」

　一也も、止めようとはしたのだ。だが、止められなかった。

　そして、止められないと分かった時、あの男を一人で行かせる事もまた、一也にはできなかったのである。

　だが、事情はどうあれ、一也が速水の言い付けに背そむいてしまった事には、違いはない。

「……申し訳ありません」

　一也には、それしか言葉がなかった。

　顔を上げる事ができない。速水の顔をまともに見る事ができない。

　速水の怒りが恐ろしいのではない。速水の信頼を裏切った事、速水を失望させてしまった事が、いたたまれない想おもいだった。

「どうでもいいけどよ、その『あの馬鹿』ってのは、ひょっとすると俺おれの事かい？」

　部屋の奥から、のんびりした声が聞こえた。

　テレビの前には、古びた一人掛けのソファが置かれている。表面に張られた布地はあちこちがけばだっており、年ねん季きが入っている事を感じさせる。

　そのソファに、一人の男が座っていた。体をテレビに向けたまま、背もたれの上に、こてんと頭を寝かせるようにして、一かず也やたちの方に目め線せんを向けている。

　宮みや内うち志し郎ろう。今回の騒そう動どうを起こした張本人である。

「……貴様以外に該がい当とう者しやがいるとでも思ってるのか」

　宮内に背を向けたまま、速はや水みが応こたえる。その声にも態たい度どにも、忌いま々いましさが充みち満ちていた。

　首をねじ向けたままの体勢で、宮内がにやりと笑った。

「随ずい分ぶんな事、言ってくれるじゃねえか。折角、お前のために骨、折ってやったのによ」

　速はや水みが振り返り、横目にじろりと宮内を睨ねめ付けた。

「私がお前に頼んだのは、阿あ部べの命令を取り下げさせる事だけだ。あんな大量虐ぎやく殺さつをしろなどと、誰だれが頼んだ」

「ありゃ、ただのついでだ。俺おれだってなにも、あそこまで派は手でな事をするつもりじゃなかった」

　マシンガンだの手しゆ榴りゆう弾だんだの、物ぶつ騒そう極きわまりない装備に身を固めていた癖くせに、宮内はぬけぬけと、そんな事をほざいた。

「ただのついでで、四〇人も殺したのか」

　斜しや道どうというやくざ組そ織しきの幹部であるにも拘かかわらず、速水は暴力行為というものに価値を認めていない。と言うより、むしろ嫌けん悪おしている。経済的な損失も大きいし、警けい察さつの介入も招く。また、やられた側が黙だまっているわけもなく、恨うらみを買って抗争が激げき化かする可能性も大きい。問題解決を暴力で図るのは、あまりにも効率が悪く、下策にすぎる。そう切り捨てている面がある。

　今回、宮内がしでかした事は、まさにその『暴力行為』だった。自らが嫌悪するやり口に、結果的に速水自身が巻き込まれてしまったのである。しかも、その余波は計り知れない。速水にしてみれば、宮内に裏切られたも同然であったろう。

「ついでで悪けりゃ、成り行きだ。向こうだって殺やる気だったんだから、おあいこだろ？」

　宮内の返答は、あっさりしたものだった。速水の苛いら立だちも憤ふん怒ぬも、どこ吹ふく風である。

　速水は、なにか言い返そうとしたようだったが、宮内相手に議ぎ論ろんする事の無意味さを悟ったのだろう。諦あきらめたように口を閉じ、溜ため息いきを吐つきながら、首を振った。

「馬ば鹿かだ馬鹿だとは思っていたが……まさか、ここまでの馬鹿とは思わなかった……」

「おいおい、よしてくれよ、速水。真顔でしみじみそんな事を言われると、さすがにちょいと、うぶなハートに傷が付く」

　宮内が、苦笑を漏もらした。

『先ほどのニュースの続報です』

　女性キャスターの声とともに、その時、テレビの画面が切り替わった。芝の緑も鮮あざやかなグラウンドに替わって画面に映ったのは、一也にも見覚えのある建物だった。

　ほんの半日ほど前に一かず也や自身がいた場所──辰たつ巳み組ぐみの本家屋や敷しきである。

「お、ちょうどいいタイミングだ」

　宮みや内うちがソファに座り直す。速はや水みも立ったままテレビの画面に眼を向けた。

『本日午前一〇時半頃ごろ、暴力団組そ織しき辰巳組の組長、辰巳十じゆう郎ろう氏の屋敷に武ぶ装そうした男が押し入り、マシンガン等を乱射、多数の死傷者を出しました』

　その言葉とともに、画面は、辰巳屋敷の外がい観かんから、門の中の映像へと切り替わった。

　吹ふき飛ばされた玄関口には、現場保存のための黄色いテープが張られ、多くの捜そう査さ員いんが、足跡を採取したり、薬やつ莢きようを拾ったりしている。

『目もく撃げき者しやの証しよう言げんによると、辰巳十郎氏の屋敷に押し入った男は、宮内志し郎ろう、三〇歳さい。暴力団組織、斜しや道どう組の幹部だという事です』

　玄関口の映像に重かさなるように、今度は、宮内の写真が映し出された。

　通常、手配写真の類たぐいには、運転免許証の顔写真が使われる事が多い。免許証は大半の人間が持っているし、免許センターを運営しているのが警けい察さつだという事もあって、照会がすぐにできるからだ。

　だが、宮内は運転免許を取得していない。宮内の立場なら自分で運転する必要などないからなのだが、そのため、放送局でも、顔写真の入手に手間取ったらしい。

　画面に映っているのは、どこかのパーティ会場での写真を切り抜いたもののようだった。写真の中の宮内は、やや上体を斜めにしながら、満まん面めんの笑えみとともに、両手でＶサインを作っている。他たに適当な写真がなかったからだろうとは思うが、こんな写真で報道しなければならなくなった放送局は、随ずい分ぶん悩んだ事だろうと思う。

『斜道組と辰巳組は、半年ほど前から抗争状じよう態たいにあり、今回の襲しゆう撃げきも、それに関連するものと見られています』

　放送局の煩はん悶もんを示すように、宮内の写真は比較的短時間で消え、再び映像は、辰巳屋敷の外観に戻った。

『なお、先ほど入りました情報に拠よりますと、襲撃を受けた辰巳組組員のうち、昏こん睡すい状態にありました一名が、新たに病院で息を引き取りました。これで宮内の襲撃による被害者は、死者四二名、重軽傷者三六名となり、これは個人による犯行としては、日本犯罪史上最大の数字だという事です』

　四二名。

　それだけの人間が、今日一日で命を落とした。それだけの人間を、殺したのだ。

　あの現場にいた時は、なにも考える余裕がなかった。生き延のびる事だけで必死だった。

　だが、こうして客観的にニュースで語られているのを観みると、自分のしでかした事の重大さが、改めて思い知らされる。

「日本の犯罪史上の最高記き録ろくかぁ。……つっても、三割ぐらいは一也がやった分だからな。こんなんで記き録ろくに残して貰もらっちゃ、なんか、ずるしたみたいで、気が引けるぜ」

　口元に笑えみを浮かべながら、宮みや内うちがちらりと一かず也やを見る。

「……」

　一也には、返す言葉が見付からなかった。

　こんなニュースを観みながら、他人ひと事ごとのように笑っていられる宮内の精神構こう造ぞうが、一也には理解できない。まるで別の種類の生き物のようだ。

　確かに宮内は、生きつ粋すいの極ごく道どうだった。普ふ段だんはおちゃらけていても、やるとなったら一気にいく。

　派は閥ばつに属さず、それどころか自分の組も縄なわ張ばりも持たずに一人ふらふらしている宮内が、斜しや道どう組ぐみの武ぶ闘とう派は連中からさえ敬意を持って迎えられている理由が、今日一日の出来事で、よく分かった気がする。

　たった一人で敵対組そ織しきの総本山に乗り込み、四二人を倒してのけた。

　この一事だけをとってみても、この世界では伝説として残るに違いない。

　だが、その代だい償しようは、余りに大きかった。

『警けい察さつは宮内を全国指名手配し、その行方ゆくえを追っています。また辰たつ巳み組による報復行為が懸け念ねんされるため、辰巳組、斜道組双方に、立ち入り捜そう査さを行う方針だとの事です。──以上、現場からの中ちゆう継けいでした』

　その言葉を最後に、画面はスタジオに切り替わった。次に流し始めたのは、税制改革のニュースである。

　全国指名手配。

　しかも容疑は四二人殺し。

　一也が手に掛けた分まで、すべての罪を、宮内は一人で背負しよい込む事になったのである。




　　　　二




　ニュースが終わると、宮内はテレビのリモコンを取り上げ、次々にチャンネルを変えていった。海外のミュージッククリップを放送しているチャンネルを見付けると、それを流しておく事に決めたらしい。やや音量を絞しぼりながら、速水を振り返った。

「ところで速はや水み。本家からの通達はあったか？」

「……ああ」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情のまま、速水は頷うなずいた。

「阿あ部べの野郎、なんて言ってた？」

「とにかく警察の目を引くような行動は取るな、だそうだ。うちだけじゃなく、傘さん下かの組織すべてに連絡がいったらしい。業務の方も、非合法なものはすべて停止。たとえ道みち端ばたで喧けん嘩かを売られても、ただ黙だまって殴られていろとのお達しだ」

「ほう。そりゃ、喧嘩っ早い連中には難なん儀ぎなこったな。……で、あっちの方は？」

『あっちの方』が、なにを指しているのかは明白だった。田た沼ぬま孝たか夫おの一件である。

　新しく本家若わか頭がしらの地位に就ついた阿あ部べ誠せい次じは、その地位を笠かさに着て、田沼孝夫の殺害を速はや水みに強要した。そして、速水がやむなくそれを遂すい行こうすると、今度はその実行犯を警けい察さつに自首させろと言ってきたのだ。そうする事によって、速水組に警察の手を入れさせ、速水の力を削そごうとするのが、阿部の目的だったのである。

「阿部にも面子メンツがある。一度出した命令を撤てつ回かいするような真似まねはしないさ。……だが、使いの者が、くれぐれも余計な真似はするなと念を押していった。だから、つまりは、そういう事なんだろう」

　要するに、白紙に戻したという事だ。

　警察の目が斜しや道どうに向けられているこの状況で田沼殺害の一件を公にすれば、どんな結果を招くか。それくらいは、阿部にも想像が付いたと見える。

「じゃあ、よかったじゃねえか。狙ねらい通りにうまくいったってわけだ」

　宮みや内うちが、また、にっと笑った。

　そんな宮内を、速水は宇宙人でも見るような目付きで眺めている。

「……これから、どうするつもりだ」

　ややあって、速水がぽつりと口を開いた。

「さあ、どうするかな。そんな先の事は分からねえよ」

　はぐらかすような宮内の物言いに、速水が眉まゆを寄せた。

「もちろん、自首するんだろうな？」

「自首したら、どうなる？」

　宮内が、からかうような目付きで、速水を見上げた。

「最高の弁べん護ご団だんを揃そろえてやる。類るいを見ない大量殺さつ戮りくだが、なんと言っても、やくざ同士の抗争だし、先に手を出したのも向こうだ。死刑にまではなるまい。なんとか無期でとどめられれば、その後の素そ行こう次第では、かなり早く……そう、二〇年以内には出られる筈はずだ」

「二〇年!?　……勘弁してくれよ。出てくる時は五〇のおっさんじゃねえか」

　宮内が、冗じよう談だんじゃないとばかりに笑い飛ばした。

　だが、速水は取り合わない。真顔のまま、宮内を見詰めている。

「組を継つぐには、いい年ねん齢れいだ。それぐらいの年になれば、お前も少しは大人おとなになってるだろうしな」

「俺おれの将来を、そこまで深く考えてくれて、どうもありがとうよ。だが、断る。刑務所ムシヨに行く気はねえ」

　宮内は、はっきりと拒絶した。

「なぜだ？　殴り込みは自首するまでがワンセットだと、お前も言っていただろう」

「確かにそう言ったが、『組として仇かたきを討うつなら』とも言った筈だ。俺は別に、組を代表して行ったわけじゃねえ。あくまでも宮みや内うち志し郎ろう個人として、挨あい拶さつに行ったんだ。まだ娑しや婆ばにも用事があるこったしな。自首なんかしてらんねえよ」

「宮内……」

　速はや水みは、大きくひとつ息を吐いた。

「いいか、お前はほかの男とは違う。宮内なんだぞ？　今はともかく、いずれは本家を継つぐべき人間なんだ。組の長老たちもそれを望んでいるし、言いたくはないが、私もそれがベストだと思っている。だから、そのためにも、お前は刑に服さなければならない。身を綺き麗れいにして、表の世界に戻ってきて貰もらわなければ困る」

　速水は、嚙かんで含めるように、宮内に言い聞かせた。

「お前もくどいな。今もいずれもへったくれもねえ。組なんか継がねえと、最初から言ってるだろうが」

　迷めい惑わくそうな顔をする宮内には構わず、速水は更に言葉を被かぶせた。

「二〇年が長すぎると言うなら、精神鑑かん定ていに持ち込むという手もある。しばらく病院でのんびりしてから、ほとぼりが冷めた頃ころに、快復したという事にして退院すればいい。これなら四、五年で自由になれる」

「よしてくれよ。冗じよう談だんだろ。頭のおかしな振りまでして責任逃のがれなんて、そんなみっともねえ真似まねができるかよ」

　宮内が顔を顰しかめた。

「確かに弊へい害がいもあるだろうが、少なくとも、自由になるまでの期間短たん縮しゆくという面では、有効な手段だと思うがね。……第一、お前だったら振りなどする必要もあるまい。普ふ段だん通りのお前でいれば、それで充分だよ」

　速水が、ちくりと皮肉を利きかせた。

「ここぞとばかりに言ってくれるじゃねえか」

　宮内が苦にが笑わらいを浮かべる。

「とにかく、自首はしねえ。しねえと言ったらしねえ。これ以上、お前がなにをどう言おうが同じこった。説得しようったって無む駄だだから、やめとけ」

　宮内は頑かたくなだった。自由気き儘ままを愛する宮内にしてみれば、長期間自由を束そく縛ばくされる刑務所暮らしなど、到底我が慢まんができないのだろう。

「だが、現実問題として、そうもいくまい。全国指名手配なんだぞ？　しかも、これだけセンセーショナルな事件だ、警けい察さつが諦あきらめる事などありえない。日本にいられなくなるぞ」

「それならそれで構わねえさ。外国をふらつくのも嫌いじゃねえしな。本家のじいさま連中に、たまには顔出せだの跡継げだの、うるさく言われずに済む分、却かえって都つ合ごうがいいかもな」

　二度と日本に戻れないというのに、宮内には悲壮感の欠片かけらもない。それどころか、むしろ嬉うれしそうですらあった。

　宮みや内うちを見詰める速はや水みの表情に、僅わずかに疑念の色が浮かんだ。

「まさかとは思うが……お前、最初から、それが目的だったんじゃないだろうな？」

　四代目を継つげと、まわりからうるさく言われるのに嫌いや気けが差して、継ぎたくても継げない状況に自ら身を置こうとしたのではないか。それが速水の抱いた疑ぎ念ねんのようだった。

「まさか」

　宮内が、一笑のもとに笑い飛ばした。

「俺おれだって日本が嫌いなわけじゃねえ。誰だれが好きこのんでそんな事するかよ。いくらなんでも、そいつは深読みのしすぎってもんだ。お前の悪い癖くせだぜ、速水」

　速水は、なおしばらく、疑わしげな目付きで宮内を見詰めていたが、やがて、そっと息を吐き、

「外国をぶらつくと言ったが、どこへ行くつもりだ」

　やや口く調ちようを改めて、宮内に訊たずねた。

「そうさなぁ……。ヨーロッパやアフリカを巡めぐるのも面おも白しろそうだが、一番、性しようが合ってるのは、やっぱアメリカかな」

「アメリカのどこがいい」

「ま、一応、自由の国だしな。生きのいい連中も多いし、なんつったって、ほんまもんのブロンド娘が大勢いる」

　速水が渋しぶい顔で首を振った。

「そんな事を訊きいてるんじゃない。場所だ。アメリカのどの都市がいい。フロリダか、ロサンゼルスか、ニューヨークか。どこでも好きなところを言え。こちらで手配してやる」

　宮内の意志が固いと見て、速水も、宮内に自首を勧すすめる事は、すっぱりと諦あきらめたようだった。

　強制したところで宮内が素直に従うわけもないし、無理に自首させようとすれば今度はなにをしでかすか分からないと思ったのだろう。

「話が早いな。だから、お前の事、好きなんだよ」

　宮内が笑え顔がおを向けると、速水はあからさまに顔を顰しかめた。

「気色の悪い事を言うんじゃない。私はただ、お前に借りを作りたくないだけだ」

「おや、つれないお言葉」

　とは言え、速水は宮内を嫌っているわけではあるまい。宮内と付き合っていると、速水でさえペースを乱されてしまいがちだから、苦にが手てにはしているかもしれないが、好きか嫌いかで言えば、決して嫌いではない筈はずだ。宮内が組長になるのがベストだと言う、その言葉一つを取っても、速水が宮内を認めている事は明らかだった。

「とにかく手配はしてやる。アメリカまでの足も、向こうでの生活費も、こちらで用意しよう。だが、それには一つ、条件がある」

「なんだ？」

　そう訊きき返す宮みや内うちを、速はや水みは真まっ直すぐに見み据すえた。

「渡米の準備が整うまでの間、外出は一切禁止だ。この部屋から一歩も出るんじゃない」

　当然と言えば当然の条件だった。

「こんなしけたホテルでじっとしてろってのか？　そいつは、ちょいと無理ってもんだぜ。たまには息抜きに出掛けねえと、体が腐っちまう」

「自分が置かれてる立場を考えてみろ。日本中の警けい察さつが、今、お前を捜さがしてるんだ。いや、警察だけじゃない。辰たつ巳み組ぐみも目の色を変えて、お前を捜しまわってる。警察ならまだいいが、奴やつらに見付かったら、その場で殺されるぞ」

「そりゃそうかもしれねえが、じっと隠かくれてたって、見付かる時ゃ見付かるさ。だったら俺おれは、青春を謳おう歌かしたいね」

　宮内ならではの理屈だった。

　九九パーセントの確率があっても外れる事は有り得るし、一パーセントでも可能性があれば、どんな事でも起こり得る。だから、そんな数字には惑まどわされない。要するに、そういう事なのだろう。

　ものの考え方としては確かに一理あるだろうが、自分の命が掛かっている場合でも、その主義を貫いてしまうというあたりが常じよう識しき外はずれなのである。しかも、その危険を敢あえて犯す理由が、たんに気晴らしのためと言うのだから、常識外れを通り越して、常じよう軌きを逸いつしている。

　だが、速水は最も早はや、いちいち宮内を説得しようとはしなかった。そんな事をしても無む駄だだという事が骨身に染しみて分かったのだろう。

「一かず也や」

　宮内を見据えたまま、速水が、一也を呼んだ。

「はい」

「しばらくお前を通常の業務から外す。お前はこのまま宮内に貼はり付いていろ」

「……はい」

「いいか、絶対に、この馬ば鹿かをここから出すな。必要なものがあれば、甘あま利りを使え。お前は、一いつ瞬しゆんたりとも、目を離はなすんじゃない。脱走でも図ろうものなら、構わないから手足の二三本、折ってやれ」

　速水らしからぬ乱暴な物言いである。一也が返答に困っていると、速水が一也を振り返った。

「こいつならやりかねないから言ってるんだ。宮内を死なせたくなければ、言う通りにしろ」

　速水は真顔だった。速水も速水なりに、宮内を心配しているのだ。

「……はい。分かりました」

　仕方なく、一也は頷うなずいた。

　そんな物ぶつ騒そうな事を話し合っている速水と一也を、宮内は、にやにや笑いながら眺めている。

　速水が、左手を持ち上げるようにして、ちらりと腕時計を見た。

「では私はこれで引き上げる。警けい察さつと辰たつ巳みの動きに対処する必要があるからな。なにか分かったら、その都つ度ど、連絡を入れるようにするが……一かず也や」

「はい」

「くれぐれも、この馬ば鹿かから目を離はなすなよ」

　速はや水みは最後にもう一度念を押した。

「はい。……申もうし訳わけありませんでした」

　一也がそう付け加えたのは、今朝けさの一件に関かんしてである。速水の信頼を裏切ってしまった事を、改めて謝しや罪ざいしたのだ。

　だが速水は、その事に関しては、最も早はやなにも言わなかった。

　ソファに座ったままの宮みや内うちに一いち瞥べつを向けてから、速水は踵きびすを返した。速水がこの部屋にいた時間は、せいぜい一五分といったところ。その間、腰を下ろす事もなかった。

「では、あとは任せたぞ」

「はい」

　一也は頷うなずき、速水のために、ドアを開けた。
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　速水を送り出した一也が、再びドアを閉めると、その背中に、宮内の声が聞こえた。

「ったく、いちいち細かい事に気をまわす野郎だ。あの分じゃ、そのうち禿はげるな、きっと」

　一也が振り返ると、宮内はソファに深々と座ったまま、テレビの画面に目を向けていた。

　画面の中では、三人組の若い女性シンガーが、軽やかなステップを踏みながら、気持ちよさそうに歌っている。

「宮内さんの事を心配されてるんですよ」

「かもしれねえが、それが大きなお世話だってんだよ。幼稚園の先生じゃあるまいし、あれは駄だ目めこれは駄目って、うるさくて仕し様ようがねえ」

　確かにその傾向はあったかもしれないが、一也が見たところ、その理由の大半は、宮内の方にある。宮内が、それこそ幼稚園児並にやんちゃにすぎるから、速水もつい、言わずもがなの事まで口に出さざるを得なくなってしまうのだ。

　とは言え、そんな事を宮内に対して言えるわけもないので、一也はただ黙だまっていた。

　三人組の女性シンガーが気に入ったのか、宮内は曲が終わるまで画面を眺めていたが、次の曲が始まると、宮内はリモコンを手に取って、テレビを消した。

　そして、ソファに腰掛けたまま、一也を振り返る。

「おい。甘あま利りの携帯、番号分かるか？」

「それはもちろん分かりますが……なにか必要なものでも？」

　上着の内ポケットから携帯電話を取り出しながら、一也は訊きき返した。

「いいから、とにかく呼び出してくれ」

「はあ……分かりました」

　一かず也やが甘あま利りの携帯を呼び出すと、呼び出し音が二度鳴り終わるより早く、甘利の声が返ってきた。

『はい。甘利です』

「俺おれだ」

『あ、高たか杉すぎさん……。なにかあったんですか？』

　なにかまずい事じ態たいが起きたとでも思ったらしく、電話の向こうの甘利の声は、やや緊きん張ちようしている様よう子すだった。

「いや、そういうわけじゃないが、宮みや内うちさんが、なにかお前に頼みたい事があるらしくてな」

『そうですか……。なんでしょう？』

　その時、宮内が、揃そろえた二本の指で、ひょいひょいと一也を手招くような仕し草ぐさをした。どうやら携帯電話を寄よ越こせと言っているらしい。

「ちょっと待ってろ。今、宮内さんと代わる」

　甘利にそう言い置いてから、一也は、携帯電話を宮内に手渡した。

　受け取ったそれを耳元に当てると、宮内は早速、

「おう、俺だ。今し方、速はや水みが降りてったと思うが……今、どこにいる？」

　と、そんな事を、甘利に訊たずねていた。

　それに対する甘利の返答は、一也のところまでは聞こえてはこない。だが、

「……そうかそうか、そのまま帰ったか。そいつは都つ合ごうがいい」

　と、宮内がにんまりとしたのは見えた。

　まさか……。

　一也は、嫌いやな予感を覚えた。

「いや、なんでもねえ、こっちの事だ。それより今からエンジンあっためとけ。いいな」

　宮内はそれだけ言って電話を切ると、用済みになった携帯電話を、ひょいっと一也に投げ返した。そして、おもむろにソファから立ち上がる。

「さて、と……上着は、どこに、置いたかな？」

　宮内は、謡うたうような調子で言葉を区切りながら、きょろきょろと室内を見まわした。

「ああ、ここか、ここか」

　壁かべに作り付けのワードローブを開けると、宮内は、そこに下げられていた上着を、ハンガーごと取り出した。

「ちょ……ちょっと、宮内さん。いったい、なにをされるおつもりですか？」

「なにってお前、この格かつ好こうのままじゃ、外出るに寒いだろうが」

　上着の袖そでに腕を通しながら、宮内はあっさり答えた。

「外って……」

「なぁに、ちょいと一杯引っ掛けてくるだけだ。すぐ戻るよ」

　ワードローブの扉とびらの内側に貼はり付けられていた、四角い鏡かがみを覗のぞき込みながら、宮みや内うちは襟えり元もとを整えている。

「ですが……ついさっき、速はや水みさんに」

「ああ、なんか言ってたっけな。だけど俺おれは別に、その通りにするとは言わなかった」

　と、宮内は澄すましている。

「酒が要いりようでしたら、なんでもすぐに買って来させます。ですから、外出されるのだけは、勘弁してください」

　一かず也やは、必死に頼み込んだ。

　宮内は約束しなかったかもしれないが、一也の方は、宮内を外には出すなと、速水に念押しされているのである。

「だから、それじゃ意味がねえんだって。こんなところで、お前と面つら突き合わせてじゃ、どんな酒だってうまかねえ。気晴らしになんねえんだよ」

　鏡を覗き込んだまま、宮内は答えた。一也の立場など気にも掛けていない。

　身み繕づくろいを整えると、宮内はワードローブの扉とびらを閉め、おもむろに一也に向き直った。

「一也、お前に二つ、選せん択たく肢しをやる。おとなしく俺と一いつ緒しよに飲みにいくか、それとも、お前だけここに残るか。どっちがいい？」

　右手の指を二本立てて、宮内は選択を迫る。

　だが、そんな選択が、一也にできる筈はずがなかった。どちらを選えらんでも、速水の言い付けに背そむくことになってしまう。

「宮内さん……」

　すると宮内は、一也に向かって、両手と、ついでに右足まで持ち上げて見せた。

「なんなら、折ってみるか？　それでもいいよん？」

　持ち上げた手足を、ひらひらと振って見せながら、宮内はからかうように笑っている。

　一也はただ、途と方ほうに暮れるしかなかった。
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　背中の傷口は、ほぼ完全に癒ゆ着ちやくしていた。合わせ目も綺き麗れいなものだし、この分なら、ほとんど跡にも残るまい。

「気分はどう？」

　玲れい奈なが訊たずねると、恵めぐ美みはベッドに俯うつぶせたまま、

「うん、もう大分、いいです」

　と、そう答えた。

　移植手術のあと、ずっと安静状じよう態たいを強しいられていた恵めぐ美みではあるが、なにしろ、それまでも一年以上の長期にわたって、寝たきり状態が続いていたのだ。ベッドから離はなれられない不自由さには慣なれている。その事自体は、さほど苦にしていない様よう子すだった。

「それで……どうなんですか？　先生」

　恵美が首をねじるようにして、藤ふじ岡おか武たけ士しを見上げた。自分の体が快復に向かっているのかどうか、それが気になってならないのだろう。

　そして、それが気になるのは、玲れい奈なも同じだった。

　恵美への施せ術じゆつの前に受けた講こう義ぎによれば、『アスラ細胞』の第一次の活性期は、移植後、一〇日ほどで終息するとの事だった。手術の日から、今日で一一日目。そろそろ、はっきりした結果を聞かせて貰もらってもいい頃ころである。

　藤岡は、ベッドの脇わきに運んできたパイプ椅い子すに腰掛け、聴ちよう診しん器きに似た器具を、恵美の背中にあてがっていた。滑なめらかな白い肌に押し当てられた、円えん盤ばん状じようの感知器からはコードが伸び、アタッシュケース大の分析装置を経由して、その上に載のせられたノートパソコンに繫つながっている。

　ノートパソコンの液晶盤には、簡かん略りやく化かされた人ひと型がたが描かれており、藤岡が感知器の位置を動かすたびに、人型の上に、黄色や緑に色分けされた分布図が広がっていく。

　その分布図がなにを意味するのか、詳しい事は藤岡も教えてくれなかったが、腰よう椎ついに当たる部分を中心として、緑の分布が広がっているのを見ると、おそらくは、これが『アスラ細胞』の広がりを示しているのだろう。緑の分布は、上は背中の中程まで、下は色合いを淡くしながら、お尻しりのあたりまで伸びていた。

　玲奈は、主治医として恵美の手術に立ち会い、『アスラ細胞』の現物も目まの当あたりにしていた。赤黒く蠢うごめく、あのグロテスクな生体が、恵美の中で、こんなにも広がっているのかと思うと、本当にあんな手術を受けさせても良かったのかと、正直、不安な気持ちにもなってくる。

「で、どうなのよ」

　やや焦じれながら、玲奈が改めて返答を促うながすと、藤岡はようやく、液晶画面から目を離はなした。

「悪くない。順調と言っていいだろう」

　玲奈の顔を見上げながら、藤岡は答えた。

「ほんとですか？」

　恵美が嬉うれしそうな声を張り上げる。

「ああ、ほんとだ」

　藤岡は、僅わずかに口元を綻ほころばせながら、恵美に向かって、はっきりと頷うなずいて見せた。

「それじゃ、あとどのくらいで歩けるようになります？　二週間ぐらい？」

「いや、さすがにそれは、ちょっと早すぎるかな」

　恵美の性急さに、藤岡が苦笑を浮かべた。

「順調とは言っても、まだ完全に調整が終わったわけじゃないし……それに、腰の方はともかく、足の方が、歩き方を忘れてる。焦あせらないで、ちゃんとリハビリをしないとね」

　藤ふじ岡おかが子供に言い聞かせるように、そう言ってやると、

「はい、分かりました」

　恵めぐ美みもまた、素直に頷うなずいた。

「よかったね、恵美ちゃん」

　こぼれんばかりの恵美の笑え顔がおを見ていると、玲れい奈なも思わず口元が綻ほころんでしまう。

「うん。ほんとに、ありがとうございました。玲奈先生、藤岡先生」

「礼を言うのはまだ早いよ。藤岡先生が言うように、リハビリだってまだ残ってるんだからね。歩けるようになるまでは、まだまだ大変なんだから。恵美ちゃんも頑がん張ばらなくっちゃ」

「はい」

「恵美ちゃんが自分の足で歩いてるとこ見たら、お母さんとか友達とか、きっとみんな驚おどろくよ」

「うん。みんなどんな顔するかな……楽しみです」

　その場にいる自分の姿を想像でもしているのか、恵美は、やや悪戯いたずらっぽい表情になった。

　そして、ふと思い出したように顔を上げ、

「あ、それから、歩けるようになったら、あの時のみんなにも、お礼を言わなきゃ」

「あの時って？」

「ほら、手術の前に中庭のパーティに来てくれた人たち。宮みや内うちさんとか、岡おか崎ざきさんとか」

「あ……ああ、あの時の、ね……」

　玲奈は歯切れ悪く、相あい槌づちを打った。

　恵美は手術後の数日間、昏こん睡すい状じよう態たいにあったから、宮内が殺人容疑で警けい察さつに追われている事を知らない。意い識しきが快復してからも、宮内の事に関かんしては恵美に伝えるなと、看かん護ご婦ふたちにも厳命してあった。

「宮内さん、よく玲奈先生に会いに来てたみたいだけど、最近も来てます？」

　事情を知らない恵美は、無邪気な顔で、そんな事を訊きいてくる。

「そう……ねえ……。最近は来てないみたいだけど……」

　見え透すいた噓うそというのが、どうも玲奈には苦にが手てだ。ついボロが出そうになってしまう。

　ちらりと横目を使うと、それを受けた藤岡が、助け船を出してくれた。

「あの男は風ふう来らい坊ぼうだからね。またどこかに遊びに行ってるんじゃないかな。恵美くんの事は気にしてるようだったから、いずれまた顔を見せにくると思うよ」

「そうですか？　だったらいいんですけど……」

　藤岡に応こたえながら、恵美がなんとなく、玲奈を気にしている。やはりどこか不自然だったのだろうか。

　玲れい奈なは、カーテンを開けるのに事寄せて、窓まど辺べへと立ち位置を移した。恵めぐ美みには、意外に勘の鋭するどいところがある。玲奈の表情一つで、なにか隠かくし事ごとをしていると、気付かれかねなかったからだ。

　藤ふじ岡おかによる検査は一段落して、はだけられていた肌も、再びパジャマの上着に覆おおわれてはいるが、恵美は相変わらず俯うつぶせになったままだ。窓辺にいれば、表情を読まれる事もない。

「恵美くんは、宮みや内うちくんの事が好きなのかい？」

　恵美の、玲奈に向いた注意を引き戻すように、藤岡がそんな質問をした。

「好きっていうか、楽しい人だなって。話も面おも白しろいし、服装だって、なんか凄すごく個性的だし」

　そう言って、恵美は、くすくす笑っている。

「あ、そう言えば、宮内さん、歩けるようになったら、ラスベガスに連れてってくれるって言ってたけど、あれ、ほんとかなぁ？」

「……さあ、どうかね。ヤー公の言う事を、あんまり真まに受けない方がいいよ」

　窓辺に寄り掛かるようにして、腕を組みながら、玲奈は、そう答えた。

　やくざの組への殴り込み。四二人の大量殺さつ戮りく。

　あのおちゃらけ男が、そんな大それた事をしでかすなどとは、予想もしていなかった。実を言えば、今でも信じられないくらいだ。

　だが、多くの目もく撃げき者しやがおり、現に警けい察さつが指名手配している以上、事実無根ではあるまい。

　結局、あの男も、やくざだったという事だ。

　あの男は、恵美に寄せられた好意を、最低の形で裏切ったのである。

「あはは。玲奈先生って、宮内さんの事になると、すぐにむきになるんだから……。でも、それって、それだけ意い識しきしてる事ですよ？」

　恵美が、からかうような口く調ちようで、そう言った。

「冗じよう談だんじゃない。初めっから言ってるでしょ。あたしは、ヤー公が嫌いなの」

「ほんとにそれだけ？」

「ほんとにそれだけ。あんな連中、どうなったって、知ったこっちゃないね」

　宮内が全国指名手配になってから、既すでに一週間が過ぎている。新聞を読む限りでは、まだ捕まってはいないようだが、いずれにしろ時間の問題である。この狭せまい日本の中で、警察を相手に逃げ切れるわけがない。

　……どっちにしろ、これでもう、あの馬ば鹿かの顔を見なくて済むってわけだ。せいせいするね。

　と、玲奈がそんな事を思っていた時である。

　信じがたいものが、坂さか巻まき病院の中庭に、姿を現した。

「[image: ]!?」

　思わず漏もれた玲奈の声に、藤岡が不ふ思し議ぎそうな顔を向ける。

「どうした？」

「え……ああ、うん、なんでもないんだけど……」

　藤ふじ岡おかと恵めぐ美みを交互に見ながら、玲れい奈なは言葉を濁にごした。

「うん？」

「いや、その……ちょっと、あの……用事を思い出したから、ちょっと下に行ってくるね。それじゃ」

　なんとかそれだけ言い残すと、玲奈はそのまま、恵美の病室を飛び出した。




　　　　五




　恵美の病室がある病棟の一階フロアには、入院患者のための売店などが置かれた、ちょっとしたホールがある。ホールの南側には渡り廊下へと続く出入り口があり、同時にそこから中庭に出られるようにもなっているのだった。

　階段を三段飛ばしにしながら駆かけ下りた玲奈が、そのホールへとやってきた時、中庭を横切ってきた二人組が、ちょうど、そこに姿を現した。

　先に立っているのは、やけに整った顔立ちをした、スリムな体付きの青年である。

　高たか杉すぎ一かず也やだ。

　恵美の手術が行われた日にやってきて以来、顔を見せる事のなかった高杉が、性しよう懲こりもなく、また現れたのである。

　だが、それはまだいい。問題は、もう一人の方だ。

　高杉は、襟えり元もとのきっちりした服装が好きなようで、スタンドカラーのシャツを着ている事が多いのだが、この日も、細かいストライプの入ったスタンドカラーシャツの上に、黒い上着を重かさねていた。

　相変わらず、スタイルもルックスもモデルなみの高杉ではあったが、今日はどことなく挙動が不ふ審しんである。いつもなら癪しやくに触るほど落ち着き払っている高杉が、この日ばかりは、きょろきょろと、しきりに周囲を気にしているのである。

「あ……村むら上かみ先生……」

　その高杉が、玲奈に気付いた。

「その……ご無ぶ沙さ汰たしております」

　躊躇ためらいながらも、高杉は、そう挨あい拶さつしてきた。

「お久しぶり、高杉くん」

　玲奈は挨拶を返すと、その視し線せんをそのまま、高杉の背はい後ごへと向けた。

「それから……ちょっと、そこの、とっぽい兄ちゃん」

「……は？　わたくしの事でござりまするか？」

　ひょこひょこと身を折りながらやってきたのは、グレイの背広を着付けた男だった。ポマードをべったり塗ぬった髪を七三分けにし、顔には黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねを掛けている。鼻の下には味付け海苔のりのようなちょび髭ひげを貼はり付け、両手には平べったい黒くろ鞄かばんを抱えていた。

「あんた以上にとっぽいのが、どこにいるってのよ」

「はて、なんの事でございますやら。わたくし、どこにでもいる、一いつ介かいのジャパニーズサラリーマンでございますが」

　珍妙な格かつ好こうをして現れたのは、宮みや内うち志し郎ろうだった。全国指名手配を食らいながら、平気な顔でまた姿を現したのだ。その図ず太ぶとさには、玲れい奈なも呆あきれ果てるほかない。

「へえ、そうかい。あたしゃてっきり、どこのコメディアンかと思ったよ」

　本人は変装しているつもりらしいが、宮内の格好は浮きまくっている。売店の売り子も、そこで買い物をしていたパジャマ姿の入院患者も、目をぱちくりさせながら、宮内を眺めていた。

　高たか杉すぎは高杉で、『だから言ったじゃないですか』とでも言いたげな視し線せんを、宮内に向けている。

「……とにかく、あんたらみたいな目立つのが、二人揃そろってこんなところにいるんじゃないよ。早く下に行きな」

　小声で叱しかり付けながら、玲奈は、高杉と宮内を階段の方へと押しやった。




　　　　六




「ほら、とっとと入んな」

　元第二霊れい安あん室しつのドアを開け、玲奈は、連れてきた二人を、中へと押し込んだ。

　室内では、白衣を羽は織おった佐さ々さ木きが、なにかの分析装置と思おぼしき機械を操そう作さしていたが、突然の訪問客の姿に、軽く目を見開いた。

「宮内くん……。よくもまあ、こんなところまで来られたもんだな」

　いつもほとんど感情を外に顕あらわす事のない佐々木も、さすがに少し驚おどろいたようだ。

「まったくだよ。……連れてくる方も連れてくる方だけどさ」

　玲奈に横目で見られ、高杉は、部屋の隅の方で、居い心地ごこち悪そうにしている。

　だが、当の宮内は、あっけらかんとしたもので、

「参ったなぁ。折角、わざわざ変装してきたってのに、一発ですか。やっぱいい男は、どんな格好してても滲にじみ出て来ちゃうもんがあるのかなぁ」

　そんな下らない事をほざいている。

「ところで、天あま本もと博士はどちらに？　またどっかにお出掛けですか？」

「ああ、最近、ここのナースと仲良くなってな。うまい餡あん蜜みつの店を教えて貰もらったとかで、よく出掛けるんだ」

　あんな事をしでかしたあとで、そんな日常の事を訊たずねてくる宮内も宮内だが、普通にそれに答えている佐々木も、世間の常じよう識しきからは少々ずれていると言えそうだ。

「博士らしいや。じゃあ、藤ふじ岡おかさんは？」

「診しん察さつ」

　今度は玲れい奈なが答えた。

「というと、さしずめ恵めぐ美みちゃんのとこですね」

「……なんで、そう思うの？」

「だって、この間、言ってたじゃないですか。手術後一〇日が勝負だって。だったら、そろそろ結果も出た頃ころだろうと思って、それで、久しぶりに顔を出してみる事にしたんですよ」

「そんな事のために、わざわざここまで来たの？」

　玲奈は心しん底そこ、呆あきれ果てた。

　病院とは、大勢の人間が出入りする場所だ。ましてや宮みや内うちや高たか杉すぎは、病院内の人間に顔を覚えられている。今日、ここで顔を合わせた人間の一人でも、その事を思い出せば、即刻、警けい察さつに通報される事は間違いない。いくら宮内でも、それくらいの想像は付く筈はずである。

　術後の経過が知りたいだけなら、電話をするなり使いを寄よ越こすなりすればいい。警察に通報される危険を犯してまで、自分でやってくるという、その神経が信じられない。

「そんな事って事はないでしょう。恵美ちゃんにしてみりゃ、一生を左右する問題なんですから。……で、どうなんです？　うまくいったんですか？」

「……まあね。まだこれから先、リハビリが必要だけど、手術そのものは、うまくいったみたい」

「そうですか……。それを聞いて、ほっとしましたよ。ずっと気に掛かってたんでね」

　宮内のその言葉に噓うそは感じられなかった。

　だが、だからこそ、玲奈には分からなくなる。恵美を心配する宮内と、マシンガンを乱射して多くの人間を殺傷した宮内。その両者をイコールで結び付ける事が、どうしてもできないのだ。

「宮内……あんたに、一つ、訊きいてもいい？」

「なんですか？　スリーサイズ以外だったら、なんでも答えますよ」

　宮内は、いつもの調子で茶ちや化かしてきたが、玲奈は、にこりともしなかった。

「四二人も殺したって、ほんとなの？」

「いやあ、とんでもない。せいぜい七掛け程度ですよ」

　宮内は、よく意味の分からない事を言って、一人でにやけている。

「ですが……まあ、大体のところは、本当ですね」

「じゃあ、ほんとにあんたがやったんだね？」

「ええ、やりました」

　宮内は、悪びれもせずに答えた。

「なんで、そんな事をしたの？　なんで、そんな事ができるのよ。あんなに大勢の人を手に掛けておいて、なんでそんなに平気な顔をしてられんのよ？　あんたには、罪の意い識しきもないの？」

　玲れい奈なは詰きつ問もんしたが、宮みや内うちは平然としたものだった。

「極ごく道どうだからですよ。『する』とか『できる』とかじゃない。やらなきゃならない事だからやった。それだけの事です」

「それが理由？　それが、四二人も殺した理由なの!?　それが通るのが極道の世界だったら、やっぱりあんたらおかしいよ。絶対、まともじゃない」

「ま、女医先生はそう仰おつしやるでしょうね。俺おれも分かって貰もらえるとは思ってませんよ」

　宮内が苦笑を浮かべた時、再び、第二霊れい安あん室しつの扉とびらが開かれた。

　やってきたのは藤ふじ岡おかだった。検査を終えて引き上げてきたのだろう。その手には、ノートパソコンと分析装置とが提さげられていた。

「ああ、村むら上かみくん、こんなところに来てたのか……」

　そう言い掛けた藤岡の顔が、さっと変わった。宮みや内うちの存在に気付いたのだ。

「ああ、これはどうも藤岡さん。ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　宮内は、その藤岡にも、いつもと変わらぬ気軽な調子で挨あい拶さつする。

　藤岡は、両手に荷物を提げたまま、つかつかと宮内の前に歩み寄った。その表情が、ひどく険けわしい。

「宮内くん……君という男は……」

「おっと、待った」

　宮内は、藤岡を押しとどめるように、両手を広げた。

「説教だったら勘かん弁べんしてください。この間から、会う人間会う人間に同じ事言われるんで、正直、耳にタコが出来てるんですよ」

「あんな事をしでかしたんだ。当たり前だろう。私は、君を、もう少しまともな男だと思っていたよ」

「おや？　藤岡さんまで、そんな事言うんですか？」

　宮内が、意外そうな顔付きをする。

「当たり前だ。私は医者だぞ。人の命を救うのが仕事なんだ。人を殺して得意がっているような男を認められるわけがあるまい」

　藤岡の叱しつ責せきは、容赦がなかった。それまで友人として付き合ってきただけに、今回、宮内のしでかした事が、藤岡には裏切り行為のように思えたのかもしれない。

「とにかく、君に少しでも罪を悔くいる気持ちがあるんだったら、一刻も早く自首するんだ。このまま逃げまわっていても立場が悪くなる一方だぞ」

「ほんとに、速はや水みの奴やつと同じ事言ってくれますね。……まあ、藤岡さんが、そうしろって仰るんなら、考えない事もないですが」

　宮内のその言葉に、高たか杉すぎが驚おどろいたような目付きをした。

「……でも、自首するとなると、当分の間、娑しや婆ばには戻って来れませんからねえ。となると、どうしても、例の件、先に済ませて貰もらっとかないと」

「なんの事だ？」

「またまた、とぼけちゃって」

　宮みや内うちは、左の肘ひじで、藤ふじ岡おかを小突くような仕し草ぐさをした。

「君の言っているのが、あの処置の事なら、何度言われても答えは同じだ」

　硬い表情のまま、藤岡は答えた。

「そんな意地悪な事言わないで、いいじゃないですか。自ら罪に服す殊しゆ勝しような男のために、せめてもの贈おくり物ものとして、ちょちょいっと。ね？」

「駄だ目めだと言ったら駄目だ」

「どうしても？」

　子供のような上うわ目め遣づかいで、宮内が藤岡を見上げる。

「君がああいう事をしでかす男だと分かった以上は、なおさらな」

「だけど、俺おれが手に掛けたのは辰たつ巳みの連中だけですよ。堅かた気ぎ衆しゆうには、指一本触れてません」

「やくざだから殺しても構わないという事にはならないだろう」

　藤岡が苦にが々にがしい顔をする。

「そりゃそうかもしれませんが、今回の場合は、仕掛けて来たのは向こうです。だったら、やり返されたって仕方ないでしょう。自分は相手を殺しても、相手が自分に手を掛ける事は認めない。それじゃあ、さすがに筋が通りません」

「だからさ。なんで、そう、すぐ殺すの殺されるのって話に持ってくのよ。そんなに戦争ごっこがしたいわけ？」

　玲れい奈なが思わず口を挟はさむと、宮内が、また苦笑を浮かべた。

「俺たちだってなにも、殺し合いが好きなわけじゃない。話し合いで済む事なら、話し合って済ませますよ。譲ゆずり合いができる事だったら、いくらでも譲りますって。でもね、世の中には、どうしてもこれだけは譲れないってもんもあるんです。それを手放すぐらいなら死んだ方がましってもんがね。だから、そういう譲れない者もん同士がぶつかり合ったら、これはもう命タマの殺とり合いしかないんですよ。話し合いさえすれば物事はすべて解決するなんて、そんな事を真顔で言うのは、本当に大事なものを自分の中に持ってない奴やつだけです」

「へえ……じゃあ、あんたの言う、その『譲れないもん』ってなんなのよ。男の意地とか組の面子メンツとか、どうせ、そんなもんなんでしょ？」

「そういう場合もありますね。大事ですよ、そいつは」

　宮内が頷うなずいた。

「そんなもんが命より大事だなんて思ってるから、あんたらヤー公は馬ば鹿かだって言うのよ」

「まあ、そう言われるだろうとは思ってました」

　玲奈の非ひ難なんを軽く受け流し、そして宮内は、藤岡の方へと視し線せんを戻した。

「でもね、藤ふじ岡おかさん。女医先生には分からなくても無理はねえが、あんたにだったら、俺おれの言ってる事が分かる筈はずだ」

「いいや、生あい憎にくだが、私にも分からないね」

　藤岡が首を振る。

　だが、宮みや内うちは藤岡から視し線せんを外さない。底光りのするような目付きで、藤岡の目を、まっすぐに見み据すえている。

「いいや、そうじゃない。分からない振りをしてるだけだ。それとも、ひょっとすると、分からないと思い込もうとしてるのかな？」

「私には、君の考え方は理解できん。分かろうとも思わないし、分かりたくもない」

「じゃあ、ひとつ訊ききますがね、なんで藤岡さんは、今ここにいるんですか？」

　藤岡が一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくした。

「……どういう意味だ」

「争いを避さけたいってんだったら、あのままアメリカにいればよかったじゃないですか。あそこで言うなりになってるのが、一番波風の立たない方法だった筈だ。そうでしょう？」

　いったい、宮内は、なにを言っているのだろう。

　玲れい奈なには、皆かい目もく、見当が付かなかった。

　だが、その宮内の問い掛けに、藤岡は答える事ができないでいる。黙り込んだまま、ただ拳こぶしだけを強く握り込んでいる。

　そして、そんな藤岡を、佐さ々さ木きが、やや離はなれたところから見詰めていた。

「だけど、あんた方は、今、ここにいる。譲ゆずれないものがあったからだ。すべてと引ひき換かえにしてでも、どうしても守らなきゃならないものがあったからだ。だから、あんた方も、その手を」

「もういい」

　語気も荒く放たれた藤岡のその言葉が、宮内を遮さえぎった。

「その話は……もういい」

「そうですか。そう仰おつしやるんなら、この話はここまでにしときましょう」

　宮内が、あっさりと引き下がった。先ほどの底光りのするような目付きも、いつものにやけ顔の中に、あっという間に拡散していった。

「それじゃ、恵めぐ美みちゃんのいいニュースも聞けた事だし、今日はこれで失礼する事にします。ですが、ご存じの通り、俺の方も、そろそろ余裕がなくなって来ましたんでね。できれば、なるべく早いうちに、色いろ好よい返事をお願いしますよ。……それじゃ、みなさん、ごきげんよう」

　宮内は、にこやかに手を振ると、高たか杉すぎを引き連れて、地下研究室を出ていった。

　あとに残されたのは、玲奈と藤岡、そして佐々木の三人だけである。

　佐々木は最前からひと言も喋しやべっていない。藤岡も押し黙だまったままだ。

　重い沈ちん黙もくの中で、玲れい奈なはやや躊躇ためらってから、思い切って訊きいてみる事にした。

「ねえ、藤ふじ岡おかさん。宮みや内うちの奴やつ、いったい、なんの話してたの？　アメリカで、なんかあったわけ？」

「……君には関係のない事だ」

　静かな口く調ちようではあったが、そこには、はっきりとした拒絶の意志が込められていた。

　これだけ確かな腕を持った医学者たちが、こんな下町の病院で隠かくれるようにして、研究を続けているのだ。わけありである事ぐらいは最初から分かっていた。だが、それは、どうやら、玲奈が思っていたよりも、ずっと根が深く、深刻なもののようだった。

「……分かった。じゃあ、訊かないよ」

　努めて軽い調子でそう言うと、

「それじゃ、あたしも、まだ仕事が残ってるから、これで戻るけど……恵めぐ美みちゃんの次の検査はいつなの？」

「ああ、その事か……そうだな、明後日あさつてではどうだろう？」

「いいよ、分かった。じゃ、午後のどっかに時間を作るようにする」

「ああ、頼む」

「それじゃ、今日はお疲れさま」

　藤岡と、ついでに佐さ々さ木きにも軽く手を振って、玲奈は地下研究室を出た。

　藤岡たちにアメリカでなにがあったのか、そしてそこに宮内がどう絡からんでいたのか、気になる事はなにかとあったが、藤岡が話したがらないのであれば、訊いたところで仕方がない。

　……ま、そのうち、話す気になってくれる事もあるでしょ。

　玲奈はそれを気長に待つ事にしたのである。

　だが、階段の方へと向かいかけた玲奈は、ふと、その足を止めた。

「……武たけ士し。この際だから俺おれも、お前に一つ確認しておきたい」

　ドア越しに、佐々木の声が、漏もれ聞こえてきたからである。

　誉ほめられた事ではないと思いつつも、玲奈はついつい足音を忍ばせ、扉とびらの前へと戻ってしまった。

「どんな事だ？」

　藤岡の声が、聞こえた。

「どうして、お前は、あの男に処置を施ほどこす事を、そんなに嫌いやがるんだ？」

「そんな事、分かり切っているだろう」

　どうかしていると言わんばかりの、藤岡の台詞せりふだった。

「分からなくなったから、訊いてるんだ」

「それじゃあ、お前は、宮内くんに処置を施してもいいと思ってるのか？」

「これまであの男が俺たちにしてくれた事の借りが、それで返せるんだったら、してやってもいいだろうとは思ってる」

「だが、その結果はどうなる？　あの時と同じ事が起きないと言い切れるのか」

「だがお前は、あの子にはしてやったじゃないか」

　佐さ々さ木きのその言葉が、藤ふじ岡おかを黙だまり込ませた。

「あの時、俺おれは反対した筈はずだ。それも、たった今、お前が言ったのと同じ理由を挙あげてな。だが、お前は、それを押し切ったじゃないか」

「……恵めぐ美みくんの場合は、治ち療りようだ。彼が求めているものとは違う」

「だが、本質的には同じものだ。分かっているのか？　お前はもう、ハイブリッドを一人作ってしまったんだぞ。それが、あの時と同じ結果を生まないと、どうして言い切れる」

　ハイ……ブリッド……？

　それは、玲れい奈なが初めて耳にする単語だった。

　では、さっきから藤岡たちが話している『処置』とは、恵美に行った手術の事なのか。

　そして、その『処置』のために、恵美は『ハイブリッド』と呼ばれる存在になったのか？

　だが、藤岡は、あの手術には副作用はないと断言した筈だ。それなのに、今の話を聞いた限りでは、ハイブリッドと呼ばれる存在には、なんらかの危険が付きまとうらしい。では藤岡は玲奈に噓うそを付いていたのだろうか？

「武たけ士し……お前いったい、あの子をどうするつもりなんだ。これから一生、監かん視しを続けるつもりででもいるのか？」

「まさか。そんな事ができるわけがないだろう」

「だが、そうでもしなければ、また同じ事が起こりかねない。お前自身が、今、そう言ったんだぞ」

「しかし、それは……」

「勘違いするな。俺はお前を責めてるわけじゃない」

　佐々木の声が、心なしか和やわらいだ。

「ハイブリッド技術は、もともと、あの子のような患者を治すための治療法だ。だから、お前があの子に処置を施ほどこしてやりたいと思った気持ちも分かる。だからこそ、俺も、結局は折れたんだよ。……だが、ハイブリッド技術は、最も早はや、それ以上のものになってしまった。扱いには、細心の注意を払わねばならない」

「それは……分かっているつもりだ」

「お前のやり方が間違っているとは言わん。だが、お前は情に脆もろすぎる。気を付けないと、いつかそれが命取りになるぞ」

「……そうだな。肝きもに銘めいじておくよ」

「言いたかったのはそれだけだ。……じゃあ、さっさと、そのノートをこっちに寄越せ。データの解析をしといてやる」

「しかし、これは……」

「あの子がお前の患者なら、同時に俺おれの患者でもある。いいから、寄よ越こせよ。解析作業は俺の方が専門だ。お前に任せとくと、時々、桁けたが二つばかり違ってたりするからな」

　扉とびら越しに聞こえる佐さ々さ木きの口く調ちように、からかいの色が混じった。

「……一〇年も前の事を、いつまで引っ張るつもりだ」

　藤ふじ岡おかの声にも、苦笑が滲にじむ。

「あの時はお前のせいで、一週間、家に帰れなかったからな。一生言ってやる」

　どうやら、意見の相違はあるにしても、佐々木と藤岡は、心の通じ合った友人同士であるらしい。今のやりとりで、それが、よく分かった。

　それにしても、ハイブリッドとはいったい、なにを意味するのだ？

　佐々木や藤岡が懸け念ねんしている事とは、いったいなんなのだろうか。

「……」

　渦うず巻まく疑問を胸に抱きつつ、玲れい奈なは、地下研究室の扉の前から、そっと離はなれた。
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「急げよ。抜け出した事が、速はや水みさんに見付かったら、ただじゃ済まない」

　ホテルに駆かけ戻る車の中で、一かず也やは甘あま利りに、そう声を掛けた。

「ええ、分かってます」

　甘利が答える。一也と同様、甘利も共犯に引きずり込まれてしまったのだ。

「まったく、気の小せえ連中だなぁ。そんなに速水が怖いんだったら、最初から言い付けに背そむかなきゃいいのによ」

　後部座席では、諸悪の根元が、そんな事を言っていた。

　言い返したい事は山ほどあったが、一也はなんとかそれを堪こらえた。運転席の甘利も、なんとも言えない表情を浮かべている。

「それにしても、恵めぐ美みちゃんの体も順調だそうで、よかったよな」

　付つけ髭ひげをペリペリと剝はがしながら、宮みや内うちが言った。

「……ええ、そうですね」

「ま、藤岡さんたちに任せときゃ、間違いはねえだろうとは思ってたがよ。ひょっとしたらって事もあるからな……。今日は、わざわざ出掛けてった甲か斐いがあったってもんだ」

「そうですか。それはよかった」

　一也は、皮肉ではなく、本心から、そう答えた。

　どうしても自分で直接行って結果を聞くんだと、そう言って聞かなかった宮内である。満足してくれたのであれば、しばらくは我わが儘ままも言われずに済むだろう。

「藤岡さんと言えば……あんな言い方してよかったんですか？」

　ふと思い出し、一かず也やはそれを訊きいてみた。

「ん？　なにがだ？」

「いえ、大分、気分を害されていたようですから」

　宮みや内うちは、藤ふじ岡おかたちを客人、あるいは目上として立てていた筈はずだ。その藤岡に、宮内が不ぶ躾しつけとも取れる言葉を投げ掛けていたのが、一也には意外だったのである。

「ああ、あれか。あれは怒ったんじゃねえんだ。図ず星ぼしを突かれて動どう揺ようしたんだよ」

「そう……だったんですか？」

「あの分だと、まだ少しは望みがありそうだ。二三日したら、また行ってみるとしようぜ」

「え!?」

　その途と端たん、ぐらっと車が横に振れた。甘あま利りが、ハンドル操そう作さを誤ったのだ。

「おいおい、甘利。しっかり運転しろ。こんなところで事故られちゃ堪たまったもんじゃねえ」

「す、すいません」

　後部座席からの叱しつ責せきに、甘利は一も二もなく謝あやまったが、甘利が慌あわてたのも無理はない。

「ちょっと待って下さいよ、宮内さん。今日だけっていう話だったじゃありませんか」

　一也は体をねじるようにして、後部座席の宮内に向き直った。

「そんな事言ったっけ？」

「仰おつしやいました。だから、俺おれたちだって……」

「まあ、言ったかもしれねえが、状況ってのは常に変わるもんだ。臨りん機き応おう変へんにいかないとな」

「勘弁して下さいよ。いくらなんでも無む茶ちやです。第一、今日の事だって、無事に済んだとは限らないんですよ。村むら上かみ先生があのあと警けい察さつに通報してたら、どうするんです！」

「ああ、そりゃ大丈夫だ。あのタイプの女は結構義理堅いからな。俺を庇かばうまではしねえだろうが、自分で通報なんかしやしねえよ」

「そんな事、断言できないでしょう」

「ま、通報されたならされたで、そん時の事だ。俺もそこまでの男だったと諦あきらめるさ」

　そう言って、宮内は、にやっと笑った。

　まったく、どこまで本気なのか分からない。この男は、どうしてこうも、意味のない綱つな渡わたりばかりしたがるのだろう。

「言っとくけどな、一也。俺は、お前らに付き合ってくれなんて頼んじゃいねえんだ。行く時は俺一人で行くから、放っとけよ」

　それができるくらいなら、どれほど気が楽だろう。

　だが、この男を一人にしておいたら、それこそ、なにをされるか分からない。目を離はなすわけにはいかないのだった。

　一也は、大きく溜ため息いきをついた。

「……じゃあ、一つだけお願いしてもいいですか？」

「なんだ？」

「今日のその変装。それだけはやめて下さい。意味がないどころか、逆効果です」

「そうか？　まあ、確かに、一発で見破られてたからなぁ……。じゃあ、今度は別の路ろ線せんでいってみる事にするか」

「……ぜひ、そうして下さい」

　一かず也やは助手席に座り直すと、深々と背せ凭もたれに身を寄り掛けた。

　結局、また速はや水みの言い付けに背そむいてしまった。

　宮みや内うちに、あの悪戯いたずらっ子のような顔で迫られると、どうしても突っぱねる事ができない。結局は、そのまま押し切られてしまうのだった。

　そもそも宮内は、斜しや道どう組ぐみ内での序列でも一也の上位の男だし、一個の人間としても、この男には敵かなわないという気持ちが一也にはある。速水でさえ掣せい肘ちゆうする事ができないでいる宮内を、一也にどうこうできる筈はずがないのだ。

　もう四、五日もすれば、宮内を無事海外脱出させる準備も整うだろう。それが過ぎれば、一也も、この厄やつ介かいすぎる肩の荷を下ろす事ができるし、速水に対しても、これ以上、後ろめたい想いを重かさねずに済む。

　あとほんの数日の間だけ、なにも起こらずに済んでくれよ……。

　一也は、そう願わずにはいられなかった。




　──だが、それはやはり、虫の良すぎる願いだった。

　一也も速水も、辰たつ巳み組の反はん撃げきを予想していなかったわけではない。辰巳組の動きも見張っていたし、それに対する備えもしてあった。

　だが、宮内一人に本家を蹂じゆう躙りんされた辰巳組の怒りと執しゆう念ねんは、一也たちの予想すら遙はるかに超えて、苛か烈れつかつ自じ暴ぼう自じ棄きなものだったのである。
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　一也たちが再び坂さか巻まき病院を訪れたのは、前回の訪問から二日後の事だった。

　前回同様、お忍びでの来訪である。

　警けい察さつも宮内の行方ゆくえを追っているし、辰巳組も不ふ穏おんな動きを見せている。斜道本家も宮内を見つけ出して保ほ護ごしようと配下の人員で網を張っている。そしてもちろん、こんな事が速水に知れれば、大目玉を食うだけではすまない。

　四者すべての目をかいくぐってのお忍びである。なんでこんな苦労をしなければならないかと思うと、一也には溜ため息いきしか出てこない。

　この日、甘あま利りが車を乗り入れたのは、坂巻病院の地下駐ちゆう車しや場じようである。この駐車場は、霊れい安あん室しつのある地下フロアと直結していて、おもに病院の外に遺い体たいを運び出す時などに使用されている。多少なりとも人目を忍ぼうという、せめてもの努力だった。

「じゃあ、外の見張りは頼んだぞ。戻る時は連絡を入れるからな」

　車から降りた一かず也やは、運転席の甘あま利りに命じた。

「はい、分かりました」

　一也たちが病院内にいる間、甘利は駐ちゆう車しや場じようでは待機せず、車で坂さか巻まき病院の周囲を巡じゆん回かいしながら見張りにつく手て筈はずになっていた。

「ようし、じゃあ、とっとと行くとしようか。抜け出したのがばれると、速はや水みの奴やつがうるせえからな」

　宮みや内うちが、ぽんと一也の肩を叩たたき、傍かたわらを通り過ぎていく。

　この日の宮内は、白いタートルネックセーターに、デニムのズボン。茶色のジャンパーに、頭にはチェックのハンチング帽という出いで立ちだった。まるでひと昔前のドラマに出て来る私立探偵のようだ。だが、まあ、目に付く原色を入れなかっただけ、宮内としては地味にまとめたつもりなのだろう。

　……そう思ってるんだったら、端はなから抜け出さないで下さいよ。

　口から出掛かりそうになった言葉を喉のどの奥に押し込め、

「それでは、なるべく早く済ませましょう」

　一也は、宮内を追い抜くと、坂巻病院の地下フロアへと繫つながる鉄てつ扉とびらを開けた。

　開けた先には、リノリウム張りの廊下が、まっすぐに延のびている。

　廊下の右手には、観かん音のん開びらきのドアがあり、駐車場に近い側に『第二霊れい安あん室しつ』、奥の方には『第一霊安室』という札ふだが掲げられていた。

　だが現在、『第二霊安室』の方は、本来の目的では使われていない。宮内の求めに応じた速水が、病院側に話を通し、ここに『秘密研究所』を設置したからである。

　しかし、実際にここでなにが行われているかについては、一也も詳しくは知らない。藤ふじ岡おかたちが人目を忍んでいる事、そもそもアメリカから非合法な手段で帰国してきた事などを考えれば、公おおやけにできるような研究ではないらしいという事だけは想像が付くが、では果たしてなんなのかという事になると、一也にはまったく見当が付かない。

　天あま本もとは屈くつ託たくのない子供のような老人だし、藤岡も面めん倒どう見みのいい名医といった感じだ。佐さ々さ木きだけはやや冷れい徹てつな印象があるが、それでも犯罪に関かかわるような男には見えない。

　真ま面じ目めで研究熱心な三人の医学者たち。この三人がなぜ、追われる身の上になどなったのか。

　三人を連れてきた宮内ならば、その理由も知っているのだろうが、宮内はそれを、一也はおろか速水にさえも話してはくれない。

　疑問も興きよう味みも山ほどあったが、宮内は一也にとって目上の男であり、藤岡たちはその客人だ。一也の立場では、立ち入った事を訊きくわけにはいかなかった。藤岡なり宮内なりが、自分から話す気になってくれるのを待つしかない。

「こんちはぁ」

　宮みや内うちが、能天気な挨あい拶さつをしながら、『第二霊れい安あん室しつ』の扉とびらを開けた。

「……なんだ、また来たのか」

　壁かべ際ぎわの机から振り返ったのは、佐さ々さ木きだった。なにか書き物でもしていたらしく、その手にはボールペンが握られている。

「ええ、そりゃもう。色いろ好よい返事を聞かせて貰もらうまでは、何度でも参上仕つかまつりますよ」

　宮内が、人ひと懐なつっこい笑え顔がおを向ける。

「久しぶりだなぁ、宮内くん。元気でやっとるかね」

　別の机から、天あま本もとがのんびりと声を掛けてきた。机の上には、ハムスターを入れた籠かごが載のせられており、その籠の上で、天本の指先が豆菓子をひとつ摘つまんでいる。どうやら、ハムスターが豆菓子を食べるかどうか、試していたようだ。

「一昨日おとといもこちらに伺うかがったんですがね。そん時、博士、餡あん蜜みつかなんか食いに行ってたでしょう？」

「ああ、あの時か」

　天本が、思い出したように、頷うなずいた。

「あの店の餡蜜は、なかなかだったぞ。今度、一いつ緒しよにどうだね？」

　天本はそんな吞のん気きな事を言い出した。ひょっとすると、この老人は、宮内が全国指名手配を受けている事を、まだ聞いていないのかもしれない。

「ええ、ぜひ。楽しみにしてますよ」

　宮内が、にこやかに頷いている。こっちはこっちで、全国指名手配の事など綺き麗れいさっぱり忘れたかのようだ。

「だが、現実問題として、そうも行くまい」

　佐々木が、椅い子すを回転させるようにして、戸口に立ったままの宮内に、向き直った。

「よくもまあ、君の立場で、そう、ひょろひょろと動きまわれるな。まったく感心するよ」

「いやあ、それほどのもんじゃないですけどね」

「褒ほめたわけじゃない。勘かん違ちがいするな」

　佐々木が突き放すように言った。眼鏡めがねの奥のその眼まな差ざしは、にこりともしていない。

「きっついなぁ、佐々木さんは」

　さすがに宮内も苦にが笑わらいを浮かべたが、一かず也やにしてみれば、よくぞ言ってくれたというところである。

「……まあ、それはそれとして、藤岡さんは、今日はどちらに？」

　形勢不利と見たのか、宮内が、やや唐とう突とつに話題を変えた。

「例によって、例の彼女のところだ」

「……というと、恵めぐ美みちゃんの？」

「ああ。このところ付きっきりのようだな」

『恵めぐ美み』というのは、この坂さか巻まき病院の三〇三号室に入院している、的まと場ば恵美という少女の事だ。一かず也やも何度か会っているし、言葉を交かわした事もある。一四歳さいの小柄な少女で、腰の怪け我がで長期入院を余よ儀ぎなくされているという事だった。現代医学では完治は不可能と言われたその恵美の治ち療りようを、藤ふじ岡おかは自ら買って出ていたのである。

「そうですか……じゃあ、今からちょっと顔出しに行ってきますね」

　宮みや内うちが辞去の挨あい拶さつを口にして、退室しようとする。

　その宮内の背中に向かって、

「君がなにをしようと知った事じゃないが、あんまり面めん倒どうな事には巻き込んでくれるなよ」

　佐さ々さ木きが、ひと言、釘を刺さした。

「……へ～い」

　佐々木に背を向けたまま、宮内が仕方なさそうに返事する。どうやら宮内も、佐々木ばかりは、少々苦にが手てにしているようだった。なんにせよ、野放し状じよう態たいのこの男を叱しかってくれる人間がいるというのは、心強い事ではある。

　佐々木は既すでに、机に向き直り、書き物を再開している。

　その背中に向かって深々と礼をしてから、一也は『第二霊れい安あん室しつ』の扉とびらを閉めた。
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　恵美の肌は、目に見えて血色が良くなっていた。それだけではない。まだリハビリ過か程ていに入っていないにも拘かかわらず、恵美の太ふと腿ももの肉付きに、明らかな張りが出てきている。

　村むら上かみ玲れい奈なは、いつものように、恵美の診しん察さつに立ち会っていた。

　恵美は白いベッドの上に俯うつぶせになっている。裸はだかのその背中に、藤岡は聴ちよう診しん器きに似た器具をあてがい、アスラ細胞の広がりをチェックしていた。得られたデータは、ノートパソコンの画面上に画像化されているのだが、それを見ると、以前は恵美のお尻しりのあたりまでしか広がっていなかったアスラ細胞が、今は太腿まで伸びている。つまり、恵美の太腿の張りは、増殖してきたアスラ細胞によるものという事になりそうだ。

　藤岡が恵美の診察を終え、検査機器の片付けを始めた。

　玲奈は、恵美の服装を整え、元通り仰あお向むけに寝かせてから、布団を掛けてやった。

　そして、

「ちょっと、いい？」

　玲奈は、病室の隅へと藤岡を呼び寄せた。

「どうした？」

　藤岡が、ノートパソコンを閉じてから、玲奈の方へとやってくる。恵美は、内密の話らしいとすぐに気付いたようで、窓の外へと、その視し線せんを向けた。

「……あれで、順調なの？」

　玲れい奈なは、藤ふじ岡おかの耳元に唇くちびるを寄せ、小声で訊たずねた。

「ああ。特に問題はないが？」

　むしろ怪け訝げんな表情で、藤岡は答えた。

「でも……さっきの画像だと、大分、広がってるみたいじゃない。再生させるのは腰だけの筈はずでしょう？」

「その通りだが、腰だけを再生すると、従来の組そ織しきとの乖かい離りが生じる恐れがある。再生した部分を支えるためには、ある程度の土台が必要だ。だから、あれは予定通り。心配するような事じゃない」

「……ほんとに？」

　一度は、藤岡を信じると決めた玲奈だったが、恵めぐ美みの体内で増殖していくアスラ細胞の様よう子すを見ていると、どうしても不安が拭ぬぐいきれない。先日の『地下研究室』で耳にした、藤岡と佐さ々さ木きのやりとり──恵美は『ハイブリッド』になったのだと言う、佐々木のあの言葉も、その正体が知れないだけに、玲奈の不安をいや増していた。

「ふむ……」

　藤岡は、少し困ったような表情で玲奈を見詰めていたが、ややあってから、

「ちょっと、待っていてくれるか？」

　恵美のベッドの方へと戻ると、ノートパソコンの電源を再び入れた。

　藤岡は、しばらく、そこに並ぶ数字の列を眺めていたが、

「……これなら大丈夫だな……」

　呟つぶやくようにそう言ってから、恵美に声を掛けた。

「予定より少し早いが……立ち上がれるかどうか、ちょっと試してみようか」

「……え？」

　恵美が、驚おどろいたように、その目を見開く。

「でも……ほんとに、いいんですか？」

　躊躇ためらいがちに訊きき返したのは、これまで何度も、玲奈とそして藤岡自身から、焦あせりは禁物だと諭さとされてきていたからに違いない。

「ああ、いいとも。……だけど、ちょっとでも痛みを感じるような事があったら、我が慢まんせずに、すぐ言うんだよ。それだけは約束だ」

　藤岡が、恵美の顔を覗のぞき込んで、念押しする。

「はい、分かりました」

　応こたえる恵美の声が、ひどく明るい。一年以上もの間、寝たきりの生活を続けていた恵美には、『立ち上がる』という、ただそれだけの事が、それほどまでに嬉うれしい出来事なのだ。

　藤ふじ岡おかは、恵めぐ美みの上の掛け布団を改めて捲まくり上げると、ベッドの右脇わきに立って腰を屈かがめ、恵美の背中の下に、左腕を差し入れた。

　そして、その上体を、ゆっくりと起き上がらせていく。

「……痛みは？」

「いえ……ありません」

　今までであれば、ベッドの上で身をねじるだけでも、激げき痛つうを覚えていた恵美である。藤岡の問い掛けに答える恵美は、自分でも驚おどろいている様よう子すだった。

「よし。じゃあ、今度は、床に足を下ろしてみよう」

　藤岡は恵美の背中を支えたまま、体の向きを九〇度回転させた。揃そろえさせた両足を、そっとベッドの下へおろしていく。

　裸足はだしの両足が、リノリウムの床面に触れる。

「……ちょっと、冷たい」

　恵美が、身を竦すくめるようにして、小さく笑った。

「スリッパ、持ってきてあげようか？」

　玲れい奈なは、そう声を掛けたが、

「いや、今回は我が慢まんして貰もらおう。短い間だし、裸足の方が踏ん張りが効きくからね」

　藤岡は、小さく首を振った。

　恵美の足の裏が、ぴったりと床面に接したのを確認すると、藤岡は、恵美の正面にまわって、その両手を取った。

「さ、立ち上がってごらん」

「……はい」

　恵美は頷うなずくと、足下に視し線せんを落とした。

　息を吸い込み、そして軽く唇くちびるを嚙かむ。

　見ているこちらが緊きん張ちようしそうなほど、恵美の横顔は張り詰めていた。

　曲げられた恵美の膝ひざに、力が入る。両手を取った藤岡が、それに合わせて、恵美の上体を引き上げていく。

　そして、ゆっくりと、恵美のお尻しりが、ベッドの上から浮き上がっていった。

　曲げられていた両膝と、そして前屈みになっていた恵美の腰が、徐々に伸のばされ、そして恵美の体は直立した。

「玲奈先生……私……」

　恵美が、顔を上げて、玲奈を見た。

　藤岡に体を支えられながらではあったが、恵美は自らの足で立っている。立ち上がる事が出来ていた。

「痛みは？」

　恵めぐ美みの手を取ったまま、藤ふじ岡おかが訊たずねる。

「いえ……ありません」

　恵美が首を振った。

「本当だね？」

「はい。ふくらはぎの辺が、ちょっと突っ張るような感じがするけど……それだけです」

「そうか」

　藤岡は軽く頷うなずくと、ちらりと玲れい奈なを見た。

　口に出しては言わなかったが、藤岡の言いたい事は、玲奈にも分かった。それに、恵美のこの明るい表情を見せられては、文句など付けられる筈はずもない。

「あたしの負け。降参だよ」

　玲奈が、軽く肩を竦すくめた時である。

　こんこん。

　病室のドアがノックされた。

「はい？　どうぞ」

　玲奈が振り返ると、

「あ……村むら上かみ先生もいらしたんですね」

　ドアを開けて入ってきたのは、岡おか田だ由ゆ利り子こだった。

　濃こい茶色のロングスカートにクリーム色のブラウス。いつもながらに、しっとりと落ち着いた服装である。左手に抱えた紙袋からは、艶つややかに赤い、小振りの林りん檎ごが幾つも顔を覗のぞかせている。どうやら見み舞まい品ひんのお裾すそ分わけに来たらしい。

「あ、由利子さん」

　恵美が、明るい笑え顔がおをそのままに、由利子に挨あい拶さつする。

　由利子の足が止まり、その目が大きく見開かれた。

「恵美ちゃん……あなた……」

　まるで信じ難がたいものでも見るかのように、恵美の姿を見詰めている。

「ね、凄すごいでしょう？　私、立ててるんです」

　恵美は、込み上げてくる喜びを隠かくせずにいる。満まん面めんの笑みを、由利子に向けていた。

「村上先生……これはいったい……」

　由利子が、目を見開いたままの表情で、玲奈を振り返った。

「ほら、この間の中庭でのパーティの時に、ちょっと言ったでしょ。新しい手術を試してみるって。それがうまくいったみたい」

　由利子の驚おどろきの理由は、玲奈にも理解できた。由利子の恋人は、この坂さか巻まき病院で長期入院を強しいられている。それも、全身麻ま痺ひの状じよう態たいに近く、自分で食事する事もままならないほどの重じゆう態たいなのだ。これまで何度となく手術を受けてきたが、いずれも効果はなかった。今度こそは治るかもしれないと、僅わずかな望みを持たされては、ことごとく裏切られてきたのである。

　その恋人と同じように、完治の見込みがほとんどないと言われていた恵めぐ美みが、今こうして、自分の足で立っている。由ゆ利り子こが衝しよう撃げきを受けるのも無理はなかった。

「さ、そろそろベッドに入ろう。あまり体に負担を掛けない方がいい」

　藤ふじ岡おかが、そっと、恵美に声を掛ける。

「あ、はい」

　恵美は頷うなずくと、再び藤岡の手を借りながら、ゆっくりとベッドに腰を下ろした。

「あの……藤岡先生」

　由利子が、やや思い詰めたような表情で、藤岡の前に歩み寄る。

「なんでしょう？」

　藤岡は、恵美を元通りに寝かせてやってから、由利子を振り返った。

「実は……私の知り合いも、ここに入院しているんです。恵美ちゃんにしてあげたその手術、その人にも、してあげて貰もらえませんか？」

　唐とう突とつな由利子のその言葉には、藤岡もさすがに面めん食くらったようだった。

「そう言われましても……」

「手術費用でしたら、どんな事をしてでも工く面めんするつもりです。お願いします、藤岡先生。どうかあの人を助けてあげて下さい」

　由利子は、深々と頭を下げた。

「いえ、そういう事ではありません。診察もせずに、手術をするしないの判断などできないと、そう言っているんです」

　もっともな事を、藤岡は言った。

　だが、頸けい椎ついと腰よう椎ついの違いはあれ、由利子の恋人と恵美の症状はよく似ていた。それ以外の部分は健けん康こう体たいである事も、年ねん齢れいがまだ若い事も、また共通している。恵美に有効だった手術ならば、由利子の恋人にも有効なのではないだろうか。

「じゃあさ。とりあえず一度、診察してあげればいいじゃない。必要ならカルテも持ってきてあげるからさ」

　玲れい奈なが脇わきから口くち添ぞえすると、藤岡は首を巡めぐらして玲奈を見た。

「君は、この人が言う患者さんの事を知っているのか？」

「まあね」

　玲奈は頷き、由利子の恋人の症状と、その負傷をするに至った経けい緯いを説明してやった。

「なるほど。そういう事なら、可能性はあるかもしれないが……」

「じゃあ……」

　由利子が表情を輝かがやかせた。

「いえ、まだ、そうと決まったわけではありません。まずは診察が先です。……その患者さんの病室はどちらです？」

「この上の階の、四〇二号室です」

「分かりました。では、とにかく今から行って、一度診みてみましょう」

　藤ふじ岡おかは由ゆ利り子こに応こたえてから、玲れい奈なを振り返った。

「それから、一応、カルテとレントゲン写真にも、目を通して置きたい」

「分かった。じゃあ、これから取りにいって、四〇二号室まで持ってってあげる」

「頼む」

　藤岡は頷うなずくと、もう一度、ベッドの上の恵めぐ美みに目を向けた。

「じゃあ、今日の診察はこれで終わりだ。立てるようになったからって、無理をしちゃ駄だ目めだよ。まだ当分の間は、安静にしてる事。いいね？」

「はい、先生」

　ベッドに横たわったまま、恵美が、素直に頷いた。藤岡を信頼しきっている様よう子すなのが、その表情からも見て取れる。それが、玲奈には、少しばかり悔くやしかった。

「ごめんなさいね、恵美ちゃん。なんか、ばたばたさせちゃって」

　藤岡が診察を引き受けてくれた事で心に余裕ができたのか、由利子が今いま更さらのように、恵美に声を掛けていた。

「ううん、そんな事ないです。それより、荒あら木きさん、よくなるといいですね」

「うん。ありがと。……それじゃ、これ、よかったら食べてね」

　由利子は、林りん檎ごの入った紙袋を、恵美のベッド脇わきに置くと、

「それじゃ、藤岡先生、よろしくお願いします」

　と、急せかすように、藤岡を四〇二号室へと案内していった。

　……あの人も、なんか、いきなり忙いそがしくなってきたね。

　三〇三号室を追い立てられていく藤岡の背中を見送りながら、玲奈は、ちらりと笑えみを浮かべた。

　だが、藤岡が言っていたように、医者は、人を救うのが仕事だ。そして、怪け我がや病気が治った時の患者が見せてくれる明るい笑え顔がおほど、医者にとって嬉うれしいものはない。どんな苦労も、それだけで報むくわれるような気がする。

「それじゃ、恵美ちゃん。私も、ちょっと行ってくるから。またあとでね」

　そう恵美に声を掛けてから、玲奈も一足遅れて、三〇三号室をあとにした。
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　ここん。

　軽くドアをノックすると、

「はーい」

　的まと場ば恵めぐ美みの明るい声が返ってきた。

「失礼します」

「あ……高たか杉すぎさん。それに、宮みや内うちさんも」

　一かず也やがドアを開けると、ベッドの上で恵美が、その目をまん丸に見開いていた。

「お久しぶりです」

　一也は、軽く、恵美に会え釈しやくをした。あれから坂さか巻まき病院には何度も足を運んではいたが、こうして恵美と顔を合わせるのは、中庭でのあの集まり以来、かれこれ三週間振りである。

　だが、肝かん心じんの藤ふじ岡おかの姿がない。病室の中にいるのは、的場恵美だけだった。

「やあやあ、恵美ちゃん。元気そうだね」

　宮内が、その一也を押しのけるようにして、恵美のいるベッドの方へと歩み寄っていく。

「宮内さんも、元気そうですね」

「とぉんでもない。恵美ちゃんの、その可愛かわいい顔が見られなかったから、寂さびしくって、しょうがなかったよ」

　そんな歯の浮くような台詞せりふを、恥はずかしげもなく口にする。

「あは」

　恵美は、少し、くすぐったそうに笑った。

　これまでも、よく笑う少女だとは思っていたが、久しぶりに見る恵美は、いつにも増して明るい表情に見える。それだけ、手術の経過が良いという事なのだろうか。

「ここんとこ、ちょこっと忙いそがしくて、見み舞まいにも来れなかったけどさ。どうなの？　その後、手術の経過は」

「それがね、さっき、ちょっとだけだけど、立てたんです、私」

「立つって……二本の足で？」

「うん、そう」

　恵美は、屈くつ託たくのない笑え顔がおを浮かべて見せた。

「へえ……そいつは凄すごいなぁ。でも、そんな無理して大丈夫なの？」

「うん。藤岡先生が、ちょっとだけ試してみようかって言ってくれたから。それで」

　という事は、やはり藤岡は、この病室にいたわけだ。ならば、恵美に訊きけば、藤岡がどこに行ったのか分かるかもしれない。

「……あ、そうだ」

　その時、恵美がふと思い出したように、枕まくら元もとの紙袋に手を伸ばした。

「これ、戴いただき物ものですけど、よかったら、どうぞ」

　両手で差し出された紙袋の中には、赤い林りん檎ごが詰め込まれている。

　恵美からすれば、精一杯のもてなしのつもりなのだろう。その気持ちはありがたいが、こちらには、そのもてなしを受けていられる時間が無い。

　無い筈はずなのだが、

「お。これ、紅こう玉ぎよく林りん檎ごじゃねえか。ちと酸すっぱいけど、うまいんだよな、これ」

　宮みや内うちは早速ひとつ取り上げて、嬉うれしそうに林檎を眺めている。

「お好きですか？」

「おうよ。好きも好き、大好物だよ」

「よかった。じゃあ、一いつ緒しよに食べましょ」

「そう？　悪いなぁ」

　宮内が、ベッドの脇わきにあった椅い子すを引き寄せ、座り込もうとしているのを見て、

「ごほん」

　一かず也やは、はっきりと聞こえるように、空から咳ぜきをした。

「なんだ、一也。風邪かぜかぁ？」

　宮内はからかうような目付きで振り返ったが、一也の言いたい事は分かったらしい。

「見ての通り、今日はお目付役がいてね。折角だけど、あんまりゆっくりしてらんねえんだ」

「そう……なんですか」

　恵めぐ美みは、少しだけ、寂さびしそうな表情を浮かべた。

「ごめんな。今度また、ゆっくり遊びにくるよ。で……実は、今日は藤ふじ岡おかさんに会いにきたんだけどさ。どこにいるか、恵美ちゃん知ってるかなぁ？」

「藤岡先生だったら、ついさっき、四〇二号室に行きましたけど」

「四〇二。またどうして？」

　宮内が怪け訝げんな顔をした。

　藤岡は医師ではあるが、坂さか巻まき病院の勤きん務む医いではない。恵美には手術を施ほどこしたが、それはあくまでも例外的な治ち療りようだった筈はずだ。

「由ゆ利り子こさんの恋人の手術を頼まれたんです。それで、とにかく診察してみようって事になって。それで」

「はぁ～ん。なるほどね。腕のいい先生は、引く手数多あまたってわけだ……。分かった。じゃあ、ちょっと行ってみるよ。それじゃあね」

　宮内が恵美に別れを告つげて、一也の控ひかえていた戸口の方へと戻ってくる。

　一也は、ドアを開けて、まず宮内を廊下に出した。

「それでは、お邪じや魔ましました。どうかお大事に」

　一也が恵美に一礼して、再び、ドアを閉めようとした時である。

　一也の着ていたジャケットの胸のあたりが、細かく振動した。マナーモードにしていた携帯電話である。内ポケットから取り出して画面表示を見てみると、甘あま利りからだった。

　……なにかあったのか？

　そう思いながら、一也が通話スイッチを入れようとすると、

「なにしてんだ、こら」

　宮みや内うちが、後ろから、一かず也やの頭を小こ突づいてきた。

「女医先生に何度も言われてるだろうが。病院で携帯電話なんか使うんじゃねえ」

　宮内は苦にがい顔をして、一也を睨にらんでいる。

「……あ、失礼しました」

　叱しかられた理由は分かったが、そうは言っても、甘あま利りからの知らせを受けないわけにはいかない。それでは、なんのために甘利を外の見張りに残したのか、分からなくなる。

　するとベッドの上から、恵めぐ美みが遠えん慮りよがちに声を掛けてきた。

「あの……公衆電話だったら、廊下を左に行った突き当たりにあったと思います」

「だとさ」

　恵美の言葉を受けて、宮内が一也に顎あごをしゃくる。

「分かりました。じゃあ、そちらで連絡を取る事にします」

　一也は、宮内に応こたえてから、ベッドの上の恵美にも軽く頭を下げた。

「ありがとね、恵美ちゃん。そんじゃ、またあとで」

　宮内が、恵美に軽く手を振ってから、三〇三号室のドアを閉める。そして改めて、一也を振り返った。

「甘利からか？」

「ええ」

「って事は、なにかあったか……。警察サツが巡じゆん回かいにでも来たのかな？」

　相変わらず、他人ひと事ごとのように言ってくれる。

「冗じよう談だんではなく、その可能性はあります。とにかく、今から甘利に折り返し電話して、なにがあったのか確認してみます」

「それじゃあ、俺おれはその間に、四〇二に顔を出しとく。このままじゃ、なにしに来たのか分からねえからな」

「承知しました。では、のちほど」

　それだけ宮内に言い置くと、一也は踵きびすを返し、小走りに廊下を駆かけた。

　恵美に教わった通り、廊下を左手に進むと、突き当たりに、缶ジュースの自動販売機が三台ほど置かれたコーナーがあった。そして、休きゆう憩けい用の長なが椅い子すと、グレイの公衆電話が二台。

　一也は、そのうちの一台の受話器を外すと、ポケットから小銭を取り出し、甘利の携帯電話の番号を打ち込んだ。

　最初のコールで、甘利の声が返ってきた。

『高たか杉すぎさんですか？』

「ああ」

『どうしたんです？　今、いきなり切れましたけど』

　そう訊たずねてくる甘あま利りの声が、不安げに揺ゆれている。携帯で電話を受けなかった事で、なにかあったのかと心配している様よう子すだった。

「なんでもない。宮みや内うちさんに、ちょっと叱しかられただけだ。……それより、お前の方こそ、なにかあったのか？」

『それなんですが……妙な車が、今、何台か、病院の前に来てます』

「……警けい察さつか？」

『いえ、別口です』

　宮内を追う警察以外の存在と言えば、今は一つしかない。

「辰たつ巳みか？」

『ええ、間違いありません。ナンバーに見覚えのある車が幾つかあります』

「何台だ。……いや、何人来てる？」

『確認できる分だけで七台。人数は分かりませんが……この分だと、少なくとも二〇人は出で張ばってきてると思います』

「二〇人だと……？」

　単に宮内を捜さがしにきたにしては、その数は多すぎる。

　という事は、確信があるのだ。宮内がここにいるという確信が。

　尾つけられたか、あるいは、この病院の中に、辰巳に通じている人間がいたか。どちらにしろ、これは非常にまずい状況だった。それだけの人員を揃そろえてきている以上、辰巳が宮内を仕し留とめるつもりでいる事は間違いない。おそらく、それなりの手て筈はずを整えてきている筈だ。対する一かず也やと宮内はたった二人、しかもまったくの丸腰である。その上、宮内がいる以上、警察に助けを求める事もできない。文字通りの絶体絶命だった。

　これまで宮内は、どれほど無む謀ぼうで大胆な真似まねをしても、不ふ思し議ぎと命を拾ってきた。それを間近に見ている間に、一也は、その強運に慣なれてしまっていたのかもしれない。宮内ならなんとかするだろう。宮内の事だから、きっとなんとかなるのだろう。そんな緩ゆるみきった考え方が、知らず知らずのうちに、染しみ付いていたのかもしれない。

　やはり、宮内の我わが儘ままになど、耳を傾けるべきではなかった。速はや水みの命令に背そむくべきではなかったのだ。

　だが、今いま更さらそれを悔くやんでも仕方がない。問題は、今のこの窮きゆう地ちを、どうやって脱するか、である。

「……お前は、今、どこにいる？」

『病院前の通りです。五〇メートルほど離はなれたところに車を付けて、その中に』

「奴やつら、まだ車の中か？」

『今さっき、四、五人が建物に入っていきましたが、あとはまだ、車の中です』

　その四、五人というのは、おそらく斥せつ候こうの役割を担になっているのだろう。まずは、宮内の姿を確認する事が先決と、そう考えているのだ。

「……お前がそこにいる事は、まだ気付かれていないな？」

『ええ、多た分ぶん』

「分かった。とにかく、お前はもうしばらく、そこで奴やつらの動きを見張っていろ。宮みや内うちさんと相そう談だんした上で、どうするか、改めて連絡する」

『分かりました』

　一かず也やは、それだけ指示すると電話を切り、今度は階段目指して、廊下を駆かけ出した。
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　目指す病室は、すぐに分かった。

　階段を上がった正面のドアに『４０１』、その隣となりの病室に『４０２』と、札ふだが貼はられていたからである。四〇二号室の札の下には、『荒あら木き茂しげ樹き』という名が記されている。それが、この病室の住人の名前なのだろう。

「失礼します」

　ノックも無しにドアを開けると、

「お、一也」

　戸口のすぐそばに立っていた宮内が、一也を振り返った。

「おい、聞いてくれよ。この二人、冷たいんだぜぇ？　折角、危険を冒おかしてきたってのに、話も聞いてくんねえんだからよ」

　宮内の口調は、まるで母はは親おやに告つげ口ぐちをする幼児のようだった。

　病室の奥の方には、窓と平行にベッドが置かれている。その上に、ひどく大おお柄がらな男が横たわっていた。その手前には、椅い子すに座って背を向けている藤ふじ岡おかと、やはり背を向けたまま、藤岡の隣となりに立っている、白衣姿の村むら上かみ医師の姿があった。

　そして、もう一人。しとやかな感じの髪の長い女性が、ベッドの上の大男を見守るように、佇たたずんでいた。先程の恵めぐ美みの話にも出てきた、岡おか田だ由ゆ利り子こだ。一也も、この女性とは、何度か顔を合わせた事がある。

　藤岡は、ベッドの上の大男の胸元を開き、なにやら触診のような事をしながら、時折、傍かたわらの村上医師と言葉を交かわしている。今の宮内の言葉も耳に届いている筈はずなのに、振り返ろうともしない。

「ねえ、頼んますよ、藤岡さん。折角来たんだから、話ぐらい聞いてくれたっていいでしょう？　ねえってば、ねえ。藤岡さん。お～い」

　宮内がしつこく言い募つのると、村上が、ぎろりと宮内を睨にらみ付けた。

「うっさいわね。見りゃ分かるでしょ。あたしたちは今、仕事中なの。とっとと帰んないと、警けい察さつ呼ぶわよ」

　と、今の宮みや内うちには洒落しやれにならない事を言ってくれる。

　だが、反応してくれるだけ村むら上かみの方が、まだましだった。藤ふじ岡おかはといえば、そんなやりとりの間も、素そ知しらぬ顔でカルテを検分している。どうやら完全無視を決め込んでいるようだ。

「な？　ひでぇだろ？　さっきから、ずっとこの調子なんだぜ。お前からも、なんか言ってやってくれよ」

　宮内が、溜ため息いき混じりに、再び一かず也やを振り返った。

「そんな事言ってる場合じゃありませんよ、宮内さん」

　一也は、宮内のそばに歩み寄ると、その耳元に小声で囁ささやいた。

「辰たつ巳みが来ました」

　宮内の目元が、一いつ瞬しゆん、鋭するどくなった。

「ここにか？」

「ええ。かなりの人数を集めているようです」

「俺おれを殺とりにきたってわけか……」

「分かりませんが、その可能性は否定できないかと」

　宮内が、短く舌打ちをした。

「こんな場所で、奴やつら、なにとち狂ってやがる」

「どうします？」

「どうするもこうするもねえ。ずらかるしかねえだろう。早いとこ場所を移さねぇと、ここの連中にとばっちりがいく」

　宮内は、自分自身の事よりも、むしろ堅かた気ぎの人間を巻き込む事の方を気にしていた。

　勝手気き儘ままで傍ぼう若じやく無ぶ人じんな宮内も、極ごく道どうとしての筋だけは、きっちりと通す。

　それがあるからこその宮内だし、それがあるからこそ、あの速はや水みでさえ、宮内には一いち目もく置いているのだ。

「では、来た時と同じように、地下から出ましょう。甘あま利りを呼び寄せます」

「そうだな。それが良さそうだ」

　小声でそれだけやりとりを済ませると、宮内は、村上たちに向かって片手を挙あげた。

「んじゃま、皆さん、急用が入りましたんで、今日んとこは、これで失礼します。そいじゃ」

　緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない、能天気な口調でそう言い残すと、宮内はくるりと踵きびすを返して、病室を出ていった。

　さしもの藤ふじ岡おかが思わず振り返ったほどの変わり身の早さである。

「お騒さわがせしました。失礼します」

　一也は、藤岡たちに一礼してから、ドアを閉め、宮内のあとに続いた。
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「奴やつら、何人揃そろえてきてる？」

　階段を駆かけ下りながら、宮みや内うちが、そう訊たずねてきた。

「はっきりした事は分かりませんが、二〇人か、あるいはそれ以上だそうです」

　一かず也やは宮内を追い越しながら、その質問に答えた。この状況で、宮内を先に行かせるわけにはいかない。

「尾つけられたかな」

　おそらく一也と同じ思考を辿たどったのだろう。宮内が呟つぶやくように、そう言った。

「あるいは」

　一也は、ただそれだけ答えた。

　多勢に無勢だが、向こうはまだ、こちらの位置を把は握あくしていない。

　急げば、見付かる前に、脱出できる筈はずだ。

　かんかんかんかん……。

　小走りに駆け下りていく一也と宮内の靴くつ音おとが、階段の吹ふき抜けにこだまする。

　だが、一也が、三階フロアを通り過ぎ、踊り場で折り返して二階フロアへと向かおうとした、その時である。

　一也と男の目が合った。

　まさに出会い頭がしらだった。一也が二階フロアへと下りようとした、まさにその時、二階フロアから踊り場へと上がってこようとした男がいたのである。

　年ねん齢れいは三〇代半ば。中肉中背。険けんのある顔付き。黒いスーツの上着を、ボタンも留とめずに羽は織おっている。ひと目で分かった。やくざだ。辰たつ巳みの組員である。

　階段の上と下。距きよ離りにして、三メートル弱。

　普ふ段だんならば、ひと息で、一也は相手を昏こん倒とうさせていただろう。それができる間合いだったし、それができる技量が一也にはある。

　しかし、出会い頭の遭そう遇ぐうに、一也は一いつ瞬しゆん、息を吞のんでしまっていた。

　驚おどろいたのは組員の方も同じだろう。だが、一也の中に生じた、その一瞬の空白の間に、その組員の右手は、上着の下に伸びていた。引き出されたその手に握られているのは、オートマティックの四五口径。

　しまった！

　顔を歪ゆがめる一也の目の前で、組員の銃口が火を噴ふいた。
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　ぱぁん……。

　不意に乾いた破は裂れつ音おんが聞こえた。

「なんだろ？」

　玲れい奈なは、戸口の方を振り返った。

　車のバックファイアの音にも似ているが、聞こえてきたのは病院の中からである。それも、宮みや内うちと高たか杉すぎの足音が去っていった方角から聞こえたという事が、玲奈には引っ掛かった。

　嫌いやな予感がする。

「まさか……」

　玲奈が眉まゆを寄せて呟つぶやくと、

「まさか」

　同じく戸口を振り返っていた藤ふじ岡おかが、打ち消すように、同じ言葉を口にした。

　と、その時である。

　ぱん、ぱん……。

　今度は二度続けて、同じ音が響ひびいた。それだけではない。興こう奮ふんした調子で喚わめき散らす、男の声も聞こえてくる。

　玲奈と藤岡は、顔を見合わせた。

「……少し様よう子すを見てくる」

　藤岡は、手にしていたカルテをベッドの端に置くと、椅い子すから立ち上がった。

「待って、あたしも行く」

　あの男にこれ以上、馬ば鹿かな真似まねをされては堪たまらない。玲奈は急いで、藤岡のあとを追った。
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「ぼけっとしてんじゃねえよ、一かず也や」

　一也の顔のすぐ横で、宮内の窘たしなめる声が聞こえた。

　宮内の右手は、一也のジャケットの襟えり首くびを摑つかんでいる。辰たつ巳みの組員が発砲した瞬しゆん間かん、宮内が咄とつ嗟さに、一也の体を階段の手て摺すりの陰へと引き戻してくれたのだ。

「……すいません」

　一也は謝あやまったが、宮内の目は、一也を見てはいなかった。踊り場の手前、階段の手摺りの陰に身を寄せたまま、階下の様子を窺うかがっている。

「あの野郎……。待ったなしで撃うちやがった」

　宮内の呟きが、ひどく苦にが々にがしい。辰巳組が襲おそってきた事自体にではなく、病院という公共の場所で襲ってきた事に腹を立てているのだ。

「なんだ君は。ここでなにしてる！」

　階下から、そんな詰きつ問もん調ちようの声が聞こえてきた。先程の銃声を耳にして、病院の職しよく員いんが駆かけ付けてきたらしい。

　再び、銃声が響ひびいた。

「関係ねえ奴やつは引っ込んでろ！　ぶち殺されてえか！」

　辰たつ巳みの組員が、喚わめき散らしながら、手にした拳けん銃じゆうを乱射している。

「じゅ、銃を持ってるぞ!?」

「警けい察さつだ。誰だれか警察に電話を！」

　二階フロアに、逃げ惑まどう悲鳴と足音が錯さく綜そうした。

「……本気でとち狂ってやがる」

　宮みや内うちが、舌打ちをした。

　やくざ同士の抗争に堅かた気ぎの人間を巻き込まない。それはやくざとしての最低限度のルールの筈はずだった。極ごく道どうとしての倫理でもあるが、そんな綺き麗れい事ごとは抜きにしても、堅気の人間を巻き込むような真似まねをすれば格段に罪が重くなるし、それを許した組自体に対する警察の締しめ付けも厳きびしくなる。だからこそ、どの組も、堅気の人間を巻き込まないよう、神経質なほどに気を使っているのだ。

　だが、今、階下にいる辰巳の組員のやり方は、明らかに、その一いつ線せんを越えていた。よほど頭に血が上っているのか、さもなければ、なにか薬でもやっているのかもしれない。

　一也が、そう思った時である。

　突然、ジャケットの内ポケットで、携帯電話が振動した。

　甘あま利りだ。

　一いつ瞬しゆん、躊躇ためらったが、さすがにこの状況では自主規制などしていられない。一也は携帯電話を取り出し、耳にあてがった。

「どうした？」

『奴やつら、動き出しました！』

　一也の耳に、悲鳴にも似た甘利の声が飛び込んできた。

「それじゃ分からん。どう動いたんだ」

『奴ら、武装したまま、正面玄関から押し入りました。玄関ホールの中は、凄すごい騒さわぎになってます！』

　そう告つげる甘利の声の向こうから、複ふく数すうの銃声と悲鳴とが、入り混じって聞こえてくる。

『どうやら、出入り口を封ふう鎖さするつもりのようです。……あ、今、正面のシャッターが下りました！』

「……なんだと？」

　さすがに一也も、言葉を失った。

　まさか、辰巳組がここまでの暴挙に出るとは、思いもしなかったのである。

　白はく昼ちゆう堂々、公共施設に押し入り、銃を乱射して立たて籠こもる。そんな真似をしては、仮に首尾よく宮内の首を取る事ができたとしても、ただでは済まない。斜しや道どう組ぐみが手を下すまでもなく、辰たつ巳み組ぐみは警けい察さつによって壊かい滅めつさせられるだろう。まさに暴挙だった。

　逆に言えば、それだけ、宮みや内うちに対する怒りと憎しみが激はげしいという事である。宮内の首さえ取れれば、組の存続など最も早はやどうでもいい。そこまで思い定めたという事だ。

『どうします？　俺おれ、どうすればいいんですか？』

　甘あま利りが、縋すがるような口く調ちようで、指示を求めてくる。

　だが、一かず也やにも、名案などはありはしない。

　辰たつ巳み組は、警察への言いい訳わけが利きかなくなる事を承知の上で、正攻法をもって臨のぞんできた。出入り口を封ふう鎖さし、逃げ場を無くした上で、じっくりと宮内を追い詰めるつもりでいる。

　病院内がいくら広いとは言え、逃げ場がなければ、いつかは捕まる。完全に袋の鼠ねずみである。

　速はや水みに助けを求めても、今この場には到底間に合う筈はずがない。

　少し黙だまり込んでから、一也は、甘利に指示を下した。

「俺と宮内さんは地下フロアから抜け出すつもりでいる。だからお前も、奴やつらに気付かれないように、さっきの地下駐ちゆう車しや場じように車を持ってこい」

　先程、宮内と話し合った、そのままの内容である。

　ここまで大胆に、覚悟を決めて襲おそってきた以上、辰巳が地下駐車場の存在を見過ごしているとは考えにくい。また、地下フロアまで無事に辿たどり着けるかどうかの保証もない。だが、それでも、一也には、ほかに方法が思い付かなかった。

『はい。分かりました』

「頼むぞ」

『はい。高たか杉すぎさんも、どうかご無事で』

「ああ」

　一也は短く答えて、通話を切った。

「なにがあったって？」

　宮内が、早速、そう訊たずねてくる。

　一也は、甘利から受けた報告の内容を、かいつまんで説明した。

「辰巳め……俺と差し違えるつもりで来やがったか」

　宮内が鼻を鳴らした時である。

「ちょっと、あんたたち！　そんなところでなにしてんのよ！」

　村むら上かみの声が、頭上から降ってきた。

　見上げれば、三階フロアの階段の降り口に、腰に手を当てた村上が仁に王おう立だちになっている。その傍かたわらには藤ふじ岡おかの大きな体があり、更にその後ろには、岡おか田だ由ゆ利り子こまでが、恐る恐るといった様よう子すで付いてきてしまっていた。

「駄だ目め駄目、先生。こんなとこ来ちゃ、駄目ですよ。危ないから、ちょっと離はなれてて下さい」

　宮内は、村上を振り仰ぐと、犬でも追い払うように、しっしっ、と、手を振った。

「ふざけた事、言ってんじゃないわよ。今度は、いったい、なにしでかしたのよ、あんた！」

　眉まゆを吊つり上げながら、村むら上かみが、ずかずかと階段を下りてくる。

「なにしでかしたって言われてもねえ……」

　宮みや内うちが苦笑を浮かべた時である。

「おら、宮内！　いつまでも亀かめみてぇにすっこんでんじゃねえ！　とっととその面つら出さねえか！」

　階下の組員が喚わめきながら、再び、拳けん銃じゆうを発砲した。階段の吹ふき抜けに銃声が響ひびき、コンクリートの壁かべが破片を散らす。

「……とまあ、そんなこんなで、こんなわけです」

　村上も、階下にいる男の存在とその行動の異常さに気付いたらしい。

「なんなの？　あいつ？」

　やや表情を改めて訊たずねてきた。

「辰たつ巳みの組員ですよ。どうやら、俺おれの首を取りに来たようでしてね」

「それで、どうするつもりなんだ？」

　今度の質問は、藤ふじ岡おかからのものだった。

　藤岡は階上に立ったまま、宮内を見下ろしている。その藤岡の背はい後ごには、ちらほらと、患者や病院職しよく員いんの姿が見え始めていた。二階フロアだけでなく、三階フロアにも、騒さわぎを聞き付けた人間が集まり始めているのだ。

「さあて、どうしますかね。とりあえず逃げ出すつもりでここまで来たんですが、通せんぼされちまって、今、往おう生じようしてるとこなんですよ」

「なに他人ひと事ごとみたいに言ってんのよ。結局、あんたのせいなんじゃない」

「仰おつしやる通り。違うなんて言いやしませんよ」

　宮内は、村上に応こたえてから、

「気付いてるか？　一かず也や」

　ちらりと一也に視し線せんを向けてきた。

「なににですか？」

「下のあいつさ。あの野郎、拳銃チヤカ持ってる癖くせしやがって、丸腰の俺たち相手に突っ込んでこねえ」

　確かに、言われてみれば妙である。

「仲間が来るのを待っているんでしょうか？」

「あるいは、仲間が俺たちの後ろにまわり込むのを、かもな」

　一也は、ぞくりとした。

　こんな狭せまい場所で、前後から挟はさみ撃うちにされては、ひと溜たまりもない。

「どっちにしろ、ここでこうしてたって、俺たちにいい事はひとつもない。向こうの思うツボだ。……となりゃ、俺おれたちの取る方法は、ただ一つ」

　宮みや内うちは、階下に向けて、ぐいっと顎あごをしゃくった。

「行け、一かず也や」

　階下で拳けん銃じゆうを構えている相手に対し、丸腰で突っ込めと言うのである。

「なに勝手な事言ってんのよ。それじゃ、死ねって言ってるのと同じじゃない」

「ええ、その通り。そう言ってんですよ」

　宮内は、村むら上かみの方を振り返りもしなかった。

「時間が経たてば経つほど、こっちが不利になる。勝負を掛けるなら、今しかねえ。行け、一也。骨は拾ってやる」

「そんな命令、聞く事なんかないよ。どうしてもってんなら、こいつが自分でやりゃいいんだ。全部、自分が蒔まいた種なんだから」

　宮内相手では話が通じないと見たのか、村上が、今度は一也に目を向ける。

　だが、一也の答えは決まっていた。

「分かりました。行きます」

「ちょっと、高たか杉すぎ……」

　村上の呆あきれ果てたような声が聞こえたが、上の者に死ねと言われれば、死んで見せるのが極ごく道どう世界の掟おきてである。それに宮内には、尽きせぬ恩おん義ぎを受けてもいる。その宮内のためなら、一也はいくらでも体を張るつもりだった。

　一也は、財布や携帯電話など、重みのあるものをズボンのポケットに移すと、ジャケットを脱いで、右手に持った。

　そのまま、手て摺すりのそばへと近付き、階下の様よう子すを窺うかがう。

　辰たつ巳みの組員は、二階フロアの廊下へと、位置を移していた。階段の上り口の角に身を隠かくし、拳けん銃じゆうを持った右手だけを、こちらに突き出している。

　それだけ確認すると、一也は大きく深呼吸した。

　ゆっくりと息を吸い込み、そして吐く。もう一度、息を吸い込んでから、一也は、手にしたジャケットを手摺りの向こうへ放り投げた。同時に一也自身も飛び出していく。

　高々と投げ上げられたジャケットが、空気を孕はらんで、ふわりと膨ふくらむ。

　反射的に放たれた弾だん丸がんが、一也のジャケットに穴を空けた時、一也はその下をくぐり抜けるようにして、階段を駆かけ下りていた。

　トリックに気付いた組員が、慌あわてて一也に狙ねらいを移す。

　……間に合うか？

　これが一いつ直ちよく線せん上ならば、今の隙すきだけで充分だった。相手の懐ふところに飛び込み、瞬しゆん時じに勝負を決する事ができた。だが、辰巳の組員はコンクリートの角かど縁べりに身を隠している。その向こうにまわり込むには、ひと呼吸では足たりなかった。

　組員の拳けん銃じゆうが、一かず也やを捉とらえる。一也の目に、丸い銃口が見える。

　だが、引き金に掛かった指に力がこもり掛けたその時、

「おい、こら。どこ狙ねらってんだ」

　一也の背はい後ごで、宮みや内うちの声が聞こえた。手て摺すりの陰に隠かくれていた宮内が、組員の前にその姿を晒さらしたのである。

　一也に銃口を向けたまま、組員の視し線せんが、ほんの一いつ瞬しゆん、宮内に流れる。

　その一瞬で、一也には、充分だった。

「はぁっ！」

　ほとんどスライディングするような形で組員の足下に滑すべり込むと、一也は、跳はね上げた左足で拳銃を叩たたき落とした。

　即座に身を捻ひねり、真下から伸び上がるようにして、組員の顎あごを、右足の踵かかとで蹴けり上げる。

「がっ！」

　まともにそれを食らい、組員が喉のどを晒して仰のけ反ぞる。一也は瞬時に跳ね起きると、その無防備になった首筋に、

　びしっ！

　右の手しゆ刀とうを、深々と打ち込んだ。

　組員の両目が、大きく見開かれている。その目から、ふっと焦点が失うせたかと思うと、辰たつ巳みの組員は、そのまま膝ひざから崩くずれ落ちた。

「さすがだな、一也」

　宮内が、一也の上着を拾い上げながら、階段を下りてくる。

「いえ、宮内さんのお陰です」

　一也がそう答えたのは、なにも宮内に花を持たせたわけではない。あの一瞬に、宮内が注意を逸そらしてくれなかったら、一也は撃うたれていた筈はずだ。一也の勝機を、宮内が体を張って作ってくれたのである。

「そう謙けん遜そんする事はねえさ。大したもんだよ。……だが」

　宮内は、ジャケットを一也に放って寄よ越こすと、廊下に転がっていた拳銃を拾い上げた。

「まだ少し、詰めが甘いな」

　一也の足下には、辰巳の組員が俯うつぶせに倒れている。宮内はその背中に銃口を向けると、躊躇ためらいなく、引き金を引いた。組員の体が、一瞬、跳ねるように動いた。

「み、宮内さん……」

　あまりの事に、さすがに一也も言葉を失った。

　組員の背中に、ぽつんとひとつ、黒い穴が穿うがたれている。溢あふれ出る血が、上着の生き地じを重く浸ひたしていく。敵側とはいえ、既すでに気絶してる男に、宮内は容赦なく、とどめを刺したのだ。

「敵に情なさけを掛けるなんてのはな、余裕のある側だけができる贅ぜい沢たくなんだよ。覚えておけ」

　宮みや内うちは静かな声せい音おんでそう告つげると、死体となった組員のそばに屈かがみ込み、その体を仰あお向むけに転がした。上着のポケットを探り、弾だん倉そうを三つ見付けだす。

「宮内……あんた……」

　細かく震ふるえる、村むら上かみの声が聞こえた。

　一かず也やが振り返ると、階段の踊り場に、村上たち三人の姿があった。

　村上が、射いるような視し線せんで、宮内を睨にらみ付けている。藤ふじ岡おかの表情が、ひどく険けわしい。岡おか田だは大きく目を見開き、口元を手で覆おおっていた。三人が三人とも、たった今、宮内がやった事を、目もく撃げきしていたのだ。

「また殺しやがったね、あんた……」

　宮内を睨み付けたまま、村上が階段を下りてくる。

　ちらりと村上を見上げた宮内の口元に、かすかな苦笑が浮かんだ。

「ええ、そうですよ。なんたって俺おれは、冷れい酷こく非ひ情じようなやくざもんですからね」

　宮内は嘯うそぶくと、死体のそばから立ち上がった。拳けん銃じゆうの銃把グリツプから弾倉を抜き出し、残弾数を確認した上で、新しい弾倉と取り替える。

　その一連の動作を見届けてから、村上は改めて、宮内の顔へと視線を戻した。

「……その銃で、あと何人殺す気なのよ。あと何人殺せば、気が済すむのよ」

「さあ、何人ですかね。そいつを決めるのは向こうですよ。俺は降り掛かる火の粉こを払ってるだけですんでね」

　宮内が、不敵な笑えみを浮かべて見せる。

　村上が、大きく深呼吸した。

「……いい、宮内。ここは病院なの。人の命を救うところなの」

　抑よく揚ようが感じられぬほど、低く抑えた口く調ちようだった。爆ばく発はつしそうな怒りを、なんとか押さえ付けようとしているのが、ありありと分かった。

「ええ。承知してるつもりですよ」

「なら、どうして、そう、ぽんぽんぽんぽん、簡かん単たんに人を殺せるのよ。あたしたちが、ひと一人助けるのに、どれだけ苦労してるか分かってんの!?」

　詰め寄ってくる村上に、宮内は困こん惑わくしたような表情を浮かべた。右手に拳銃を提さげたまま、空いている左手の指先で、頰ほおのあたりを、ぽりぽりと搔かく。

「参ったな……。女医先生にそう言われちゃうと、さすがに返す言葉がありません。……でもね」

　宮内の左腕が、村上の体を、ぐいっと脇わきに押おし退のけた。伸ばした右手の銃口が、階下の踊り場へと向けられる。そして宮内は、手の中のオートマティック拳銃を、フルオートで撃うち放った。

　一階から、辰たつ巳みの新あら手てが駆かけ上がって来ようとしていたのだ。狭せまい階段の踊り場に、男たちの悲鳴と怒ど号ごうが渦うずを巻く。

「……やっぱり俺おれは、殺されるよりは殺す方を選えらびますよ。全力で抵抗するのが、相手に対する礼れい儀ぎってもんですしね」

　ひと息に弾だん倉そう一個分の銃じゆう弾だんをばら撒まくと、宮みや内うちは、空になった弾倉を、銃じゆう把はの底から振り落とした。新たな弾倉を、手早く装そう塡てんする。

「宮内……」

「お願いですから、先生たちは安全なところに隠かくれてて下さい。俺たちやくざは、どうせ地じ獄ごく行きと決まってますが、先生たちは人の役に立つ人間だ。こんなところで怪け我がなんかしちゃいけません」

　宮内は、それだけ言い捨てると、更に重かさねて、一階との間の踊り場に、銃弾を叩たたき込んだ。

　最初の先制攻こう撃げきを免まぬかれた組員たちが、宮内の射しや線せんから逃のがれようと、逃げまどう。

「行け！　一かず也や！」

　そこへ、宮内の指示が飛んだ。

「はい！」

　そう答えた時には、一也の体は、既すでに階段を駆かけ下りていた。

　踊り場には既に、辰たつ巳みの組員たちの姿はない。宮内の射線から逃れるため、踊り場の更に下、手て摺すりの陰にまで退のいていたのだ。

　一也は、手摺りを飛び越え、頭上から、辰巳の組員たちに襲おそい掛かった。




　　　　一五




　目の前の光景が信じられない。

　坂さか巻まき病院は、まさに戦場と化していた。

　ひと月ほど前に起きた、木き元もと鉄工の爆ばく発はつ事故の時も収しゆう拾しゆうの付かない混乱ぶりだったが、あれは、あくまでも事故にすぎなかった。

　だが、今、玲れい奈なの目の前に展開されているのは、殺し殺される、文字通りの戦場である。

　いったいどれだけの人数の男たちが、この坂巻病院に押し入ってきたのか、正確な数は分からない。一〇人か二〇人か、あるいはそれ以上か。

　それを迎え討うつは、宮内と高たか杉すぎ、ただ二人。

　だが、この二人は、並外れた二人だった。

　宮内が容赦のない銃撃を叩たたき込み、続いて高杉がその体ごと飛び込んでいく。高杉が恐るべき体術の使い手である事を、この時初めて、玲奈は知った。高杉の手足が閃ひらめくと、呆あつ気けないほど簡かん単たんに、いかつい顔の男たちが吹ふき飛んでいく。あのほっそりとした体のどこにそんな力が秘められていたのかと思うほどだ。

　三階と二階の間で始まった戦せん闘とうは、次第に階段を下りながら続き、今は一階フロアへと場所を移している。襲おそい来る辰たつ巳み組ぐみの襲しゆう撃げき部隊を、宮みや内うちと高たか杉すぎだけで、そこまで押し戻したのだ。

　宮内の手にした拳けん銃じゆうは、休む事なく火を噴ふいていた。二つ目の弾だん倉そうが空になり、三つ目の弾倉が空になっても、その連射は止まらない。むしろ更にその激はげしさを増していた。高杉が、倒した相手の銃器を取り上げ、次から次へと、宮内に補給しているのである。今や宮内は、両手にそれぞれ一いつ挺ちようずつ、ズボンの前にも二挺の拳銃を挟み込んだスタイルで、盛大に銃じゆう弾だんをばら撒まいていた。

「あいつら、なんて事を……」

　高杉と宮内が通り過ぎたあとには、至るところに、死体が転がっていた。

　二階から一階へとくだる階段にあるだけでも、三つの死体を数える事ができた。一階の廊下にも、更に二つ。

　襲って来たのが向こうだという事ぐらいは、玲れい奈なにも分かっていた。宮内や高杉が望んだ闘たたかいではないという事も分かっている。

　だが、宮内と高杉が、殺し合いに身を投じている事には違いはない。玲奈の目の前で、次から次へと人が殺されている事にも変わりはなかった。

「なんとかして止めなくちゃ……」

　玲奈は二人の殺さつ戮りく行為を止めさせようとしたが、

「やめたまえ」

　階段を駆かけ下りようとした玲奈の腕を、藤ふじ岡おかが摑つかみ止めた。

「藤岡さん……」

「宮内くんの言った通りだ。こんな事に巻き込まれて怪け我がでもしたらどうする」

「でも……」

　玲奈は抗あらがったが、

「駄だ目めだ。君に怪我をさせるわけにはいかない」

　藤岡は、踊り場より下に玲奈が下りていく事を、許してくれなかった。

　激はげしい銃撃が、どれだけ続いただろう。一〇分以上も続いたような気もするし、三分と掛からなかったような気もする。ふと気付くと、鼓膜を痺しびれさせるような銃声は聞こえなくなっていた。

「どうだ？　一かず也や」

　一階の廊下から、宮内の声が聞こえた。

「どうやら一段落したようです」

　高杉の声が答えている。

「じゃあ、今のうちに拳銃チヤカと弾たまを回収しとけ。引き上げるまでにもう一戦、あるかもしれねえからな」

「はい」

　高たか杉すぎの声が遠ざかった。

「じゃあ、俺おれは、その間に、落ち穂ぼ拾ひろいでもしとくか」

　妙に平板な、宮みや内うちの声が聞こえた。

　……落ち穂拾い？

　その言葉に、玲れい奈なは、はっとした。

「宮内！」

　玲奈は、藤ふじ岡おかの腕を振り払うと、急いで階段を駆かけ下りた。

　一階フロアの廊下まで駆け下りると、そこはひどい有あり様さまだった。壁かべといわず、天てん井じようといわず、至るところに弾だん痕こんが刻まれている。ガラスというガラスは割れ砕くだけ、廊下に破片となって散らばっている。銃声を聞き付け、半ばは興きよう味み本位で集まり掛けていた野や次じ馬うまたちも、その銃じゆう撃げきが際限なく激はげしさを増していくにつれ、巻まき添ぞえになるのを恐れて逃げ散っていった。

　階段から、やや離はなれた位置にある部屋のドアは、銃弾の雨に半なかば砕け散っていて、その部屋の奥に、おそらく辰たつ巳みの組員たちに追い立てられたのだろう、三〇歳さいぐらいの母はは親おやと五歳ぐらいの女の子が抱き合って震ふるえているのが見えた。

　その廊下に、血ち塗まみれの男たちが倒れている。階段のそばに二人、やや離はなれた場所に一人。右手奥の、売店が設置されているホールの方にも、二人の男が転っていた。

「あれ？　どうしたんですか？　女医先生。出てきちゃ駄だ目めって言ったでしょう」

　拳けん銃じゆうを手にしたまま、宮内が、玲奈を振り返った。

　宮内の足下には、一人の組員が倒れている。仰あお向むけにぐったりと寝そべっているが、血に染そまったその胸が、緩ゆるやかに上下しているところをみると、まだ息はあるようだ。その瀕ひん死しの男の胸元に、宮内は拳銃の狙ねらいを定めている。

「……なにするつもりなのよ、あんた」

「なにって……ご覧らんの通りですよ」

　醒さめた口く調ちようで答えると、宮内は、足下の組員に目を落とした。引き金に掛けられたその指に、力がこもる。

　思った通りだった。宮内は、まだ息のある組員たちに、とどめを刺してまわるつもりでいたのだ。

「やめなさい！」

　玲奈は急いで駆け寄ると、宮内の右腕にしがみついた。

「おわっと……」

　宮内が慌あわてて、引き金から指を離す。

「危ないな、女医先生……。暴発でもしたらどうすんですか」

「もういいじゃない。終わったんでしょ？　もうこれ以上、殺す事なんかないじゃない！」

　玲奈は、宮内の右腕を抱えたまま、嚙かみ付くような勢いで言った。

「まだ終わってなんかいませんよ。俺おれたちはまだ囲みの中ですからね」

「だったら、こんなところでぐずぐずしてないで、とっとと逃げ出せばいいじゃない！」

「ええ、そのつもりですよ。ですが、そのためにゃ、後ろの安全を確保しとかなきゃならないんでね。敵の数は、減らせる時に減らしとかないと」

　冷ややかな口く調ちようで、宮みや内うちは言った。

「……こんな瀕ひん死しの男になにができるって言うの？」

「俺たちが逃げた先を仲間に伝える事ができます。それに、人間ってなぁ、結構、しぶといもんでね。半はん死し半はん生しようになってから最後のひと太刀だちを浴びせてくる奴やつが結構いるんですよ。それで命を落とした連中を、俺は、これまで何人も見てきました。……さ、どいて下さい。さっきも言ったでしょう。先生みたいなお人は、俺たちの世界に首を突っ込んじゃいけねえ」

　宮内は、玲れい奈なを脇わきへと押しやろうとした。

「ふざけんじゃないわよ！」

　その瞬しゆん間かん、玲奈は、宮内を怒ど鳴なりつけていた。

「なにが首を突っ込むな、よ。勝手に踏み込んできたのは、あんたたちでしょうが！　ここはあたしの職しよく場ばなの。大事な、あたしの居場所なのよ。あんたらやくざがいくら殺し合おうが、知った事じゃない。でもね、ここじゃあ、許さない。そんな事は、許して堪たまるもんですか！」

　宮内は、長々と玲奈を見詰めていた。

　やがて、

「分かった……分かりましたよ」

　ふっと薄うすく笑うと、引き金から指を外した。

「確かにここは先生の縄なわ張ばりですもんね。仰おつしやる通り、とっととずらかる事にしますよ。……一かず也や、拳銃チヤカの回収は済んだか」

　宮内が、右手へと目を向けると、

「ええ。一応は」

　売店のあるホールから、高たか杉すぎが顔を覗のぞかせた。

　と、その時である。

「宮内さん！」

　高杉の両目が、はっと見開かれた。

　その視し線せんの先を追って、玲奈は反射的に、後ろを振り返った。

　おそらく、西側にもうひとつある階段から現れたのだろう。いつの間にか、背はい後ごの廊下に、辰たつ巳み組の新あら手てが押し寄せてきていた。人数は四人。しかも皆、既すでに銃を構えている。

「死ねぇ！　宮内！」

　三さん挺ちようの拳銃と、一挺のライフル。

　その黒々とした四つの銃口が、玲奈のいる位置から、まともに見えていた。

　撃うたれる!?

　玲れい奈なが身を竦すくませた、その瞬しゆん間かん、

「ちぃっ！」

　舌打ちとともに、宮みや内うちの体が、玲奈の目の前に滑すべり込んだ。
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　──それは、まるでスローモーションのようだった。

　新たに押し寄せてきた四人の組員が発砲しようとした時、宮内は射しや線せんから逃のがれようとすれば逃れられた筈はずだった。少なくとも、咄とつ嗟さに伏せる事ぐらいはできた筈だ。

　だが、宮内の前には、村むら上かみ玲奈がいた。

　宮内は躱かわせても、村上は躱せない。だから宮内は、自ら壁かべとなって、村上の前に立ちはだかったのである。

　四つの銃口から放たれた銃じゆう弾だんが、宮内の体を震ふるわせる。

「宮内くん！」

「村上先生！」

　藤ふじ岡おかと岡おか田だ由ゆ利り子この叫び声が、重かさなり合って響ひびいた。

「くたばれ、宮内！」

　四人の組員は、なおも容赦なく、発砲し続ける。その銃弾は、あるいは宮内の体をかすめ、あるいはその体を貫いて、背はい後ごに庇かばった筈の村上をも襲おそった。

　村上の体が、弾はじかれたように後ろに吹ふき飛ぶ。

　だが、宮内は倒れなかった。両腕を交差させて頭部を庇い、銃じゆう弾だんの嵐あらしの中、両足を踏ん張って、立ち続けている。

　最初に拳けん銃じゆうが、次にライフルが、弾たま切ぎれになった。

「ば、化ばけ物ものめ……」

　四人の組員は、顔を歪ゆがませながら、慌あわてて銃弾を装そう塡てんし直す。

　交差されていた宮内の腕が、ゆっくりと開いた。その両手に握られた二に挺ちようの拳銃が、まっすぐ前方へと向けられる。

「く……っ！」

　四人の組員が、弾倉を手から取りこぼしながら、左右に散った。

　宮内の拳銃が火を噴ふいた。

　フルオートによる斉射が、まず、左端の一人を撃うち倒し、次にライフルを手にしていた組員を吹ふき飛ばす。

　だが、銃弾の嵐に晒さらされて、宮内の体は、明らかな致命傷を負っていた。その身には無数の弾丸が食い込み、白いセーターは真まっ赤かに染そまっている。生きているのが不ふ思し議ぎなほどだった。宮みや内うちはただ、意志の力だけで、倒れる事を拒こばんでいる。

　三人目が、喉のどから血を噴ふき出して、廊下を転げまわった。

　だが、宮内の反はん撃げきもそこまでだった。宮内の手にした二に挺ちようの拳けん銃じゆうが、ともに弾たま切ぎれとなったのである。だが、宮内は弾だん倉そうを交換しようとはしない。最も早はや、そこまで思考がまわらないのか、弾切れとなった拳銃の引き金を、ただ引き続けていた。

　生き残った四人目が、ようやく弾倉の交換を終えた。

「宮内ぃ～っ！」

　興こう奮ふんのためか、恐怖のためか、その四人目は顔を引きつらせながら、宮内に向けて、拳銃を乱射した。

　一発、二発、三発……。その三発目が、宮内の胸元を貫いた。

　宮内の体が、ぐらりと揺ゆらいだ。

　前に突き出していた二挺の拳銃が、ゆっくりと下を向く。

　そして、もう一発。宮内の腹部に、新たな赤い花が咲いた。

「がほっ……」

　宮内の口から、真っ赤な血の塊かたまりが吐き出された。

　その体が大きく傾かしいだかと思うと、宮内はそのまま、前のめりに倒れ込んでいった。

　──その姿を、一かず也やは見ていた。

「宮内……さん……」

　半ば呆ぼう然ぜんと、その名を呟つぶやいていた。

　あの宮内が……やられた？

　こんな事で、こんなに簡かん単たんに、殺された？

「やった……。やった……？　俺おれがやった……？」

　一人残った四人目の組員が、自分のした事が信じられないとでもいうように、倒れ伏した宮内を見詰めている。

　組員と言っても、まだ若い。せいぜいはたち前後にしか見えない男だった。眉まゆを細く剃そり込み、髪を金色に染そめている。

　どう見ても、組の重じゆう職しよくを任されるような男ではなかった。ただの若わか造ぞう。ちんぴらである。

　だが、そのちんぴらに、一也は見覚えがあった。

　あの時の男だ。田た沼ぬま孝たか夫おを殺すため、その屋や敷しきに忍び込んだ時、モニタールームにいた男。ただ一人、殺さずに見み逃のがしてやった、あの時の田沼組の組員である。

「やった……。俺がやった……。俺が宮内を仕し留とめたんだ！」

　金髪の男が歓喜の声を張り上げる。その姿を見た時、一也の中で、なにかが弾はじけた。

「うああああああ！」

　悲鳴にも似た声を、一也は、張り上げていた。

　金髪の男が、ぎくりとしたように、一かず也やに目を向ける。

　男との距きよ離りは三〇メートル強。その距きよ離りを、一也は駆かけ抜ける。

　宮みや内うちが撃うたれたのは、一也のせいだった。

　ボディガードにもかかわらず、宮内のそばを離はなれたからだ。

　速はや水みの言いつけを聞かず、宮内をここへ連れてきてしまったからだ。

　そして、この男を、あの時、見み逃のがしてしまったからだ。

　なにもかも、すべてが一也の責任だった。一也が宮内を殺したのだ。

　一也の形ぎよう相そうに気付いたのか、男が顔を引きつらせる。宮内を撃うち倒した拳銃を持ち上げ、一也に向かって乱射する。

「やめろ、来るな。来るなぁ！」

　だが、一也は、避さけようともしなかった。ただまっすぐに、男のもとへと突進した。

　放たれる銃じゆう弾だんが、一也の耳元をすり抜け、肩を掠かすめる。

　しかし、男まで、あとほんの数メートルの距離にまで迫った時である。

　灼しやく熱ねつの痛みが、一也の右の太ふと腿ももを貫いた。

「うくっ！」

　バランスを崩くずして、一也は前のめりに転倒した。

「見たか！」

　勝ち誇ったような、男の声が聞こえる。

　だが、その瞬しゆん間かん、一也は跳はね起きると、無傷の左足一本で、高々と跳ちよう躍やくしていた。

「ああああああああっ！」

　獣けものの雄お叫たけびにも似た気合いとともに、一也は渾こん身しんのまわし蹴げりを放った。被ひ弾だんした右足によるまわし蹴り。

　インパクトの瞬間、太腿の銃じゆう創そうから血が噴ふき出す。だが、その蹴りは確実に男の喉のどにめり込み、男を真横へと吹ふき飛ばした。

　男は背中から廊下の壁かべへと激げき突とつし、後頭部で窓ガラスを割った。そして、弾はじかれたように戻ってくると、そのまま顔面から、廊下の床面に倒れ込んだ。

　着地した一也は、そのまま床に膝ひざを突いた。

　生死を確認する必要はなかった。一也の右足には、男の頸けい骨こつを、喉のど仏ぼとけごと砕くだいた感触が、はっきりと残っていた。

　廊下に蹲うずくまったまま、一也はしばらく、荒い息をついていた。

　……これからどうすればいい？

　一也には、それが分からなかった。

　宮内を死なせ、自分だけ生き延のびて、それがなにになると言うのだ。

　この失しつ態たいをどう取り返せばいいのか。いや、取り返す事ができるのかどうかすら、一也には分からなかった。

「なにをしてるんだ、高たか杉すぎくん！」

　藤ふじ岡おかの叱しつ責せきが、一かず也やの背中を打った。

　一也が、はっと振り返ると、藤岡の姿が、廊下にあった。驚おどろいた事に、左右の肩に、宮内と村むら上かみの体を、それぞれ担かつぎ上げている。

「そんなところで、へたり込んでいる時間はないぞ。すぐに次が来る。早く立つんだ！」

　叩たたき付けるようなその言葉が、一也にはありがたかった。

　やるべき事を教えてくれる。自分を導みちびいてくれる。

「……はい」

　一也は頷うなずくと、右足の激げき痛つうを堪こらえながら、立ち上がった。
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「いったい、どうしたんだね」

『第二霊れい安あん室しつ』に転がり込んできた一也たちを見て、さしもの天あま本もとが目を瞠みはった。

「銃で撃うたれたんですよ」

　簡かん潔けつにそう答え、藤ふじ岡おかは、宮みや内うちと村むら上かみの体を、ベッドの上に並べて横たえた。

「さっきからやけに騒さわがしいと思ったら、やっぱり、この男が関かかわっていたのか」

　軽い苦笑すら浮かべながら、佐さ々さ木きがベッドのそばへと歩み寄ってくる。

　いくら医者とは言え、無数の銃じゆう弾だんを浴びて血ち塗まみれになっている二人を前に、そんな軽口を叩たたける佐々木の神経が、一也には信じられなかった。

　宮みや内うちの体に撃うち込まれた銃弾は、胴体部分に限定しても、優ゆうに一〇発を超えていた。村上の方は、宮内ほどではないが、それでも、胸に一発、腹に二発、食らっている。

　……と、その時である。

「……こほっ、かはっ」

　宮内が体を震ふるわせたかと思うと、再び口から、血の塊かたまりを吐き出した。

「宮内さん！」

　一也は、慌あわてて、ベッドのそばへと駆かけ寄った。

「驚おどろいたな……。まだ息があるのか」

　佐々木が、軽く、目を見開いた。

　確かに、宮内はまだ生きていた。途と切ぎれ途切れではあるが、まだかすかに、浅い呼吸を続けている。

　いや、それだけではない。宮内の瞼まぶたが細かく震ふるえたかと思うと、その目が薄うすく、開いたのである。ぼんやりとしたその目は、ベッドを囲むように立っている四人の顔を、辿たどるように動いた。

「……藤ふじ岡おかさん……それに……佐さ々さ木きの旦だん那なも……」

「喋しやべらなくていい。無理をするな」

　藤岡の声に、宮みや内うちの頰ほおが、かすかに緩ゆるんだ。

「ようやく……手術台に載のっけてくれたんですね……」

　藤岡が、僅わずかに眉まゆを寄せたのが分かった。

「……どうします？　藤岡さん……。やってくれますか？　それとも……このまま見殺しにしますか……？」

　宮内は、かすれるような声でそう言うと、再び激はげしく咳せき込んだ。浅い呼吸が、更に細かく速くなり、痙けい攣れんに似たものへと変わっていく。

「宮内さん。しっかりして下さい。宮内さん！」

　一かず也やは宮内の耳元に叫んだが、最も早はや、宮内は、それに反応してくれもしない。

「どうする？　武たけ士し」

　佐々木が、上うわ目め遣づかいに藤岡を見た。

「この男の言う通りだ。ここまで手ひどくやられては、もう普通の方法では助からないぞ」

　目の前で、宮内が死の痙けい攣れんを続けていると言うのに、佐々木は、ただ藤岡だけを見詰めている。その落ち着き払いぶりは、最早、非人間的なほどだったが、一也には、それを非ひ難なんしている余裕などなかった。

　どうやら、藤岡たちには、宮内を助ける術すべがあるらしい。そして、それを使うかどうかは、藤岡の判断に掛かっているらしいという事が分かったからである。

　一也は、藤岡に向き直った。

「藤岡さん……。お願いです。助ける方法があるなら、宮内さんを助けてあげて下さい。お願いします。宮内さんを死なせないでください！」

　一也は深々と頭を下げたが、藤岡は答えてくれない。ベッドの上の宮内を見下ろしたまま、口を噤つぐんでいる。

　その時、廊下に殺到する、複ふく数すうの足音が聞こえた。戸口の脇わきに立っていた岡おか田だ由ゆ利り子こが、びくっと体を震ふるわせる。

　奴やつらだ。辰たつ巳みの連中が、このフロアにまで雪崩なだれれ込んできたのである。

「どちらにせよ、悩んでいる時間は、もうなさそうだな」

　佐々木が冷ややかに、そう言った。
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　迷っている時間はなかった。手をこまねいていれば、今すぐにでも、奴らが飛び込んでくる。

　一也は、ジャケットの裾すそを跳はね上げると、ベルトの後ろに挟はさみ込んでいた、二に挺ちようの拳けん銃じゆうを引き抜いた。先程、宮内の指示で回収しておいたものだ。ズボンの前にも、もう一挺。予備弾だん倉そうが、都つ合ごう五つ。それが、一かず也やの携たずさえている火器のすべてだった。

「高たか杉すぎくん……」

　藤ふじ岡おかが、首を巡めぐらして、一也を見た。

「時間は俺おれが稼かせぎます。藤岡さんたちは、どうか、宮みや内うちさんと村むら上かみさんの手当に専念してください」

　一也は、それだけ言うと、痛む右足を引きずりながら、戸口へと向かった。

「危ないですから、奥の方へ」

　岡田由利子に離はなれているように指示すると、一也はドアの手前に陣取った。

『第二霊れい安あん室しつ』の扉とびらは、外に向かって開く、観かん音のん開びらきとなっている。楯たてとして使う事も可能だろう。

「……あのドアだ。血の跡が続いてる」

「手間ぁ掛けさせやがって……これで最後にしてやるぜ」

　ドアに身を寄せると、そんなやりとりさえ、聴きき取る事ができた。

　辰たつ巳み組ぐみは、すぐそこまで迫っている。もう一刻の猶ゆう予よもない。

　一也は、足下の床に、二に挺ちようの拳けん銃じゆうと五つの弾だん倉そうを並べておくと、残る一挺の拳銃を両手に構え、ドアに背を当てるようにして立った。

「どうするんだ？　決めろ、武たけ士し」

　佐さ々さ木きが、再度、藤岡に返答を迫っている。

「……分かった。とにかく、やるだけの事はやってみよう」

　一也の耳に、そう答える藤岡の声が聞こえた。

　廊下にいるのは、五人か、六人というところ。だが、それですべてではあるまい。まだ後詰めがいる筈はずだ。

「本当にいいんだな？　それで」

　佐々木は、念押しするように、もう一度、確認した。

「ああ、私は医者だからな。死に掛けている人間を見殺しにするわけにはいかない」

　藤岡は、はっきりと、そう答えた。

「ふ……なるほどな。まあ、それならそれでいいさ」

　足音は、まだ一〇メートルほど向こうにある。まだ遠い。

　一也の射しや撃げきの腕前を考えれば、攻撃はできる限り手前に引き付けてからにしたいところである。だが、あまり近寄らせてしまうと、今度は『第二霊安室』の中に飛び込まれるおそれがあった。

「だが……この状況では、さすがにすべての処置を済ませる事はできまい。主要器官への移植だけ済ませて、あとはここを脱出してからだ」

「ああ、私もそのつもりだ」

　佐さ々さ木きの言葉に、藤ふじ岡おかが答えている。

　敵との距きよ離りは、八メートル。

「なら、早いところ済まそう。……博士。俺おれと武たけ士しで、この男の処置をしますから、博士は村むら上かみくんの方をお願いできますか？」

「ああ、いいとも。とりあえず動かせる程度の処置でいいんだな？」

　……六メートル。

　近付く速度が、やや鈍にぶった。反撃を警けい戒かいしているのだろうか。

「ええ、お願いします。どちらにせよ、それ以上の時間的余裕はなさそうですから」

　飛び出すタイミングを計りながら、一かず也やは、頭の後ろで、佐々木たちのやりとりを聞いていた。

　藤岡が、なぜ宮みや内うちの手当をする事を、これほどまでに躊躇ためらったのか、一也には分からない。

　だが、そんな事は、今の一也にはどうでもよかった。

　藤岡が、宮内を助ける気になってくれた。それがすべてだったし、それで一也には充分だったのである。

　これで、思い残す事なく闘たたかえる。最後の力を振り絞しぼる事ができる。

　近付く気け配はいが、残り五メートルにまで近付いた時、一也は、肩でドアを押し開けた。

　開いたドアのその向こうに、ぎょっとしたような顔がある。一也はその隙すきを逃のがさず、横向きに廊下へと倒れ込みながら、両手に構えた拳けん銃じゆうを、一気に撃うち放った。

　最も手前にいた一人と、その後方にいたもう一人が、身を捻ひねるようにして横転する。だが、いずれも致命傷ではない。

「野郎……！」

　辰たつ巳みの連中は、一いつ瞬しゆん、怯ひるみはしたものの、これまでとは違い、無ぶ様ざまに逃げ惑まどいはしなかった。

「奴やつら、手て負おいだ。もうひと押しだぞ！」

　辰巳の組員たちが、廊下に散らばる。手にした銃が、一也を狙ねらう。

　そして、凄すさまじい銃じゆう撃げきが押し寄せてきた。

『第二霊れい安あん室しつ』の扉とびらに、紙のように次々と、穴が空いていく。

　負傷した足に負担を掛けないため、一也は敢あえて、廊下に寝そべった形での銃撃を挑いどんだのだったが、もしそうしていなかったら、一也は蜂はちの巣すにされていたに違いない。

　一也は、身を竦すくめながらも、懸けん命めいに拳銃を撃ち返したが、狙ったところに、なかなか弾たまを集められない。最初の拳銃の弾を撃ち尽くし、二に挺ちよう目めの拳銃が空になっても、一也はようやく、三人目に傷を負わせる事ができただけだった。

　つくづく、自分の腕の悪さが思い知らされる。

　今はまだ、敵を倒せないまでも、接近を阻はばむ事だけはできているが、それも、手元にまだ弾が残っているからだ。これを使い切ったら、あとはもう、肉弾戦を挑むしかない。だが、宮内の援えん護ごもなく、足を負傷した状じよう態たいでそれを挑めばどうなるか、一かず也やにも容易に想像が付いた。

　……なるべく早く、済まして下さいよ。

　一也は、半ば祈りながら、三さん挺ちよう目めの拳けん銃じゆうに、手を伸ばした。




　　　　一九




「よし、とりあえずは、これでいい。少しぐらいなら保もつ筈はずだ」

『第二霊れい安あん室しつ』の中から、そんな藤ふじ岡おかの声が聞こえてきたのは、一也が、四つ目の予備弾だん倉そうに手を伸ばした時だった。

「博士。そちらはどうです？」

　佐さ々さ木きが訊たずねると、

「ああ。こっちも、今、ちょうど終わったところだ」

　天あま本もとの声が、そう答えた。

「そうですか。では、急いでここを脱出しましょう。博士は必要な荷物をまとめて下さい」

　藤ふじ岡おかの口く調ちようには、心なしか、安あん堵どが滲にじんでいるように思えた。

「だが、問題がひとつある。どうやって、その廊下を突破する？」

　佐々木の言う通りだった。

　廊下の向こうには、辰たつ巳みの連中が群れをなしている。この『第二霊安室』への突入だけは、一也が食い止めているが、廊下にはひっきりなしに銃じゆう弾だんが飛びかっているのだ。無傷でここを通り抜ける事は明らかに不可能だった。

　一也は、いったん、『第二霊安室』の中に身を引っ込めると、壁かべに片手を突きながら、立ち上がった。廊下の向こうに二発ほど弾たまを撃うち込んでから、藤岡たちを振り返る。

「俺おれが突っ込みますよ。短い時間かもしれませんが、奴やつらを黙だまらせます。その間に皆さんは、駐ちゆう車しや場じようの方まで抜けて下さい」

　いずれにせよ、脱出の時は自分が突っ込むしかない。そう心に決めていた一也だった。突っ込めば自分がどうなるかくらいは分かっているが、宮みや内うちが倒れた今、闘たたかえる人間は一也しかいないし、そもそも、こんな状況になったのも、すべては一也のせいなのだ。その責任を取るためにも、一也は命を投げ出さなければならないのだった。一也にとって、僅わずかに幸運だった事は、拳銃の弾が残っている間に、宮内と村むら上かみの処置が終わったという事である。お陰で、少しは遣やりやすくなる。

　だが、そんな一也に、藤岡はゆっくりと首を振った。

「駄だ目めだ。君を行かせるわけにはいかない。そんな足で、なにができると言うんだ」

「足の事だったら大丈夫です。それは少しは痛みますが、この通り立つ事もできますし、闘う事だって、まだ可能です」

　一也は、そう言い返した。

「君がどう思っているかは知らないが、その傷はかなり深いぞ。あまり無む茶ちやをすると、出血多量で死ぬ事もあり得る」

　藤ふじ岡おかの言う通りだった。一かず也やのズボンの右足は、傷口から溢あふれだした血で、ぐっしょりと濡ぬれていた。出血の多さのせいか、軽い目眩めまいも感じる。

「……ですが、どちらにしろ、誰だれかが突っ込まなければなりません。だったら俺おれしかいませんよ。こんな騒さわぎになったのも、元はと言えば、俺たちのせいです。俺に行かせて下さい」

「いや、駄だ目めだ。私が行く」

　藤岡は、一也の目を見み据すえたまま、はっきりと、そう言った。

「藤岡さんが？　ご冗じよう談だんでしょう。外にいるのは武装したやくざですよ？　それも俺たちを殺す気でいる。駄目です。藤岡さんに、そんな事はさせられません」

「だからこそ、君より、私の方が適任なんだよ」

　穏おだやかな、だが、どこか寂さびしげな笑えみを浮かべてそう言うと、藤岡は、傍かたわらの佐さ々さ木きへと、その視し線せんを向けた。

「隼はや人と、徐細動器の準備を頼む」

　佐々木は、ちらりと藤岡を見返したが、

「……分かった」

　そう頷うなずくと、壁かべ際ぎわのラックから黒いプラスチックの箱はこを取り上げ、藤岡のそばへと戻ってきた。

　箱の大きさは、少し大きめの救急箱ぐらい。上部の三分の一ぐらいが、左右に開く蓋ふたになっていて、留とめ金がねで固定できるようになっている。

　佐々木は、藤岡のそばの床に、その箱を置くと、留め金を外して、蓋を開いた。

『じょさいどうき』という名前を聞いただけではなんの事か分からなかったが、佐々木が、蓋を開け、中から、版画に使う馬ば楝れんのような形をした、黒いゴム製の器具を二つ取りだした時、一也にもそれが、なにか分かった。

　停止した心しん臓ぞうに電気ショックを与えて再動を促すための医い療りよう機器だ。名前は知らなかったが、救急病院をテーマにしたテレビの特別番組などで、何度か目にした事がある。

　佐々木の指がスイッチを入れると、操そう作さ盤ばんの隅に、赤いランプが灯ともった。

「バッテリーチャージに、少し掛かるぞ」

「ああ」

　徐細動器の蓋の裏側には、小さな窪くぼみがあり、そこには、窪みと同じ形をしたチューブが二本、嵌はめ込まれている。佐々木は、そのうちの一本を取り外すと、蓋を開けて、馬楝状の電極の平らな面に、中身を押し出した。押し出されてきたのは、透とう明めいな緑色をしたジェル状のものである。佐々木は二つの電極を取り上げると、互いにこすり合わせるようにして、そのジェルを薄うすく引き伸ばした。おそらく、通電性を高めるためのものなのだろう。

　その間に、藤ふじ岡おかは白衣を脱いでいた。その下に着ていたセーターとシャツも、肌着と一いつ緒しよに、くるりと脱ぎ捨て、上半身、裸はだかになった。

　厚い胸板。脂肪のほとんどついていない胴まわり。医者という職しよく業ぎようには似つかわしくないほどに、藤岡の体は鍛きたえ上げられていた。あるいは武道でもやっていた事があるのだろうか。

　筋肉の盛り上がったその体は、鍛えている者のそれだった。

　藤岡と佐さ々さ木きがなにをするつもりでいるのか、一かず也やには分からなかった。岡おか田だ由ゆ利り子こも、怪け訝げんな面おももちで、二人を見詰めている。天あま本もとだけは、マイペースで、せっせと荷造りを続けていた。

　やがて、操そう作さ盤ばんの赤いランプが消え、代わって緑のランプが点てん灯とうした。チャージ完了の知らせだろう。

「……これだけの騒さわぎになってしまっては、どちらにしても警けい察さつの捜そう査さが入るだろう。脱出前に、研究データの処理をしておいてくれ」

　そう言いながら、藤岡が、裸の背中を、佐々木に向けた。

「この騒そう動どうが始まった時から、そのつもりだ。必要なデータはディスクに移したし、マシンの中のデータも削さく除じよした」

「……そうか」

　藤岡が頷うなずくと、佐々木は二つの電極を取り上げ、藤岡の左右の肩けん胛こう骨こつの下、脇わきに近い部分にあてがった。

「じゃあ、行くぞ」

　佐々木の両手が、二つの電極を押し付けた途端、

「くっ……！」

　藤岡は、激はげしく、その身を反そらした。

　二つの拳こぶしが、硬く握り締しめられる。嚙かみ締めた唇くちびるから、苦痛の呻うめきが漏もれる。

「う……く……あ……」

　仰のけ反ぞっていた藤岡が、今度は、その反動のように背中を丸めた。

　佐々木は既すでに、藤岡の背中から電極を離はなしている。にも拘かかわらず、継けい続ぞくした激げき痛つうが藤岡の全身を襲おそっているようだった。剝むき出しになった、肩や背中の筋肉が緊きん張ちようし、その体全体が、細かく震ふるえている。

　そんな藤岡の様よう子すが心配ではあったが、それをじっと見守っている余裕は、一也にはなかった。

　辰たつ巳みの組員たちは、いったん『第一霊れい安あん室しつ』まで退いていた。だが、今度は『第一霊安室』の中からベッドを引き出すと、横倒しにしたそれを楯たてにしながら、一也に向かって攻め寄せようとしていた。一也が拳けん銃じゆうを乱射している間は、組員たちは、ベッドの向こうに身を隠かくしている。だが、一也の射しや撃げきが止まると、組員たちはまた、それに数倍する銃じゆう弾だんを撃うち返しながら、ベッドを押し出してくるのだった。

　一かず也やにできるのは、敵の侵攻速度を遅くする事だけ。辰たつ巳みが『第二霊れい安あん室しつ』に突入してくるのは、時間の問題だった。

「……ちっ」

　舌打ちした一也が、戸口の陰に身を潜ひそめ、五つ目の、そして最後の弾だん倉そうを装そう塡てんした時である。

「ふ……藤ふじ岡おかさん……？」

　一也の背中に、呆ぼう然ぜんとしたような岡おか田だ由ゆ利り子この呟つぶやきが、聞こえた。

　一也は室内を振り返り、そして、その目を見開いた。

　藤岡は、先程と同じように、背中を丸めるような体勢で、体を震ふるわせている。その藤岡の体格が、さっきより、ひとまわり大きくなっていた。

　見間違いでも、気のせいでもない。

　ぎしぎしと、軋きしむような音を立てながら、藤岡の体は、膨ぼう張ちようを続けていた。

　血の気けの失うせた肌は、土つち気け色いろに染そまっている。それが更に褐かつ色しよくへと変わっていく。

　腕や肩の筋肉が大きく盛り上がり、皮ひ膚ふの下から迫せり上がるように、別の形が浮かび上がってくる。

　な、なんだ、これは……。いったい、なにが起きているんだ……。

　黒々とした毛髪が、頭皮の中に溶とけ込むように消えていく。顔の表面が角質化し、頭部全体が形を変えていく。

　一也には、目の前で起きている事が信じられなかった。

　藤岡の体が変わっていく。異い形ぎようの姿に、その身を変えていく。

「変、身……？」

　一也は、我知らず、その言葉を、呟つぶやいていた。




　　　　二〇




　──そして、藤岡の体の震えが止まった。

　ぷしゅぅ……。

　勢いよく、空気が吹ふき出すような音がする。

　藤岡の体は、まるで蟹かにの甲こう羅らのような、ごつごつした鎧よろいに覆おおわれていた。腕にも肩にも背中にも、厚い甲こう殻かくが重かさなり合っている。その体の側面に、噴ふん気き口こうのようなものが、縦たてに一列に並んでいた。昔、生物の授業で習った、植物の葉の裏にある気き孔こうのような、グロテスクな穴が八つ。それが脇わき腹ばらに並んでいる。胸部の二個は、それより大きく、まるでジェットノズルのような形状をしていた。その左右併あわせて二〇個の噴気口が、体内の空気を排出しているのだ。

　藤岡が、ゆっくりと身を起こす。伏せられていたその顔が、露あらわになる。

　硬質の光こう沢たくを持った緑の目。眉み間けんから突き立った、二本の触覚。

　見み慣なれた藤ふじ岡おかの顔は、そこにはなかった。それどころか、人間の顔ですらない。強しいて近いものを探すとすれば、昆虫の頭部だろうか。

　そこにいるのは、最も早はや、藤岡ではなかった。この世に在る筈はずのない、異い形ぎようの存在だった。

　しゅごぉ……。

　再び、空気の流れる音がした。

　だが、今度は排気ではない。二〇個の噴ふん気き口こうが大きく開き、音を立てて周囲の空気を取り込んでいく。それにつれて、藤岡の胸きよう郭かくが、厚く大きく膨ふくらんでいく。

　一かず也やに言葉はなかった。思考すら、半なかば停止している。一也はただ、大きく目を見開いて、変わり果てた藤岡の姿を見詰めているだけだった。

　その一也に向かって、藤岡が、一歩を踏み出した。

　一也の体は、本能的に退しりぞいていた。その背中が、戸と口ぐち脇わきの壁かべにぶつかった。

　だが、藤岡はそんな一也には目もくれない。開け放たれた扉とびらの向こうへと、まっすぐに向かっていく。辰たつ巳みと闘たたかうつもりなのだ。

　その藤岡の背中に、佐さ々さ木きが声を掛けた。

「道が空き次第、俺おれたちは脱出する。お前も適当なところで抜け出せ。あとで落ち合う事にしよう。それから……病院の中には、防犯用のカメラが幾つか設置されている。撮うつされないように気を付けろよ。人に見られる分にはパニックで片付けられるが、機械に記き録ろくされたら、そうはいかないからな」

　無言のまま、藤岡は、それに頷うなずく。

　そして藤岡は、一也の目の前を通り過ぎ、辰巳が待ち受ける廊下へと、無造作に踏み出していった。

「な……なんだ、こいつ？」

「なに着てやがんだ？」

　呆あつ気けに取られたような、辰巳の組員たちの声が聞こえてくる。

　廊下の中央に立った藤岡は、首を巡めぐらすと、『第一霊れい安あん室しつ』のある方に、体ごと向き直った。

「なんのつもりか知らねえが、どうせこいつも斜しや道どうだ。構わねえから、ぶち殺せ！」

　別の声がそう怒ど鳴なると同時に、再び、『第二霊安室』前の廊下に、銃声が吹ふき荒れた。

　だが、その瞬しゆん間かん、藤岡の姿は、一也の前から、かきけすように消えていた。

「ぐあっ！」

　遙はるか廊下の右手から、組員の悲鳴が聞こえた。

　消えたわけではない。藤岡が攻こう撃げきに転じたのだ。その動きが速すぎて、一也の目に映らなかったのである。

　一也は右足を引きずりながら、『第二霊安室』の外に出た。辰巳の銃じゆう弾だんに身を晒さらす事の危険性など、その時の一也からは、すっぽりと抜け落ちていた。

　藤ふじ岡おかの姿は、横倒しにされたベッドの、その向こうにあった。

　両手で、組員二人の手首を摑つかみ、高々とその身を吊つり下げている。組員二人のその手には、それぞれ拳けん銃じゆうが握にぎられていたが、藤岡の手に力がこもると、

「う……」

「あぐっ」

　二人は激げき痛つうに身をよじりながら、その手から拳銃を取り落とした。

「な……なんだ、こいつ!?」

　藤岡を取り囲んだ組員たちが、一斉に息を吞のんだ。

「野郎……っ！」

　血の気けの多そうな組員の一人が、藤岡から飛とび退のきながら、その手の拳銃を乱射した。

「撃うて撃て！　ぶち殺せ！」

　その怒ど鳴なり声に突き動かされたように、他たの組員たちも手にした拳けん銃じゆうを撃ち放つ。

　だが、その銃じゆう弾だんを身に受けたのは、吊り下げられていた二人だけである。藤岡の姿は、既すでにそこにはなかった。

　跳ちよう躍やくした藤岡の体が、壁かべを蹴けって跳はね返る。組員の背はい後ごにまわり込み、その手の拳銃を蹴り落とす。

「がああっ！」

　蹴られた組員のその手首は、枯れ木のようにへし折れ、あらぬ方向へと折れ曲がった。

「くそおおおおっ！」

　再び辰たつ巳みの銃弾が、藤岡を狙ねらうが、その時には、藤岡は消えている。手首を折られた組員が、またもや同どう士し討うちの犠ぎ牲せいとなった。

　あれが……藤岡さん……？

　一かず也やは、廊下に立ち尽くしたまま、藤岡の闘たたかいぶりを見詰めていた。

　床を蹴り付け、壁かべを蹴り、狭せまい廊下のただ中を、文字通り風のように吹ふき抜ける。遠とお目めに見ている一也にすら、その動きが捉とらえきれない。凄すさまじいまでの身体能力だった。

　藤岡を取り囲んでいるにもかかわらず、辰巳銃弾は、ただの一発も、藤岡に当たらない。逆に、一人、また一人と、確実にその数を減らしていく。

「応援だ。応援を呼べ！　誰だれか、正面を固める連中を呼んでこい！」

　仲間の指示を受け、組員の一人が、階段を駆かけ上がっていく。だが、その場に残った組員たちも、藤岡の圧力に押されるように、徐々に階段の方へと押し戻されていく。

「ひと息に片付ければいいものを……」

　不意に、一也の脇わきで、そんな佐さ々さ木きの呟つぶやきが聞こえた。佐々木も、藤岡の闘いぶりを見守っていたのだ。

「佐々木さん……いったい、あれは……藤岡さんは、いったい……」

　一かず也やは、佐さ々さ木きに説明を求めようとしたが、佐々木は薄うすく笑って首を振るだけだった。

「説明はあとだ。とにかく道は空いた。甘あま利りくんが来てるなら呼んでくれ。今のうちに脱出するぞ」

「ですが……」

　なおも言いい募つのろうとする一也に、佐々木は表情を改めて、言葉を続けた。

「まだ、あの二人の手当てが終わったわけじゃないんだ。早く場所を移して処置をしないと、二人とも死ぬ。急いでくれ」

『第二霊れい安あん室しつ』の中を見やると、宮みや内うちと村むら上かみは、それぞれキャスター付きのベッドの上に移されていた。そのベッドを、天あま本もとと岡おか田だ由ゆ利り子こが、戸口の方へと押し出してきていた。

　確かに、この二人の命を救う事が、今は最さい優ゆう先せんである。

「……分かりました」

　渦うず巻まく疑問を押し込め、一也はズボンのポケットから、携帯電話を取り出した。




　　　　二一




「甘利！　今、どこにいる！」

　電話が繫つながるやいなや、一也は、甘利の所存を確認した。

『地下駐ちゆう車しや場じようのスロープの前です。ですが、辰たつ巳みの車が横付けにされていて、中に入れません』

　やはり辰巳は、裏口もすべて固めていたのだ。

　だが、そんな事に構っていられる状況では、今はない。

「構わないから、体当たりでもなんでもして、道を空けさせろ。とにかく車を持ってくるんだ」

『ですが、そんな事をしたら、向こうに気付かれて……』

「いいから突っ込め！　宮内さんが撃うたれたんだ！」

　一也が叩たたき付けるようにそう言うと、電話の向こうで、甘利が息を吞のむのが分かった。

『分かりました。今から突っ込みます！』

　一也は、通話を切ると、階段の方を窺うかがった。

　地下フロアには辰巳の死体が幾つか転がっているが、生きて活動している者はもういない。藤ふじ岡おかが辰巳の連中を押し戻してくれたからだ。だが、銃声と男たちの怒ど声せいは、今も上のフロアから聞こえてきている。闘たたかいはまだ続いているのだ。

　天本と岡田が、それぞれ宮内と村上を載のせたベッドを、地下駐車場に続く扉とびらへと押していく。

　その天本に、『第二霊安室』の戸口の前から、佐々木が声を掛けた。

「荷物は、これだけですか？　博士」

　佐々木の足下には、大きな革のバッグと、ハムスターを入れた籠かごが並べて置かれている。

「ああ、それだけだよ」

「分かりました」

　佐さ々さ木きは頷うなずくと、いったん『第二霊れい安あん室しつ』の中へと戻り、ジュラルミン製のアタッシュケースと、それからもうひとつ、小さな小こ箱ばこを抱えて戻ってきた。

「高たか杉すぎくん。すまないが、これを持って、先に駐ちゆう車しや場じようの方へ、行っててくれないか？」

　佐々木は、天あま本もとの二つの荷物の横にアタッシュケースを置きながら、そう言った。

「それは構いませんが……佐々木さんは？」

「あと片付けだ」

　佐々木はそう言うと、小箱の蓋ふたを開けた。その中に収められていたのは、黒々とした手しゆ榴りゆう弾だんだった。スポンジの窪くぼみの中に、六つの手しゆ榴りゆう弾だんが、整然と並んでいる。

　一かず也やが思わず顔を上げると、

「こんな事もあろうかと思ってな。宮みや内うちくんに用意しておいて貰もらったんだ」

　佐々木は、スポンジの隙すき間まか手榴弾を引き出すと、『第二霊安室』の中を振り返った。

「それなりに居い心地ごこちの良い場所だったが、いつまでもは続かないか……」

　佐々木が手榴弾のピンを抜くのを見て、一也は慌あわてて、鞄かばんとアタッシュケースを、右手にまとめて摑つかんだ。左手にハムスターの籠かごを提さげ、足を引きずりながら、地下駐車場の方へと移動する。

　続けざまに六つの手榴弾を投げ込むと、佐々木もまた、『第二霊安室』のそばを離はなれた。

　一いつ瞬しゆんの間。

　そして、凄すさまじい轟ごう音おんとともに、坂さか巻まき病院の建物全体が揺ゆれた。

　開け放たれたままの戸口から爆ばく風ふうが噴ふき出し、辰たつ巳みの銃じゆう弾だんで穴だらけにされていた扉とびらが吹ふき飛んで、向かいの壁かべに叩たたき付けられる。

「……折角、いい機材を揃そろえて貰もらったのになぁ……」

　天本が、寂さびしそうに、そう言った。

「また、なんとかしますよ」

　佐々木が、慰なぐさめるようにそれに答えた時、激はげしくタイヤを軋きしませながら、地下駐車場に甘あま利りが飛び込んできた。車体の前面がひしゃげ、ボンネットに隙すき間まが空いている。どうやら、かなりの無む茶ちやをしてきたようだ。

　甘利は、一也たちの前に車を横付けにすると、運転席から転げ出るように飛び出してきた。

「早く！　早くして下さい！」

　気が急せく様よう子すでそう叫んだ甘利が、ベッドの上の宮内を見て、息を吞のむ。

「それじゃあ、後ろのドアを開けてくれ」

　佐々木が、宮内の体をベッドから抱え上げながら、甘利に向かって顎あごをしゃくる。

「……え、あ、はい」

　はっと我に返った甘利が、慌てて後部座席のドアを開けた。

「しかし……この車に七人は、ちょっと乗れそうもないな」

　難むずかしい顔をしながらも、佐さ々さ木きはひとまず、宮みや内うちの体を、後部座席に横たえた。

　その時である。

　ぎゅるる……！

　スロープの上から、また一台、別の車が飛び込んできた。

　辰たつ巳みだ！

　甘あま利りの体当たりを食らったのだろう。その車の右側面には、ぶつけられた跡が、くっきりと残っていた。中には、辰巳の組員が、都つ合ごう三人。助手席と後部座席の窓は開け放たれ、そこから拳けん銃じゆうを握った手が突き出されている。

「こっちだ！」

　一かず也やは、咄とつ嗟さに、そう叫んでいた。一度はベルトの間に収めていた拳けん銃じゆうを再び引き抜き、佐々木たちのそばから離はなれて横に走る。

　負傷した足が痛んだが、そんな事は構わなかった。辰巳に、宮内たちを襲おそわせるわけにはいかない。自分に注意を惹ひきつけなければならない。

　走りながら発砲すると、辰巳の車が向きを変えた。うるさい蠅はえから片付けようとでも思ったのだろう。一也に向かって、突っ込んでくる。

　一也は立ち止まり、拳銃を両手に構え直した。運転手を狙ねらって、連射する。

　だが、一也の放った弾だん丸がんは、フロントガラスに弾はじけて飛んだ。

　防弾ガラスだ。

　車はそのまま突っ込んでくる。フロントガラスのその向こうで、運転手の顔が凶悪に歪ゆがむのが見えた。一也を撥はね飛ばすつもりなのだ。

　一也は咄とつ嗟さに飛とび退のこうとしたが、右足が反応してくれない。

　……くそっ！

　一也が顔を歪めた、その時である。

　ふわっと、一也の体が、宙に浮いた。

　一也の視界の下で、車の屋根ルーフが流れて走る。

　そして一也は着地した。

「怪け我が人にんがあまり無む茶ちやをするもんじゃない」

　一也のすぐ脇わきで、佐々木の声が聞こえた。

　一也を助けたのは佐々木だった。轢ひかれる寸前だった一也を抱え上げ、そして一也を抱えたまま、車の上を飛び越えるほどの跳ちよう躍やくをしてのけたのである。

　普通の人間にできる事ではなかった。人間の筋力では不可能な事を、佐々木もまた、して見せたのである。

　ききぃーっ！

　地下駐ちゆう車しや場じようの中に、タイヤの軋きしむ音が響ひびき渡る。一かず也やを仕し留とめ損なった辰たつ巳みの車が、その向きを変えて、再び、襲おそい掛かってこようとしている。

「借りるぞ」

　佐さ々さ木きは、一也の体を地面に下ろすと、その手から拳けん銃じゆうを奪い取った。

　滑すべるように地を駆かけると、佐々木は、Ｕターンしようとしている辰巳の車に、横から取り付いた。開いた窓から、銃口をねじ込み、最初の一発で、後部座席にいた組員の眉み間けんを、正確に撃うち抜いた。

　そして、二発目が助手席の組員の眉間を貫く。慌あわてて振り返った運転手も、なにをする間もなく、他たの二人と同様、額ひたいを撃ち抜かれた。

　それが、ほんの一いつ瞬しゆんのできごとだった。佐々木は、運転席のドアを開け、死体となった組員の体を、外へと引き出した。そして、開いたその席に乗り込み、車を停止させる。

「ちょうどよく、足が手に入ったな。これで全員脱出できる」

　一也のもとへと戻ってきた佐々木は、三人を射殺してのけたあとだというのに、顔色ひとつ変えていなかった。

「佐々木さん……。あなたは……あなたたちはいったい……」

　一也は、呆ぼう然ぜんと、佐々木を見上げた。

　やはり藤ふじ岡おかも佐々木も、ただの医者ではなかった。

　それどころか、この二人が本当に人間であるのかどうかさえ、一也には最も早はや、確信が持てなくなっていた。







[image: 第七章　波紋]




　　　　一




『……へん、しん？』

　訝いぶかるような速はや水みの声が返ってきた。

『どういう意味で言っているんだ？　それは』

「ですから、変身したんです。姿が変わったんですよ。藤ふじ岡おかさんが、俺おれの目の前で！」

　一かず也やは、電話の向こうの速水に、繰くり返し、そう説明した。

『どう変わったんだ？』

「どうって……とにかく、見た事もないような、妙な姿でした。そして闘たたかったんです。藤岡さんが。俺たちはその隙すきに脱出しようとしたんですが、そしたら、佐さ々さ木きさんまで……。あの人たち、いったい、なんなんですか？　ほんとに人間なんですか!?」

　一也の報告は、自分でもそれと分かるほど、支し離り滅めつ裂れつなものになってしまっていた。

　辰たつ巳み組ぐみの狂気に逸はやったような襲しゆう撃げき。その銃じゆう弾だんに倒れた宮みや内うち。そして藤岡の、人とも思えぬあの姿──あの一連の出来事は、一也の理解を大きく超えていた。起きた事も正確には把は握あくできず、これからどうすべきなのかも分からない。

　一也には、速水の指示が必要だった。速水なら、この混乱した状況を取りまとめてくれる。自分がどうすればいいのか、進む先を示してくれる。一也には、その確信があった。

　だからこそ、電話越しに速水の声を聞いた時、胸に渦うず巻まいていたそれらの様さま々ざまな想おもいが、一気に口を衝ついて出てきてしまったのである。

『一也。いいから、少し落ち着け』

　まるで子供を宥なだめるような、速水の口調だった。

『坂さか巻まき病院でなにが起きたのか、おおまかな事は、こちらでも理解している。現在、情報収集と、警けい察さつへの対応に力を注そそいでいるところだ』

「……申もうし訳わけありません」

　辰巳組による坂巻病院の襲撃事件は、既すでにニュースとなってマスコミに流れていた。その目的が宮内志し郎ろうの首を取る事にあったという事も、逮たい捕ほされた辰巳組の組員たちによって、明らかにされていた。一也は速水から「宮内を外に出すな」と、きつく命ぜられていたのだったが、その命令違反が最悪の形で速はや水みにばれたわけだ。

　だが速水は、一かず也やのその命令違反を、なじりはしなかった。

『詳しい事は、あとで直接聞かせて貰もらうが……とりあえず知りたい事が、今、二つある』

「……なんでしょう？」

『宮みや内うちは生きているのか？』

　速水は単刀直入に、そう訊きいてきた。

「まだ……分かりません」

『分からないとはどういう事だ？』

　速水の声に、その時初めて、僅わずかな苛いら立だちが混じった。

「佐さ々さ木きさんたちが手術して下さったんですが……なにぶん、かなりの重じゆう態たいでしたので」

『……撃うたれたのか？』

「……はい」

　それも、一也の目の前で、だ。

『助かる見込みは？』

　撃たれたといっても、一発や二発ではない。それこそ嵐あらしのような銃じゆう弾だんを、宮内は全身に受けたのである。普通に考えれば、助かる筈はずがなかった。

「俺おれにはよく分かりませんが……佐々木さんは自信ありげなようでした」

　一也には、そう答えるのが、精一杯だった。

『分かった。その件については、そっちに行ってから、佐々木さんたちに訊きくとしよう。……では、もう一つの質問だ。お前たちは、今、どこにいる？』

　そう問われて初めて、一也は、自分がまだ、そんな基本的な事も報告していなかった事に気付いた。

「申もうし訳わけありません。……今いるのは、吉よし岡おかの倉庫です」

『吉岡というと、故こ買ばい屋やのか？』

「ええ、そうです」

　故買屋というのは、盗品を盗品と知りつつ売り買いする業者の事である。吉岡は、その故買屋仲間でもかなりの顔で、扱う品目も多く、商売の規模も大きい。爪つま楊よう枝じからタンカーまで、注文さえあればなんでも揃そろえると言うのが、吉岡の売り口上だった。自分でそう豪ごう語ごするだけあって、物資調達にかけては、吉岡の右に出る者はいない。速水が、藤ふじ岡おかたちのために揃えた、各種の医い療りよう機器や薬品の類たぐいも、半分はこの吉岡のルートから調達した物だった。

　その職しよく業ぎよう上じよう、吉岡は多くの倉庫を保有しているが、そのうちの一つが、比較的、坂さか巻まき病院に近い場所にあり、一也はひとまずそこに身を隠かくす事にしたのだった。本来なら、第三者的な立場にある吉岡を頼るような真似まねはしたくなかったのだが、とにかく、警けい察さつと辰たつ巳み組ぐみ、双方の目から逃のがれねばならず、また、宮内たちの手術ができる場所が緊きん急きゆうに必要だったため、ほかに選せん択たくの余地がなかったのである。

『吉よし岡おかに話は通したのか？』

「とりあえず、倉庫を貸してくれとだけは」

　だが、耳みみ聡ざとい吉岡の事だ。坂さか巻まき病院の事件は既すでに耳に入っているだろうし、そこが速はや水みの支配下にある事も知っている。一かず也やがどんな状況に陥おちいって自分を頼ってきたのか、大方の見当は付けている筈はずだった。

『そうか……分かった。では、私の方からも話を通しておく事にする』

「……申もうし訳わけありません」

　一也は、もう一度、電話の向こうの速水に、頭を下げた。一也が吉岡を頼ったという事は、それは即すなわち、速水が吉岡に借りを作ったという事になるからだ。

『私も、なるべく早くそちらに出向くようにするが……状況を取りまとめるのにしばらく掛かる。どんなに早くとも夜中になりそうだ。それまで決して動くんじゃないぞ』

「……はい」

　それだけ告つげると、速水は電話を切った。おそらくこれから、警けい察さつ関係、病院関係、そして、斜しや道どう本家への対応に追われる事になるに違いない。

　俺おれは速水さんに迷めい惑わくばかり掛けている……。

　つくづく、一也は、そう思うのだった。




　　　　二




　速水への報告を終えると、一也は、手にしていた携帯電話を、ジャケットの内ポケットにしまった。

　一度は脱いで囮おとりに使ったそのジャケットは、背中のど真ん中に銃じゆう弾だんの痕あとが穿うがたれている。同様に、一也が穿はいているズボンにも、右の太ふと腿ももの部分に弾だん痕こんが刻きざまれていた。

　だが、その下の銃じゆう創そうは、既すでに手当てされ、包帯が巻かれている。宮みや内うちと村むら上かみの手術を済ませたあと、佐さ々さ木きが一也の怪け我がも処置してくれたのである。一也としては、そんな事よりも、速水への報告を急ぎたかったのだが、佐々木たちが見ているところでは、それもできず、手当てが終わるのを待ってから倉庫の外に出て、携帯電話で速水と連絡を取ったのだった。

　見上げれば、空は、もう茜あかねがかっていた。

　一也がいるのは、巨大な蒲かま鉾ぼこ型がたの建物がずらりと並んだ倉庫群の中である。法人相手に倉庫をレンタルしている場所で、そのうちの一つを、吉岡が借り切っているのだった。

　住宅街から離はなれた場所のせいか、周囲の風景は妙に寒々としている。近くの道路を走る車も、大抵はトラックだ。隣となりにある大きな建物はどうやら製せい菓か工場らしく、漂ただよう空気が、ほんのりと甘い。

　一也は痛む足をひきずりながら、倉庫へと戻った。

　吉よし岡おかが借りている倉庫は、一一番と番号が振ふられている。正面にトラックが出入りできる大きな鉄てつ扉とびらがあったが、その脇わきに人間が出入りするためのドアも設しつらえてあった。

　ドアを開けると、そこはまさに段ボール箱ばこの山だった。家電製品あり、パソコンあり、缶詰やスナック菓子の箱もある。英語のものや韓かん国こく語のもの、中には一かず也やには見当もつかない言語のものもあって、吉岡の手広い商売の片へん鱗りんが窺うかがえた。

　倉庫の入ってすぐ脇わきの空間には、黒くろ塗ぬりの大型車が一台、停とめられている。一也たちが坂さか巻まき病院から脱出するのに使った、辰たつ巳みの車である。車体の右側面は大きく歪ゆがみ、シートには血ち糊のりがこびり付いていた。

「……いったい、どういう事だ？」

　段ボールの山の向こうから藤ふじ岡おかの声が聞こえ、一也は、ふと足を停めた。

　坂巻病院で別行動を取った藤岡だったが、その後、一也の携帯に、藤岡の方から連絡があり、一也自身が、この場所を伝えたのだ。裸はだかの上半身に白衣をまとっただけ、下はぼろぼろのズボンという出いで立ちの藤岡が、この一一番倉庫にやってきたのは、佐さ々さ木きが一也の足の治ち療りようをしてくれている最中の事だった。

　だから、藤岡が今ここにいる事、それ自体は不ふ思し議ぎでもなんでもない。一也の足を停めさせたのは、まるで詰きつ問もんするかのような、藤岡のその語調だった。

「どういう事……とは？」

　佐々木の声が応こたえている。

　一也は、段ボールの山の陰に身を隠かくしながら、そっと倉庫の奥の方を窺うかがってみた。

　宮みや内うちと村むら上かみは、段ボール箱ばこを重かさねて作った、即席のベッドの上に寝かされている。その二人を挟はさむようにして、藤岡と佐々木が、向かい合って立っていた。天あま本もとはどうしているかと見てみると、壁かべ際ぎわに積つまれたテレビの箱の上によじ登り、身を丸めるようにして、すやすやと眠り込んでいる。宮内と村上の手術を手伝って疲れたのだろう。傍かたわらに置かれた籠かごの中のハムスターと、そっくり同じ寝ね相ぞうだった。

「なぜ、村上くんにまで処置をしたのかと訊きいてるんだ。宮内くんはともかく、彼女の場合は、そこまでする必要はなかった筈はずだ」

　藤岡が強い視し線せんを、佐々木に当てている。どうやら、自分が到着する前に、佐々木が村上に施ほどこしていた処置について、問題にしているようだった。

「そうかもしれんな。だが、それは、ちゃんとした設備があればの話だ。人工心肺もなければ輸ゆ血けつ用の血液もろくにないこんな場所では、彼女の生命を維い持じできるかどうか自信がなかった。だからアスラ細胞の生命力を借りる事にした。それだけの事だ」

　坂巻病院を脱出する際さいに、佐々木はジュラルミンのアタッシュケースを携たずさえてきていた。一応の治ち療りよう器具はその中に収められていたのだったが、それも、メスや麻酔といった、最低限の物にすぎない。佐々木と天本は、その乏とぼしい道具だけを使って、宮内たちの手術をやってのけていたのである。

「……それが、どういう結果を生むか、分かっているんだろうな？」

「ああ、分かってるさ。……と言うより、それは俺おれがお前に言った言葉だ。だが、お前は、あの子には処置をした。そして、この男にも処置をする事を認めた。だったら、この女にしてやっていけない理由がどこにある」

「しかし、それは……」

　なにか言い返そうとする藤ふじ岡おかに、佐さ々さ木きは更に重かさねた。

「やるならやる。やらないならやらない。どちらかに徹てつ底ていしろ。その場その場で情に流されるから、墓ぼ穴けつを掘るんだ。この男にしたところで、結局、こうして処置をするなら、とっとと済ませておけばよかったんだ。そうすれば、今日のような騒さわぎに巻き込まれる事もなかっただろう。まだしばらくはあの病院で、のんびり過ごせた筈はずだ」

　藤岡は、佐々木を見詰めたまま、黙だまり込んでいる。

　佐々木は、横たわる村むら上かみへと、その視し線せんを下ろした。

「俺のした事がどうしても気に入らないって言うなら、仕方がない。今からでも、移植した細胞を引っ剝ぱがしてやろう。この女は死ぬだろうが、お前がそうしろと言うなら、俺は別に構わんよ」

　藤岡が、驚おどろいたように、佐々木を見返した。

「さあ、どうするんだ？　この女をハイブリッドとして生かすか、人間として死なせるか、選せん択たく肢しは二つに一つだ。それほど迷う事でもないだろう。さあ、早く決めてくれよ」

　佐々木は、やや上うわ目め遣づかいになりながら、藤岡の返答を促うながした。

　佐々木が選択肢を示し、藤岡に選えらばせる。それは、ほんの数時間前に坂さか巻まき病院の『第二霊れい安あん室しつ』で交かわされたものと同じやりとりだった。それが人の生死に関かかわる選択である事も、佐々木自身はどちらでも構わないというスタンスである事も、やはり同じだった。

「……馬ば鹿かな事を言うな」

　藤岡が吐き捨てるように言って、佐々木から目を逸そらした。だが、その言葉には、先程、佐々木を詰きつ問もんしていた時のような力がない。

「じゃあ、このままでいいんだな？」

　佐々木が確認するように重かさねて問うたが、藤岡は無言のままだった。横たわる宮みや内うちと村上のそばを離はなれ、手近な木き箱ばこの上に腰を下ろした。

　思えば不ふ思し議ぎな力関係ではある。

　天あま本もとはあの通りの人柄だからともかくとして、藤岡と佐々木では、藤岡の方が主しゆ導どう権けんを握っているのだと、当初、一かず也やは思っていた。宮内とにしろ速はや水みとにしろ、交渉事の相手になっていたのはいつも藤岡だったし、佐々木は黙だまってそのやりとりを見守っている事が多かったからだ。

　だが、こうして見ていると、必ずしも、藤ふじ岡おかが主で、佐さ々さ木きが従というわけではなさそうだった。確かに、佐々木は物事の最終決定を藤岡の判断に任せてはいるようだが、それは藤岡を頼っているからではない。むしろ、一つ一つの局面において藤岡がなにをどう判断するか、それを試しているようにさえ思える。

　藤岡は、やや開き加減の足の上に両りよう肘ひじを載のせ、両手を組んだ上に顎あごを当てて、なにやら考え込んでいる。たった今の佐々木とのやりとりの事を考えているのか、それとも、坂さか巻まき病院をおいやられる羽は目めになった、自分たちのこれからの事を考えているのか、それは一かず也やには分からなかった。

　佐々木は、そんな藤岡をしばらく眺めていたが、ふと眠り込んでいる天あま本もとに目を向けると、着ていた上着を脱いで、その体の上に掛けてやった。

　そして佐々木は、別の段ボールの山に、立ったまま背中を持たせかけると、ズボンのポケットから、煙草タバコを取りだして、口に咥くわえた。

「吸うか？」

　佐々木と藤岡は、段ボールの簡かん易いベッドを挟はさんで、五メートルほども離はなれた場所に位置している。その距きよ離りの向こうの藤岡に、佐々木は煙草の箱を差し出した。

　藤岡は顔を上げたが、佐々木の手にある煙草の箱を見ると、無言のまま首を振った。

　佐々木もまた無言で頷うなずくと、煙草の箱をポケットに戻し、改めて取り出したライターで、口元の一本に火を点つけた。

　そして──沈ちん黙もく。

　ひんやりとした倉庫の中に、佐々木の手元にある煙草だけが、紫し煙えんを立ち上らせていく。

　そんな二人を、やや離はなれた段ボール箱ばこの山の陰から見詰めながら、一かず也やもまた動かずにいた。

　出ていくタイミングを逸いつしたというよりも、静かだが緊きん張ちよう感かんのあるその場の空気に、立ち入りがたいものを感じたからだ。

　だが、速はや水みに連絡を取ると告つげて、一也が倉庫の外に出たのは、藤岡も佐々木も知っている。いつまでも戻らずにいれば不ふ審しんに思われるに違いない。

　どうしようかと思っていると、一一番倉庫の鉄てつ扉とびらの向こうに、車が停とまる音がした。

　速水が来る時間には、まだ早すぎる。おそらくは、買い出しに行っていた甘あま利りたちが戻ってきたのだろう。

　ちょうどいいと言えば、ちょうどいいタイミングだった。戻ってくる甘利たちに紛まぎれるべく、一也は、音もなくその場を離れると、通用口の方へと戻っていった。
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「いやぁ、参りましたよ。この辺、店らしい店が、ほとんどなかったんで」

　車を中へと乗り入れさせると、甘利はエンジンを停めて、車を降りた。ボンネットの歪ゆがみは直してあったが、右のヘッドライトは割れたままだ。こんな目立つ車を使わせたくはなかったが、包帯や消毒薬などがどうしても必要だったから仕方がない。血ち糊のりの付いたままの辰たつ巳みの車を使うよりはまだましと言うものだった。

「でも、頼まれていた物は、一応、全部、揃そろいましたよ」

　そう言いながら助手席から降りてきたのは、岡おか田だ由ゆ利り子こだった。坂さか巻まき病院での事件に巻き込まれ、一かず也やたちと一いつ緒しよに逃げてくる事になってしまった女性である。一也たちとも、藤ふじ岡おかたちとも繫つながりのない、本当にただ巻き込まれてしまっただけの一般人だ。だが、この女性は、一也たちが撃うち合いをしているところも、藤岡が変身するところも目もく撃げきしてしまった。これから岡田由利子をどう扱えばいいのか、それも一也の悩みの一つだった。

　由利子は、後部座席のドアを開けると、そこに並べて置かれていた買い物袋に手を伸ばした。

　それを見て、

「ああ、俺おれがやりますよ」

　倉庫の鉄扉を閉め終えた甘あま利りが、小走りに車の方へと戻ってくる。

「ううん、こっちは大丈夫。それより、トランクの荷物の方をお願い」

「そうですか……それじゃ」

　甘利は車の後部にまわると、トランクを開けた。その中から引き出されたのは、毛布とシーツの束である。ぎっしりと詰め込んであったらしく、甘利が両手に抱えると、顔が隠かくれてしまうほどの量だった。

「俺も手伝うよ」

　一也はそう申し出たが、

「いえ、大丈夫ですよ、これくらい」

　甘利は、抱えた毛布の陰から顔を出して首を振った。

「そうですよ。高たか杉すぎさんは怪け我がしてるんですから、おとなしくしてて下さい」

　両手に二つずつ買い物袋を提さげたまま、由利子も一也を振り返った。その表情には、軽く窘たしなめるような笑えみが浮かんでいる。

　一也には、その由利子の明るさが不ふ思し議ぎだった。あんな光景を目まの当あたりにしたあとだと言うのに、動どう揺ようらしいものがほとんど見られないのだ。あまりに非現実的な出来事に感覚が麻ま痺ひしているのか、あるいは、敢あえて普ふ段だん通りの自分でいる事で、気持ちを安定させようとでもしているのだろうか。

「包帯と消毒薬は手に入ったか？」

　佐さ々さ木きの声がした。いつの間にか、倉庫の奥から出てきていたのだ。

「ええ、これがそうです」

　由利子が、右手に提さげていた買い物袋を、軽く掲げて見せる。

　と、その由利子の視し線せんが、ふと、佐々木の背はい後ごに動いた。そこには、白衣の前をかき合わせるようにして立っている藤ふじ岡おかの姿があった。

　あの時、甘あま利りは外にいたが、由ゆ利り子こは『第二霊れい安あん室しつ』の中にいた。藤岡が人の姿を失っていく、その一部始終を、一かず也やとともに見ていたのだ。

　由利子の視線が、藤岡に向けられたまま止まる。

　だが、それも一いつ瞬しゆんだった。

「藤岡先生も来てらしたんですね。サイズとか適当ですけど、着替え用の服も買ってきましたから、よかったら着てみて下さい」

　明るい笑え顔がおを向けられ、むしろ藤岡の方が、驚おどろきを見せていた。
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　由利子が買ってきていたのは、フリーサイズのタートルネックセーターと、ゆったりしたデニムのズボンだった。それもふた揃そろいである。

　由利子は、一方を藤岡に渡すと、

「こっちは高たか杉すぎさんに」

　と、もうひと組を、一也に差し出してきた。

「俺おれに……ですか？」

「ええ。その服のままじゃ、どこにも行けないでしょ？」

　確かに、穿はいているスラックスは血に染そまっているし、着ているシャツも点々と返り血を浴びていた。

「量販店の服だから、高杉さんには合わないかもしれないけど」

「……いえ、そんな事はありません。ありがとうございます」

　一也は礼を言うと、由利子から服を受け取った。

　そして、由利子の目に付かない場所へといったん移動して、血に汚れた服を着替える。麻ま酔すいは打って貰もらっていたが、足を曲げると、やはり、ずきりと鈍にぶい痛みが走った。

　濃のう紺こんのデニムのズボンと、グレイのタートルネックセーターに着替え、再び、皆のいるところに戻ると、藤岡も既すでに着替えを終えていた。一也の物より、ひとまわり大きいサイズだが、デザインは同じである。セーターの色は黒。色違いのお揃そろいというわけだ。藤岡は、その黒いセーターの上に、先程の白衣を重かさね着していた。

　佐さ々さ木きは、新しく手に入った医薬品で、改めて宮みや内うちと村むら上かみの体を手当てしている。着替えを終えた藤岡も、それを手伝い始めた。

　由利子は、キャンプなどに使う、携帯用のコンロまで用意してきていた。周囲の段ボール箱ばこに引火しないよう、開けた場所で火を点つけ、その上に、ペットボトルのミネラルウォーターを注そそいだ薬や缶かんを掛けて、湯を沸わかしている。

「飲み物、なにがいいですか？　コーヒーとココアと、あと緑りよく茶ちやのパックも買ってきましたけど」

　コンロのそばに屈かがんだまま、由ゆ利り子こが一かず也やに目を向けた。

「……それじゃ、コーヒーを」

　一也が答えると、由利子は早さつ速そく、紙コップとセットになったインスタントコーヒーを用意し始めた。

「それと、こっちの袋に、おにぎりとサンドイッチが入ってます。いっぱい買ってきましたから、遠えん慮りよなくどうぞ」

　そう言って、由利子は、コンビニのビニール袋を示した。

「……ありがとうございます」

　暖房設備もない、こんな寒々とした倉庫の中である。温かい飲み物が口にできるのは確かにありがたかったが、コンロのそばで、甲か斐い甲が斐いしく、食べ物や飲み物の世話をしている由利子を見ていると、半月ほど前の、公孫樹いちようの木の前での集まりが思い出されてならなかった。

　あの時集まっていたのは、二人の看かん護ご婦ふも含めて、全部で一三人。そのうちの八人が、今もこうしてここにいる。

　だが、あの時とは、その他たの状況が、あまりにも違いすぎていた。

　藤ふじ岡おかたちは坂さか巻まき病院を追われ、宮みや内うちと村むら上かみは昏こん睡すい状じよう態たいのままだ。辰たつ巳み組ぐみもまだ諦あきらめてはいないだろうし、警けい察さつも捜そう査さを始めているだろう。そして宮内が襲おそわれたと知った斜しや道どう本家はどう動くのか。

　……いったい、俺おれたちはこれから、どうなるんだろう……。

　一かず也やには、それが分からない。

　宮内が倒れた時、一也を叱しつ咤たしてくれたのは藤岡だったが、その藤岡も、今は得え体たいの知れない存在となっている。

　……速はや水みさん。早く来て下さい。

　一也には、進むべき道を示してくれる存在が必要だった。
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　速水が到着したのは、日付が変わった真夜中過ぎの事だった。

　車の停とまる物音に、一也が戸口へと出向くと、ちょうど通用口から、速水が入ってくるところだった。三みつ揃ぞろいのスーツに、ベージュのロングコートを重かさねている。

　そして、もう一人、四〇絡がらみの男が、速水の傍かたわらにいた。突き出た腹に、安物のジャンパー、頭にはキャップ帽を被かぶり、左の耳にはボールペンを挟はさんでいる。まるで、競けい馬ば場じようにでも入り浸びたりになっていそうな男だが、この男が、この倉庫の持ち主である、吉よし岡おか巧たくみだった。

「いろいろと大変だったようだな」

　落ち着いたその声を耳にしただけで、一也は、なんとも言えぬ安あん堵ど感かんを覚えた。

「いえ、そんな事は……それより、本当に申もうし訳わけありませんでした」

　一かず也やは深々と頭を下げたが、

「もういい。済んだ事だ」

　速はや水みは軽く頷うなずいただけで、それ以上、一也を責めようとはしなかった。

「そんな事より、お前も、吉よし岡おかに礼を言っておけ。電話一つで、大事な倉庫を貸してくれたんだ」

　速水に促うながされ、一也は、吉岡の方へと向き直った。

「急場を助けて戴いただき、本当にありがとうございました」

　吉岡は、倉庫の入り端ばたに停められていた、二台の車を興きよう味み深ぶかそうに眺めていたが、一也が礼を述べると、

「いやいや、気にせんといて。困った時は、お互たがい様さまですがな」

　にんまりと笑って、手を振った。この男、生まれは関かん東とうの筈はずだが、大おお阪さか商人に憧あこがれでもあるのか、時々、怪あやしげな関かん西さい弁を使う。

「とにかく、宮みや内うちの様よう子すを知りたい。奥にいるのか？」

　速水が、そう訊たずねてきた。

「はい。藤ふじ岡おかさんたちも、皆、奥の方に」

　一也が答えると、速水は頷いて、倉庫の奥へと向かった。

　倉庫の奥では、横たわる宮内と村むら上かみを囲むように、皆がそれぞれの格かつ好こうで過ごしていた。

　天あま本もとは相変わらずテレビの箱はこの上で眠っていたが、その体の上には、今は毛布が掛けられている。その段ボール箱に寄り掛かるようにして、岡おか田だ由ゆ利り子こも毛布にくるまっていた。甘あま利りは、やや離はなれた別の段ボール箱に腰を下ろしていたが、足に両りよう肘ひじを載のせた体勢のまま首を垂たらしているところを見ると、これも、やはり眠ってしまっているようだ。一日のうちにあれだけの経けい験けんをさせられて、皆、疲れ切っているのである。元気なのは、夜になって起き出した、ハムスターぐらいのものだった。天本の傍かたわらに置かれた籠かごの中で、からからと勢いよく、廻まわし車をまわしている。

　疲れているのは藤岡と佐さ々さ木きも同じだろうが、この二人は、まだ起きていた。それぞれ別の木箱に腰を下ろしていたが、速水がやってきたのに気付き、その顔を上げる。

　速水は軽く目もく礼れいしてそれに応こたえてから、倉庫のその一角を、ざっと見渡した。その速水の視し線せんが、岡田由利子の上で一いつ瞬しゆん停とまったのは、この場にいるべきでない人間の姿を見み出いだしたからに違いない。一也は、由利子がなぜここにいるかに付いて、改めて報告しておく必要を感じた。

　するとその時、

「おやおや、こんなもんまで持ち込んでたんかい」

　呆あきれたように言いながら、吉岡が、火の点ついたままのコンロを覗のぞき込んだ。

「すいません。暖房が欲しかったものですから。商品に引火しないように気を付けてはいましたが……やはり、まずかったですか？」

　吉よし岡おかが機き嫌げんを損そこねたのではないかと、一かず也やはそれを気にしたが、

「いやいや、そうじゃなくてさ。それならそうと、言ってくれりゃよかったんだ。あっちの箱にはハロゲンヒーターが入ってるし、電気ポットは向こうの箱だ。わざわざ、ほかに儲もうけさせる事こたぁなかった」

　そう言って、吉岡はまた、にんまりと笑った。

　一也が吉岡とそんなやりとりをしている間にも、速はや水みは、まっすぐに宮みや内うちのもとへと向かっている。その速水の動きに応じるように、藤ふじ岡おかと佐さ々さ木きもまた、立ち上がった。

　段ボール箱を重かさねた台の上で、宮内は静かに眠っていた。台の上にはシーツが敷しかれ、その体はしっかりと毛布でくるまれている。

　すっかり血の気けの失うせた宮内の顔を、速水はしばし、上から見下ろしていた。

「……これで、生きているんですか？」

　ちらりと顔を上げ、藤岡に問う。

「ああ、一応はな」

　答えたのは、佐々木の方だった。

「助かりますか？」

　速水は、佐々木へと視し線せんを移した。

「治ち療りようを続けるには、専門の機材と薬品が必要だが、それさえ揃そろえば助かる」

「……なにが必要なんです？」

　速水が質問すると、佐々木は、前もってリストアップしておいたと思おぼしき紙片を、ポケットから取りだした。

「丸を付けた物は今日中に、そうでない物も三日以内に揃えて欲しい」

　速水は、受け取ったリストにざっと目を通していたが、ふと不ふ思し議ぎそうに、その眉まゆを寄せた。

「この、『水すい槽そう』というのは、なんですか？」

「文字通り、そのままの意味の水槽だよ。幅二メートル、奥行き一メートル程度の大きさの物が必要だ。分かりやすく言えば、この二人の体を、それぞれ、そっくり収められるだけの容よう積せきが欲しい」

　目の前の宮内と村むら上かみを示しながら、佐々木は、そう答えた。

「収める……ですか？」

「そうだ。培養液を作って水槽に満たし、その中に、この二人を沈める。そうしないと、移植した細胞に必要なだけの養分が摂せつ取しゆできない。放っておけば、彼らの体自体が食われてしまう」

　佐々木の説明を、速水は怪け訝げんな表情で聞いていたが、

「……分かりました。なんとかしましょう」

　やがて頷うなずくと、吉よし岡おかの方を振り返った。

「吉岡。これを揃そろえられるか？　リストの丸が付いている分は今日中、それ以外は三日以内というのが条件だそうだ」

　吉岡は、コンロのそばで勝手にココアを作っていたが、速はや水みに声を掛けられると、そそくさと立ち上がって、そのリストを受け取った。

「……ほほう。また、妙な品物ばかり並んでますな」

　面おも白しろそうな顔付きでリストを眺めると、

「まあ、大抵のもんは揃えられると思いますが、一応、確認してからでいいでっか？」

　吉岡は、速水を見ながら、軽く握った右手を耳元で振るような手付きをした。電話で外と連絡したいという事だろう。

　吉岡が、辰たつ巳みに通じていたり、警けい察さつに通報して点てん数すう稼かせぎをするつもりだったら……。一かず也やは、ふと、そんな不安に駆かられたが、

「ああ、頼む」

　速水は、ごくあっさりと、頷いて返した。

「んじゃま、ちょっと待ってておくんなさい。すぐ済みますから」

　吉岡はジャンパーのポケットから携帯電話を取り出しながら、倉庫の外へと、小走りにはしっていった。

　その後ろ姿を、なんとなく見送ってから、速水は、佐さ々さ木きを振り返った。

「……あれが揃いさえすれば、宮みや内うちは助かるんですね？」

　念押しするように、そう訊たずねる。

「ああ、大丈夫だ。俺おれが保証するよ」

　佐々木は確信ありげに、そう答えた。

　速水は、続いて藤ふじ岡おかにも目を向けたが、藤岡もまた、無言のまま頷うなずいて返す。

「そうですか……それを聞いて、ほっとしましたよ」

　速水の表情が、僅わずかに緩ゆるむのが分かった。

「そんなに宮内くんの事を気に掛けてたんですか」

　藤岡が、ふと口を開いた。

「ええ、勿もち論ろんですよ。なんと言っても、場所が場所でしたからね」

「場所が？」

　その速水の返答に、今度は藤岡が怪け訝げんな表情を浮かべた。

「ええ。坂さか巻まき病院は私の縄なわ張ばりのようなものですからね。そこで宮内が敵に討うたれたとなると、この失地は取り返せません。斜しや道どうでの私は終わっていましたよ。ですが、生いき延のびてくれさえすれば、対処のしようはまだあります」

「では……友人だから心配だったわけではないんですか？」

　藤ふじ岡おかが眉まゆを寄せると、速はや水みは苦笑しながら、それに答えた。

「確かに、これだけ騒さわがしい男がいなくなれば、少しは寂さびしくなると思いますよ。ですが、そんな情じようだけでは、この世界は乗り切れません。切り捨てるべき時には切り捨てねばならないんです」

　宮みや内うちと速水は長い付き合いだし、損得勘定だけでは割り切れないものが、二人の間には確かにある。だが極ごく道どうの世界に身を置いている以上、そして、宮内志し郎ろうという存在が斜しや道どうの中で占める位置を考えた時、その死がもたらすものを考こう慮りよしなければならないのは当然だった。

『宮内が死んでいたら自分は終わりだった』──速水のその言葉は、誇張でもなんでもない。完全な事実である。そして深く考えもせず、速水をそのような窮きゆう地ちに追い込んでいたのは、ほかならぬ一かず也や自身なのだ。

「確かにその通りだな。情に流されていては、道を踏み外すばかりだ」

　先程の藤岡とのやりとりを思い出したのだろう。佐さ々さ木きは、どこか皮肉な笑えみを、口元に浮かべていた。

　そんな中、藤岡は一人、釈しやく然ぜんとしない様よう子すでいる。

　すると佐々木が、

「そんな事より、武たけ士し、もう一つ、言っておく事があっただろう」

　と、藤岡を促うながした。

「なんでしょう？」

　速水が視し線せんを向けると、藤岡は小さく一つ息を吐いてから、改めて口を開いた。

「実は坂さか巻まき病院に置き忘れてきた物があるんです」

　その言葉に、速水が表情を改めた。

「なにをですか？」

「ノートパソコンです」

「それは……どうしても取り戻さなければならない物なんですか？」

「ええ、研究用のデータが、そのまま入ってますので」

『第二霊れい安あん室しつ』でなにを研究していたか、その痕こん跡せきを残さない事を、藤岡たちは最重要視していた。佐々木に至っては、そのために手しゆ榴りゆう弾だんで『第二霊安室』自体を吹ふき飛ばしたほどだ。

「それで……そのノートパソコンは、いったい、どこに？」

「三〇三号室。例の恵めぐ美みくんの病室です」

　そう言えば、あの時、藤岡と村むら上かみは、四〇二号室に移動する前、恵美の病室にいたのだった。おそらくその時に、三〇三号室にノートパソコンを置いたままにしていたのだろう。

「……今もそのままそこにあるでしょうか？」

「分かりません。ですが……警けい察さつが例の襲しゆう撃げき事件に重点をおいて捜そう査さしているなら、見過ごされている可能性は高いと思います」

「確かに、今回の一件は、入院患者たちには関かかわりのない事ですし、犯人もその目的もはっきりしています。いちいち個々の病室を調べてまわりはしないかもしれませんが……しかし」

　速はや水みは、難むずかしい顔をしている。

「なにか、まずい事でも？」

「ええ、実は……坂さか巻まき病院の院長は、今、警けい察さつ署しよにいるんですよ。やくざとの──つまり、私と、という事ですが──その繫つながりがある事が明らかにされてしまいましてね」

「では、速水さんの方にも警察が？」

「ええ、出頭命令が来ました。ですが、一かず也やからの連絡を受けて、すぐに院長とは口裏を合わせる約束を取り付けておきましたので、藤ふじ岡おかさんたちにまでは、捜そう査さの手は及ばずに済む筈はずです」

「しかし、例の研究室があった事までは……」

「ええ、そこまでは隠かくせません。ですから、別のシナリオが必要です」

「シナリオと言いますと？」

「つまり……私が新薬開発のベンチャー企業に投資し、あの病院で研究させていた。それ自体は違法ではないが、出資相手がやくざであるため、おおっぴらにはしないでいた。そこへ、今日の襲しゆう撃げきがあって、宮みや内うちが逃げ込み、辰たつ巳みの組員たちも研究室にまで押し寄せてきた。私との繫がりの事もあって、研究員たちは巻き込まれそうになり、慌あわてて逃げた……ざっと、そんな感じですね」

「……そんな作り話が、警察相手に通るんですか？」

　藤岡は懐かい疑ぎ的てきな様よう子すだった。

「通してみせます。必要なら、金を使ってもいいですし、場合によっては、藤岡さんたちに背格かつ好こうの似た医学関係の人間をかき集めてきてもいい。ですが……おそらく、今回はそこまでする事もないでしょう。今回の一件では、場所が坂巻病院だったという事以外、私に関かかわりがなかった事は事実ですから」

「そう……ですか」

　ちょうど先程と逆だった。医学的な事に関しては、速水は藤岡たちに頼るしかないが、こと警察への対応に関する事であれば、速水こそがエキスパートなのである。

「そういうわけですから、藤岡さんたちに関してはひとまず安心ですが、院長が警察で事情聴ちよう取しゆを受けている以上、院長経由でノートパソコンを回収する事ができません。我々が取りに行くわけにもいきませんし、人を使うにしても、迂う闊かつな人間を使えば、怪あやしまれるばかりです。坂巻病院は現在、捜そう査さ員いんで溢あふれてますしね」

「となると……やはり、多少無む茶ちやでも、忍び込むしかないか……」

　佐さ々さ木きが、横目に藤岡を見ながら、呟つぶやくように言った。どうやら、強行手段に出る肚はらを決めたようだ。確かに、あの異常な身体能力をもってすれば、警察の囲みをすり抜ける事も、不可能ではないかもしれない。

　だが、その時、

「いや、待って下さい。一つだけ、手がない事もありません」

　ふと思い付いたように、速はや水みが口を開いた。

「どんな方法です？」

　藤ふじ岡おかが速水を見る。

「それほど大したアイディアではありませんが……要するに、病院内の人間に頼むと言う事です。それなら、病院を出入りしても、咎とがめられる事はありません」

「ですが……それは無理だと、今、仰おつしやったじゃないですか」

「ええ、院長経由では無理です。ですから、別のルートを使いましょう」

「……具体的には、どういう事なんです？」

「この間の、公孫樹いちようの会の時、看かん護ご婦ふさんが二人、手伝ってましたね。あの子たちならば、村むら上かみ先生とも親したしかったようですし、我々に関しても、どちらかと言えば、好意を抱いてくれていたようでした。頼めば力を貸してくれると思います」

「だとしても、どうやって連絡を取る？　職しよく員いん名めい簿ぼでも手元にあるのか？」

　佐さ々さ木きが訊たずねると、速水はそこで、妙に面おも映はゆげな表情を浮かべた。

「いえ、そういうわけではないんですが……あの会の時、私が病院の調理場を借りたのを覚えてますか？」

「ああ。そう言えば、そんな事があったな」

　あの時、速水は、折角いい銀ぎん杏なんがあるのだからと、茶ちや碗わん蒸むしを作って、皆に振ふる舞まってくれたのだった。もっとも一かず也や自身は、宮みや内うちに酒を飲まされすぎて、満足に食べる事もできなかったのだが。

「実はあの時、手伝ってくれた看護婦さん──柳やなぎさんだったかな？　彼女に、携帯の番号を戴いただいたんですよ」

　思わぬ告白に、一也は、まじまじと速水を見詰めてしまった。藤岡も佐々木も、驚おどろき半分呆あきれ半分といった表情を浮かべている。

「……なるほど。それが『どちらかと言えば好意』の現れというわけか」

　佐々木が、苦笑を浮かべながら、ゆっくりと首を振った。

「おそらく、こういう世界にいる男が物もの珍めずらしかったんでしょうね。私も自分がやくざだという事は承知してますので、これまで連絡はせずにいたんですが、こういう状況となれば話は別です。彼女に電話して、頼んでみる事にしましょう」

「確かに、そういう事なら、協力してくれる可能性は高そうだな」

　佐々木は、もう一度薄うすく笑ってから、

「では、その件に関しては、その線せんで頼む」

　真顔に戻って、そう言った。
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「や、お待たせしまして、どうも」

　ひょこひょこと、片手で手て刀がたなを切るような格かつ好こうをしながら、吉よし岡おかが戻ってきた。

「どうだ？　揃そろいそうか？」

　速はや水みが訊たずねると、

「任しといてくんなさい。丸が付いてる分だけじゃなく、リストまるごと、今日中に揃えて見せますよ」

　吉岡は、胸を張って見せた。

「……で、揃う事は揃うんですが、問題はお値段の方でして」

　にんまりと笑いながら、吉岡はジャンパーのポケットから、電卓を取りだした。手の中に余りそうな大きさの、随ずい分ぶん、型の古い電卓である。

「とりあえず、リストの上から順に行きますと、最初がこう、次がこのへん、水すい槽そうが特注になるんで加工費追加で大体こう……」

　太い指先でリズミカルにキーを叩たたいていく。それがいかにも楽しそうだった。

「いちいち説明しなくていい。全部ひっくるめて幾らになるかだけ教えてくれ」

「そういうわけにもいかないでしょう。物の値段は交渉で決めるのが市し場じよう原げん理りって奴やつです」

　吉岡は抜け目のない男だが、速水も速水で交渉術には長たけている。速水が吉岡と取引する際には、熾し烈れつな駆かけ引きが繰くり広げられるのが常だった。

　だが、今は、そんな駆け引きに興きようじている場合ではない。

「すまないが吉岡、今回はお前と値段交渉をしている暇ひまはないんだ。言い値を払うから、そっちで数字を決めてくれ」

　吉岡はあからさまに、がっかりしたような表情を浮かべた。吉岡にしてみれば、速水はいい取引相手であると同時に好敵手でもあるらしい。

「言い値ねぇ……。そう言われちゃ、仕方がないなぁ……」

　ぽんぽんぽんとキーを叩くと、吉岡は、電卓の液晶画面を、速水に向けて見せた。

「じゃ、こんなとこで、どうです？」

　その画面を見て、速水は意外そうな顔をした。

「それでいいのか？」

　どうやら、速水の予想より、数段、安い価格が提示されていたようだ。

「困ってる時はお互い様。今日んとこは、商品売るより、恩を売っときますよ」

　吉岡はそう答えると、また、にんまりと笑って見せた。

「……それはまた、高く付きそうだな」

　速はや水みの口元にも、薄うすい笑えみが浮かぶ。

「ところで、それはそれとして、集めた物ブツは、どうすりゃいいんです？　ここに持って来りゃいいんですか？」

「いや、お前の倉庫にいつまでも間借りしているわけにもいくまい。物が揃そろったら、改めて連絡をくれ。運ぶ場所は、その時に伝える」

「って事は、今日中に、ここを引き払うつもりで？」

「少なくとも、明るくなる前にはな」

「さすが速水さん。やる事が早いですな。じゃあ、その時に、あの車も持ってくんですか？」

　吉よし岡おかは、倉庫の入り口の方を示した。一かず也やたちが脱出に使った二台の車の事である。

「あの車は、あとで、別の人間に取りに来させる。処分しておかないとまずいからな」

「スクラップにするんだったら、置いてって下さいよ。あんなんでも、タイヤはまだ新しいし、部品も外しゃ、幾らかになりますから」

「それは構わんが……しかし」

「分かってます。足が付くようなへまはしませんて」

　吉岡の商しよう魂こん逞たくましさに、さすがに速水も呆あきれたようだったが、やがて、

「……好きにしろ」

　根負けしたように、そう答えていた。

　吉岡は満足そうな笑えみを浮かべると、

「それじゃ、今日のうちに間に合うように、あちこち発はつ破ぱ掛けてきます」

　そう言って、一足先に、倉庫から出ていった。お互い堅かた気きではないとはいえ、こんな時間からこき使われるとは、吉岡の部下も大変である。

「……それでは、今からまた、移動する事になるんですか？」

　吉岡とのやりとりを耳に留とめていたのだろう、藤ふじ岡おかが、そう口を開いた。

「ええ、そのつもりでいます。……ですが、移動先の受け入れ準備にまだ二時間ほど掛かる予定ですので、博士たちは、今しばらく寝かせてあげておいて下さい」

　速水は、藤岡と佐さ々さ木きに、そう説明してから、一也を振り返った。

「それから、お前には少し話がある。外に付き合ってくれ」

　宮みや内うちの容よう態だいも確認し、藤岡たちの居場所も準備した。済ませるべき事を済ませたところで、改めて詳しく、一也から経過の報告を聞くつもりでいるのだろう。

「……はい。分かりました」

　一也は頷うなずくと、速水のあとに付き従って、倉庫の通用口へと向かった。
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　倉庫の前には、一台の車が横付けされていた。大型のドイツ車である。運転手の姿が見えないところをみると、どうやら速はや水み自身が運転してきたようだ。甘あま利り以外に運転手役を務める人間がいないわけではないが、極きよく力りよく、この場所を人に知らせないようにしたかったのだろう。

　そのドイツ車の後部座席に並んで座り、一かず也やは速水に、今日、坂さか巻まき病院で目もく撃げきした事を、可能な限り詳しく報告した。

「……つまり、比ひ喩ゆ的てきな意味ではなく、本当に変身したと言うんだな？」

「はい。信じては貰もらえないと思いますが、本当なんです」

　藤ふじ岡おかだけではない。佐さ々さ木きも、変身こそしなかったものの、人間には不可能な跳ちよう躍やく力りよくを見せていた。そして、顔色一つ変えずに、三人を射殺してのけたのである。あの手並みは、一也以上に修しゆ羅ら場ばをくぐりぬけて来た男のそれだった。

　藤岡たちが医学者である事は確かだろう。だが、それだけの存在では、絶対にあり得ない。

　一也の報告を聞いたあとしばらく、速水はなにも話さずにいた。難むずかしい顔で、腕組みをしている。

　やはり、一也の言う事を信じられずにいるのだろうか。妄もう想そうを口走っているとでも思われているのだろうか。

「……あの、速水さん。確かに俺おれは動どう揺ようしてたと思います。ですが、確かに見たものは見たんです。幻覚でも妄想でもありません。本当に見たんです。なんでしたら、岡おか田ださんに聞いて貰もらっても構いません。あの人も見ていたんですから」

　一也がそう言い募つのると、速水は組んでいた腕を解とき、右手を広げて、一也を押しとどめるような手付きをした。

「なにも、お前が噓うそを吐ついているとは思っていない。今、考えていたのは別の事だ」

　速水は座席から身を起こすと、助手席に手を伸ばし、そこに載のせてあった書類の束を、一也の膝ひざの上に放って寄よ越こした。

　書類はクリップで留とめられていたが、一番上の一枚には、『Investigation Report』と記されている。ぱらぱらと中をめくって見たが、書かれているのは、すべて英文だった。

「なんですか？　これ」

「あの三人に関かんする調査報告書だ」

「調査報告……いったい、いつの間に、こんなものを……？」

　報告書の束を手にしたまま、一也は速水を見やった。

「宮みや内うちがあの三人を連れてきた日に、既すでに日本での経歴は洗っておいた。誰だれも偽ぎ名めいは使っていなかったから、そちらの調査は比較的簡かん単たんだった」

　なんでもない事のように、速水は答える。

　確かに、何者とも分からない人間の世話を、いきなり頼まれたのだ。その正体を知りたいと思うのは当然かもしれない。だが、速水がここまで本格的な調査をしていたという事と、それを今の今まで、おくびにも出さずにいた事が、一也には驚おどろきだった。

「藤ふじ岡おかさんと佐さ々さ木きさんは大学の同期だ。専攻はともに医学部だったが、藤岡さんが臨りん床しようの医師を目指したのに対して、佐々木さんは研究畑へと進んだ。その時の佐々木さんが師し事じしていたのが、あの天あま本もと博士だ」

　そこまで話すと、速はや水みは、口元に小さく笑えみを浮かべた。

「いつも我々が見ている姿からでは、とても信じられないが、天本博士は、医学者としては、かなり優ゆう秀しゆうなお人のようだ。先せん鋭えい的てきな論文を、過去に幾つも発表している」

　天本に関しては、一かず也やも、いつも遊んでばかりいるような印象しかなかった。あの藤岡と佐々木が先生として敬うやまっているのだから、それなりに偉い人なのだろうと、漠然と思っていたにすぎない。

「もっとも、遺い伝でん子し研究にはゲノム解析が不可欠だし、それには莫大な予算が必要だ。日本の大学の一教授としては、他たの機関が既に解析したデータを、いわば再利用する事で、独自の研究を進めるしかなかったようだな。……まあ、博士ご自身は、その境遇でも、なんら不満は抱かれずにいたようだが」

　速水は、軽く腕を組み、前を見たまま、話し続けている。

「一方、藤岡さんは、直接患者と向き合っているうちに、現代医学の限界を感じたようだ。今の技術では直せない怪け我がや病気を、なんとか治す事はできないか。そう思っていた時に、佐々木さんを通じて天本博士の研究内容を知り、そこに解決策が見み出いだせると思えたんだろう。藤岡さんは、天本博士の研究チームに合流する事になった。それがちょうど一〇年前の事だ」

　一也は、速水の横顔を見詰めながら、話の続きを待った。

「天本博士ほどではないにしろ、藤岡さんも佐々木さんも、かなり優ゆう秀しゆうな医学者らしい。天本博士を、あの二人がサポートする形になった事で、研究チームの業ぎよう績せきは飛ひ躍やく的に進んでいった。そして、今から八年前、天本博士の研究チームは一つの論文を発表する。分化細胞による生体器官の置ち換かんとその定位というのが、そのテーマだったそうだ」

「それは……いったい、どういう意味なんですか？」

『ぶんかさいぼう』だの『ていい』などと言われても、一也にはなんの事やら、見当も付かない。

「要するに、特殊な細胞を体内に注入する事で、体の壊こわれた部品を分解し、新しく健けん康こうなものに作り替えるという事だ。この方法の優すぐれた点は、分解と作り替えが、並行して徐々に進むため、その過程にあっても、当とう該がい器官が機能し続けるという点にある。従来の移植手術に比べて、人体への負担も少ないし、拒絶反応も起こりにくい」

　法学部を出ているせいか、速水には時々、妙に難むずかしい用語を使う癖くせがあった。そのせいで、折角の解説も、今ひとつ、よく分からない。

「その研究に実用化の可能性があると見たんだろう。アメリカの医い療りよう機関が、天本博士に声を掛けた。そのまま日本にいるよりも、環かん境きようの整った自分のところで、その研究を続けませんかというわけだ。天あま本もと博士はその話を受け、助手二人、つまり藤ふじ岡おかさんと佐さ々さ木きさんと共に、アメリカへと渡った」

「……では、その医療機関とかいうところで、なにかがあったわけですか？」

「いや、まだ続きがある。天本博士をスカウトしたのは、ロスの郊外にある公的な機関で、そこで過ごしていた期間の事はある程度は分かっているんだ。だが、その二年後、今から六年前に、天本博士たちは、もう一度、別の研究所に移い籍せきしている。だが、どういうわけか、そこから先が、まったく分からない。まるで神かみ隠かくしにでもあったように、ぷっつりと消息が途と切ぎれている」

「移籍した先は？」

「その頃ころ、設立されたばかりの、グリーンノアという財団法人がある。そこが有する遺い伝でん子し研究所に移籍したらしいんだが、現在は、研究所も財団法人も存在しない」

「潰つぶれたんですか？」

「そうだ。それも、天本博士たちの移籍後すぐにな。まるで、そのためだけに存在したかのように、あっと言う間に、煙けむりのように消えてしまった」

「……」

「どう調べても、三人の足取りは、それ以上摑つかめなかった。そこで今度は、一いつ瞬しゆんだけ存在した、そのグリーンノアという財団を徹てつ底てい的てきに洗わせる事にした。その結果が、そのレポートだ」

　速はや水みは、一かず也やの手にある報告書を、目め線せんで示す。

「それで……なにが分かったんです？」

「結局、具体的な事はなにも分からなかった。財団に名を連ねていた個人や法人を、一つ一つ調べてみたが、いずれも記き録ろくに名前があるだけで、実体がない。だが、それでも調査を続けるうちに、『シャッフル』という名が浮かんできた」

「なんですか？　それは」

「正体は分からない。実在するのかどうかさえ定さだかではないが……世界規模の投資家連合の名前だそうだ」

「投資家連合というと……株取引とか企業買収とか、そういうあれですか？」

「基本的にはそうだが、規模が違う。私も仕事柄がら、似たような事はしているが、私の相手はせいぜい銀行や公共団体どまりだ。だが向こうは、世界を相手にそれを仕掛ける。それも手段を選えらばずな。たとえば……あくまでも噂うわさだが、この間、中ちゆう東とうで起きた戦争は、原油価格を吊つり上げるために、奴やつらが裏で仕掛けたものだそうだ。つまり、そういう事を、そういう規模でやってしまえる連中という事だな」

「……そんな連中が、本当にいるんですか？」

　自分を守るため、あるいは自分の生き方を守るための戦争ならばまだ分かる。だが金かね儲もうけのための戦争などとは、一也の理解を超えていた。

「あくまでも噂うわさだと言っただろう。それに『シャッフル』が本当に存在するのかどうかさえ、まだ分かってはいない。……だが、そういう組そ織しきが裏にいたとすれば、天あま本もと博士たちの足取りが、あれほど完かん璧ぺきに消されていた事も理解できる。そして、そういう連中なら、優すぐれた戦せん闘とう能力を有する兵士の製造技術は、喉のどから手が出るほど欲しがるだろうな」

　速はや水みは、ゆっくり首を巡めぐらせると、静かに一かず也やを見詰めた。

「では……」

「藤ふじ岡おかさんが変身したというお前のその話、確かに信しんじ難がたい事ではあるが、こうして見てみると、満まん更ざら、あり得ない事でもなさそうだ」

　理由はどうあれ、速水が信用してくれた。それだけで一也は、胸のつかえが取り除かれるような気がした。

　だが、速水の言うような組織が存在するとすれば、このままで済むわけがない。また、やむを得なかったとはいえ、『変身』を一也たちに見せてしまった藤岡が、これまでと同じように速水の庇ひ護ご下かでのんびりと日々を過ごし続けるとも思えなかった。

「……これから、どうするんですか？」

「とりあえず『シャッフル』については、引き続き調査を進めるよう指示はしておいた。だが、それだけだ。直接、我々に関かかわる事ではないし、『シャッフル』が噂うわさ通りの存在なら、向こうは国家すら動かす力を持っている事になる。極きよく東とうの一暴力団の、そのまた下部組織の私ごときでは、なにをどうする事もできはしない。レベルが違いすぎる」

　速水は、ちらりと皮肉な笑えみを浮かべて見せたが、すぐに真顔に戻って、あとを続けた。

「従って、我々が当面すべき事としては、今回の襲しゆう撃げき事件の余波をどう扱うかという事だけだ。一番厄やつ介かいなのは宮みや内うちの件だったが、生きていると分かった以上、本家への言いい訳わけはどうとでもなる。回復してから本人に連絡させるとして、今のところは、辰たつ巳みの目から姿を隠かくしているという事にしておこう。警けい察さつへの対応も、今回はそう難むずかしくはない。辰巳が無む茶ちやをしてくれたお陰だな」

「藤岡さんたちについては？」

「宮内との取り引きは、もう済んでいる。言われた通りに隠かくれ家がを提供し、その見返りも受けた。折角の隠れ家を追い出される事になったのは気の毒だが、それも元はと言えば、宮内の招いた事だ。本来なら、これ以上、藤岡さんたちを保ほ護ごする義理は、私にはない。……だが、藤岡さんが、お前の言うような能力を持っているとすれば、これをそのまま手放すのは惜しいな」

　速水がなにを考えているのか、一かず也やには分かりかねた。

「……と、仰おつしやいますと？」

　だが、一也のその質問に、速水は、はっきりとは答えてくれなかった。

「とにかく、藤岡さんの能力を、一度、この目で確認しておきたい。話はそれからだ」
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　その屋や敷しきは、坂の途と中ちゆうにあった。

　街並みを見下ろせる小高い丘の上で、随ずい分ぶんと見晴らしがいい。付近の住宅も、洒落しやれた外がい観かんに広々とした庭を持つ、高級住宅が多かった。

　藤ふじ岡おかたちの隠れ家として、速はや水みが新しく確保した屋敷は、やや変則的な造りを持っていた。

　丘の傾斜に対して横向きに屋敷が建てられているため、玄関を入った階が、すぐ二階となっているのだ。玄関からまっすぐ延びた廊下には、右手に二部屋、正面に一部屋が面している。そして左手は、一階までの吹ふき抜けとなっていた。

　吹き抜けの下は、板張りの広間となっていて、リヴィングとしても、ダイニングとしても、使えるようになっている。なんでも、この屋敷の元の持ち主は芸術家だったそうで、その頃ころは、この広間をアトリエとして使用していたそうだ。絵画や彫刻のほかに、金属を使ったオブジェの制作も手掛けていて、電気溶接を行うため、電気容量を増やす配はい線せん工事が既すでになされていた。

「なかなかいいところじゃないか。造りも洒落てるし、眺めもいい」

　と、天あま本もとは手放しで喜んでいたし、

「ええ、ここなら特に不自由はないですね」

　と、佐さ々さ木きも満足そうだった。

　一かず也やたちが、この新たな隠かくれ家がに移動してきたのは午前四時頃ごろの事だったが、その時には既すでに、生活に必要な家具や調度品は、すべて揃そろえられていた。昨日の夕方から深夜に掛けて、大急ぎで受け入れ準備をさせた、その結果である。

　部屋割りも既に決められていて、二階の一番端はし、つまり玄関に一番近い部屋が一也、その隣となりが岡おか田だ由ゆ利り子こ、廊下の突き当たりの部屋が天本、藤岡と佐々木は一階の部屋をそれぞれ割り当てられていた。

　吉よし岡おかに依頼していた品物が届いたのが、午後二時過ぎ。藤岡たちは、早速、水すい槽そうの組み立てと、そこに満たす培養液の調合に掛かった。

　岡田由利子は、一階にあるキッチンで、食器や調理器具の点検をしている。自宅に戻りたいと言い出しても、しばらくは引き留とめておくよう、一也は速水から指示されていたが、今のところは、由利子にその気はないようだった。

　速水自身は、この屋敷にはまだ来ていない。吉岡の倉庫を離はなれる時から、別行動を取っている。甘あま利りも速水に付き従ったため、残されたのは、一也一人だった。

　一也が残されたのは、負傷した右足のために静養が必要だったという事もあるが、それはむしろ藤岡たちに対する、表向きの理由だった。一也は、速水から、藤岡たちの動向から目を離さぬよう命ぜられていたのである。

　だが、その藤岡たちは、吉岡の物資が届いてから、機材の設置と調整に掛かりきりだったし、藤ふじ岡おかの性格からしても、重じゆう態たいの宮みや内うちや村むら上かみを置き去りにして姿をくらますといった事は考えにくい。今すぐどうこうという事はなさそうだった。

　手持ち無ぶ沙さ汰たな事もあり、一かず也やは広間の隅に置かれたソファに座って、テレビを観みる事にした。昨日の襲しゆう撃げき事件がどう報道されているのか、それを知りたかったのである。

　ワイドショーを流している時間帯という事もあってか、ほぼすべての局で、昨日の事件を扱っていた。

　ほんの半月前に、宮内による、辰たつ巳み本家への殴り込みが事件になったばかり。その記き憶おくも冷さめやらぬうちの、今回のこの事件である。報道もかなり過熱気味だった。あの、ひっそりとした坂さか巻まき病院が、今は報道陣でごった返している。その様よう子すが、何度となく、テレビの画面に映しだされていた。

　昨夜ゆうべ、速はや水みが言っていたように、事件の概がい要ようとしては、辰巳組が宮内志し郎ろうを襲おそったという事で、警けい察さつもマスコミも、見解は一致しているようだった。

　事件当時、坂巻病院に居合わせた人間へのインタビューもあったが、病院の人間も患者も、銃撃戦が始まったと知るや、巻き添ぞえにならないようにする事に必死だったようだ。どんなに恐ろしい経けい験けんだったかを語る者はいても、現場そのものをはっきりと見ていた者はいない。一也があの銃撃戦に参加していた事も、少なくとも今のところは、明らかにされずに済んでいた。

　辰巳組の組長、辰巳十じゆう郎ろうは、既に警察に身み柄がらを拘こう留りゆうされている。今回の襲撃の指示を出した者として逮たい捕ほされたわけだが、辰巳十じゆう郎ろうは逃げも隠かくれもせず、逮捕を受け入れたそうだ。もっとも、その後の取り調べには、頑がんとして口を割らずにいる。

『……関係筋によりますと、辰巳組組長の命令はまだ生きており、武装した辰巳組組員たちは街中に潜せん伏ぷくしつつ、宮内志郎の行方ゆくえを追っているのではないかとの見方が強まっています。これまでお伝えしたように、今回は平へい穏おんな病院で、突然、銃じゆう撃げき戦せんが勃ぼつ発ぱつしたわけですが、今後も似たような事件が起こる可能性が残されています。外出の際には、くれぐれもお気を付け下さい』

　画面の中のアナウンサーは、最後にそう告つげて、ニュースを締しめくくっていた。
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　速水が屋や敷しきにやってきたのは、その日の午後一〇時過ぎだった。

　天あま本もとは既すでに就しゆう寝しんしており、由ゆ利り子こも、夕食の片付けを終えたあとは、割り当てられた自分の部屋で休んでいる。広間に残っていたのは、一也のほかには、藤岡と佐さ々さ木きの二人だけだった。

　おそらく、事じ態たい収しゆう拾しゆうのために、昨夜ゆうべからずっと走りまわっていたのだろう。速水の表情には疲労の色が滲にじんでいた。だが、着込んだスーツには乱れもなく、背筋をぴんと伸ばしたその姿勢も、いつも通りだった。

「お探しの物は、これでよろしいですか？」

　一階の広間へ降りてくると、速はや水みは手にしていた物を、藤ふじ岡おかに差し出した。Ａ４サイズのノートパソコンと、聴ちよう診しん器きのような器具である。

「ええ、それです」

　藤岡は、水すい槽そうのそばから離はなれて速水を迎えると、その手からノートパソコンを受け取った。

「一応、中も改めてみて下さい」

「ええ、そうですね」

　速水の言葉に頷うなずくと、藤岡はソファセットの方へと移動し、ノートパソコンをテーブルの上に広げて、早速、起動した。

「また随ずい分ぶんと早かったな」

　画面のチェックをしている藤岡を横目に見てから、佐さ々さ木きが速水に話し掛けた。

「ええ。朝方、連絡を入れたら、今日は昼番だと言う事でしたので、勤きん務むが終わってから持ってきて貰もらえるように頼みました。……お陰で、今日の夕食はフランス料理でしたよ」

　速水は軽く笑った。

「俺おれたちの事や、村むら上かみくんの事について、しつこく訊きかれなかったか？」

「確かに、村上先生の事は心配してましたね。元気でやっているから心配はいらないと答えておきましたが」

　速水はそう答えると、佐々木の背はい後ごに、ちらりと視し線せんを動かした。

　そこには、足場のしっかりした台に置かれた、二つの水槽がある。薄うす緑みどりの溶液に満たされたその中で、宮みや内うちと村上が静かな眠りに就ついていた。口元には呼吸用のマスクが着けられ、体の各部には生体活動を計るための電極が貼はり付けられていたが、それ以外は、なにも身に着けてはいない。包帯すらも解ほどかれ、銃じゆう創そうがそのまま露あらわになっていた。

　速水は、ゆっくりと水槽に歩み寄ると、その中の宮内を見下ろした。

「……どのくらい、このままの状じよう態たいが続くんですか？」

「とりあえずは二週間というところだ。その後は様よう子すを見ながら、随時、調整を進める」

「……そうですか。とにかく、この二人の事は先生方にお任せします。必要な物があったら、また、なんでも言って下さい」

「ああ、その時は、また頼むよ」

　そうこうするうちに、藤岡もノートパソコンのチェックを終えたようだ。

「大丈夫だ。壊こわれてもいないし、誰だれかにデータを覗のぞかれた形跡もない」

　藤岡は佐々木に頷うなずいてみせた。

「柳やなぎさんの話によると、そのノートパソコン、例の恵めぐ美みくんが、大事に保管してくれていたようですよ。柳さんが受け取りに行っても、なかなか渡してくれなくて大変だったと言ってました」

「そうでしたか……。そう言えば、彼女の治ち療りようもまだ途と中ちゆうだ。なんとかしてやらないと」

　速はや水みの説明に、藤ふじ岡おかは思い耽ふけるように呟つぶやいた。

「その気持ちも分からんではないが、今は無理だ。少なくとも、昨日の事件のほとぼりが冷めるまで、坂さか巻まき病院には近付かない方がいい」

「……そうだな」

　佐さ々さ木きの言葉に、藤岡は静かに頷うなずいた。

　そんな二人をしばし眺めてから、速水がおもむろに口を開いた。

「実は、その件に関して、お二人にお願いがあるのですが、聞いて戴いただけますか？」

　藤岡と佐々木が、同時に速水を見た。

「……なんでしょう？」

　そう言葉に出して訊きき返したのは、藤岡だった。その表情に、警けい戒かいの色が浮かんでいる。

「実は、辰たつ巳み組ぐみが放った宮みや内うちへの刺し客かくは、昨日の連中だけではないようなんです。我々で探ってみたところ、辰巳組系の組員のうち、居所の摑つかめない人間が三〇人ほどおります」

「ああ、そう言えば、そんなニュースをさっきやっていたな」

　そう答えたのは、今度は佐々木だった。

「……だが、それが俺おれたちと、どんな関係がある？」

「辰巳十じゆう郎ろうが逮たい捕ほされた今、彼らに停止命令を出す者はいなくなりました。最後まで宮内を狙ねらってくる事でしょう。昨日のやり口を見ても、彼らの執しゆう念ねんにはただならぬものがあります。この隠かくれ家がも、いつ突き止められないとも限りません」

「……それで？」

　眼鏡めがね越しの佐々木の目が、無表情に速水を見詰めている。

「宮内や村むら上かみ先生がこんな状じよう態たいでは、次に襲おそわれたら、逃げ切る事はできないでしょう。つまり、襲われてからでは遅い。その前になんとかしなければならないわけです」

「……だから？」

「現在、うちの人間で、辰巳の残党の潜せん伏ぷく場所を探っています。そして見付け次第、今度はこちらから襲しゆう撃げきを掛ける事になっているのですが……なんと言っても、向こうも武装しておりますので、まともにぶつかっては、こちらにも多大な損害が出てしまいます」

「……要するに、なにを言いたいんだ？」

　相変わらず無表情のまま、佐々木が、先を促うながした。

「そこで、お二人のお力をお借りしたいわけです。一かず也やの報告によれば、あなた方は、こうした事に長たけた特殊な能力をお持ちのようだ。あなた方なら、辰巳の残党を片付ける事など、赤あか子ごの手を捻ひねるようなものでしょう。無用な怪け我が人にんを増やさないためにも、ぜひ、あなた方のお力をお借りしたい」

　藤岡の表情が険けわしくなった。

「……つまり、やくざ同士の抗争に手を貸せと、そう言うんですか？」

「辰たつ巳みの狙ねらいは既すでに、斜しや道どうではなく宮みや内うち個人となっています。ですからこれは、最も早はや、抗争ではありません。我々がしようとしているのは、単に理不尽な襲しゆう撃げきに対する自じ衛えい行動です」

「ならば、居場所が分かったところで、警けい察さつに通報すればいい。そうすれば簡かん単たんに片が付く。君らが手を下す必要はない筈はずだ」

　やや語調を荒げた藤ふじ岡おかに対し、速はや水みの口く調ちようは、あくまでも穏おだやかだった。

「確かに効率から言えば、その通りですが、警察の力を借りるのと我々が独力で片付けるのとでは、斜道内での重みが違ってきます。私の縄なわ張ばり内で宮内が襲おそわれたというだけで、かなりのマイナスポイントですのでね。ここは少しでも、それを取り戻しておかなければ」

　速水の状況説明は、必ずしも、口から出任せというわけではなかった。

　辰巳の残党がいまだに宮内を狙っている事も事実だったし、斜道が総出で辰巳の残党の行方ゆくえを追っている事も事実だ。坂さか巻まき病院で宮内が襲われた事が速水の立場を危あやうくしている事も、その残党を速水が片付ければある程度の失地回復ができるだろう事も、噓うそではない。

　だが、これまでの速水であれば、その種のスタンドプレイには、決して走らなかった筈だ。

　速水組が独力で辰巳の残党を排除すれば、確かに、斜道内での一定の評価は得られるだろうが、それは反面、警察の手入れを受ける事ともなってしまう。速水の凌しのぎのやり方からすれば、そちらのマイナスポイントの方が遙はるかに大きいからだ。

　今回の場合、重要なのは辰巳の残党の脅きよう威いを取り除く事であって、それが達成できさえすれば、誰だれがその手て柄がらを立てようと構わないのである。普ふ段だんの速水であれば、情報収集や襲撃計画の立案といったサポート面だけに徹てつし、襲撃の実行は他たの血気盛んな組に任せていたに違いない。言わば、名を捨てて実を取るのが、いつもの速水のやり方だった。

　だからこそ速水は、警察の世話にならない、ある種クリーンなやくざでいられたのだし、そういった自分の手を汚さないやり方が、阿あ部べを初めとする武ぶ闘とう派連中から嫌われている点ともなっていたのだ。

　その速水が、今回に限り、やり方を変えている。それはもちろん、藤岡たちの存在があるからだった。現在の状況を利用して、彼らの戦せん闘とう能力を見み極きわめようとしているのである。

　だが、速水はそのつもりであっても、藤岡たちがそれを受け入れるかどうかは、また別の問題だった。藤岡たちがこれまでその能力をひた隠かくしにしていた事、また、昨日の襲撃事件以来、藤岡が一切その事に触れようとしない事などを考えると、藤岡が速水の要求を聞き入れてくれる可能性は、限りなく低いように、一かず也やには思える。

　そして一也のその予想を裏付けるように、藤岡は険けわしい表情を崩くずさずにいた。

「どうでしょう？　お二人のお力、お貸し願えませんでしょうか？」

　速水が、改めて要よう請せいする。

「申もうし訳わけないが……」

　藤岡が拒絶しようとした時、

「いいだろう」

　その言葉と重かさなるように、佐さ々さ木きが答えた。

「……隼はや人と!?」

　驚おどろいたように、藤ふじ岡おかが、佐々木を振り返る。

「この男の言う事にも一理ある。折角、落ち着き先が決まって、博士も喜んでるんだ。ここからまた逃げ出さなければならなくなるような目には遭あわせたくない。それに、この男には借りもある事だ。ここらで少し返しておくのも悪い事じゃないだろう」

「しかし……」

　藤岡は反論しようとしたが、それを封じ込めるように、佐々木は更に言葉を重ねた。

「嫌いやならお前は来なくてもいい。やくざの相手ぐらい、俺おれ一人で充分だ」

「隼人……」

　意見の食い違いを見せる二人を、速はや水みは冷静に観かん察さつしていた。

「佐々木さんお一人で充分だと言う事であれば、私はそれで構いません。では、そういう事でお願いしてよろしいですか？」

「ああ」

　佐々木は、藤岡から速水へと視し線せんを戻すと、静かに頷うなずいた。

「では、奴やつらの居所が摑つかめ次第、改めてお迎えに参ります。その時はどうかよろしく」

　速水は、佐々木と藤岡、それぞれに軽く会え釈しやくすると、そのままくるりと踵きびすを返した。一かず也やに目顔で頷うなずき掛け、玄関へ続く階段へと向かっていく。

　一方の佐々木も、それで話は済んだとばかりに、さっさと水すい槽そうに向き直っていた。速水が訪れる前と変わらぬ無表情で、宮みや内うちたちの容よう態だいの監かん視しに戻っている。

　互いに背を向け合った速水と佐々木の間で、藤岡だけが、ただ一人、険けわしい表情を浮かべ続けていた。
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　藤ふじ岡おかと佐さ々さ木き。二体の異い形ぎようが、闇やみの中を駆かけ抜けていた。

　辰たつ巳み組ぐみが秘密のアジトとして使っていた、郊外の一軒家──そこを舞ぶ台たいに、今、殺さつ戮りくの嵐あらしが吹ふき荒れていた。電源を落とした上で、正面から藤岡、裏口から佐々木が、挟きよう撃げきを掛けたのである。

　アジトに集つどっていたのは、辰巳組が、世せ間けん体ていも警けい察さつへの言いい訳わけもかなぐり捨て、ただ宮みや内うちを仕し留とめる事だけを唯ゆい一いつ絶対の目的として放った、特攻部隊である。辰巳組の中でも肚はらの据すわった、精せい鋭えい中ちゆうの精鋭であり、豊富な銃器を貸たい与よされてもいた。

　その男たちが、まるで枯れ木のように、あっさりと打ち倒されていく。

　拳けん銃じゆうを撃うち、ショットガンを撃ち放っても、効果がない。疾しつ風ぷうのような二人の動きを捉とらえる事ができないのだ。放たれた弾だん丸がんは、ただ徒いたずらに、同士討うちを産むのみだった。

　対する二人は、その懐ふところに滑すべり込み、一いち撃げきで相手を仕し留とめていく。

　二人が飛び込んでから、最後の組員が倒れ伏すまで、ものの五分と掛からなかった。生き延のびた者も、逃げ出す事に成功した者も、誰だれ一人としていない。まさに一いち網もう打だ尽じんだった。

「……これが、現実の光景なんですか……」

　中なか屋や敷しきが、詰めていた息を、そっと吐いた。

　一かず也やたちがいるのは、『速はや水み経営コンサルタント』の本社ビル。その最上階の会かい議ぎ室である。

　壁かべ際ぎわには、36型のワイドテレビが置かれており、それを囲むように、ソファが並べられていた。

　テーブルの上に置かれていたリモコンに、速水が無言のまま、手を伸ばす。

　巻き戻した上で、もう一度再生ボタンを押すと、画面の中に、再び、アジト襲しゆう撃げきの模も様ようが、最初から映し出された。

　自らの持つ情報網を駆く使しし、警察にも斜しや道どう本家にも先さき駆がけて、辰たつ巳みの特攻部隊のアジトを見付け出したのは速水だった。そして速水は、特攻部隊の殲せん滅めつを佐々木と藤岡に依頼し、同時に、その様よう子すをカメラに収めるよう、一也に命じたのである。

　赤せき外がい線せんを利用した夜間モードで撮さつ影えいのため、画面に映る映像には、色が付いていない。迸ほとばしる鮮せん血けつも、漆しつ黒こくの墨すみのようだ。それが逆に、一種異様な生なま々なましさを醸かもし出していた。

「確かに凄すさまじい──恐るべき力だ」

　速はや水みが、呟つぶやくように感想を漏もらしたのは、二度目の再生が終わってからだった。

「宮みや内うちが夢中になるわけだな」

　速水に視線を向けられ、一かず也やは無言で頷うなずいた。

　宮内は、渡米中にマフィアと悶もん着ちやくを起こし、殺されそうになったところを、藤ふじ岡おかたちに助けられたのだと言っていた。

　その話を聞いた時は、どういう意味なのか、一也は量りかねていた。藤岡たちのような医学者がマフィアを前に、なにをどうこうできるとも思えなかったからである。なんらかの比ひ喩ゆ的な意味か、さもなければ、宮内一流のジョークだと思っていた。

　だが、藤岡と佐さ々さ木きのあの姿を見た今では、宮内の言葉の意味がよく分かる。

　おそらく宮内は、文字通りの意味で、藤岡たちに窮きゆう地ちを救われたのだろう。藤岡と佐々木の戦せん闘とう形けい態たいを目もく撃げきし、その超人的なパワーを目まの当たりにして、宮内はその力を、自分も手に入れたいと思ったに違いない。だからこそ、宮内は、藤岡たちに付きまとい、『手術』をせがんでいたのだ。

「……確か宮内も、『特殊な手術』を受けたんだったな？」

「ええ」

「と言う事は、あいつも今は、この力を得たんだろうか？」

「……おそらくは」

　はっきりとした事は分からないが、藤岡がそれを躊躇ためらい続けていた事からしても、その可能性はかなり高いように、一也には思えた。

「だとすれば……その手術を受けさえすれば、誰だれでもこの力を得る事ができると言うわけか……」

　速水の手が再びリモコンを操そう作さした。

　ワイドテレビの画面に、三度、襲しゆう撃げき映像が映し出される。

　まるで昆虫のような外がい殻かくに身を包んだ藤岡の戦闘形態。

　そして、その装そう甲こうを更に分厚く、頑がん丈じようにしたような佐々木の戦闘形態。

　その闘たたかいぶりを見る限り、機敏さでは藤岡の方だが、その分、佐々木の方がパワーには勝まさっているようだった。

　画面に映るその二人の姿を、速水は、じっと見み据すえている。

「……なにを考えてらっしゃるんです？」

　一也には、それが気になってならなかった。

　速水は、画面を一時停止させると、ぽつんと呟つぶやくように、口を開いた。

「阿あ部べが本家の若わか頭がしらに就しゆう任にんした時、奴やつに呼び出された事があったな。覚えているか？」

「……ええ、覚えています」

　本家幹部会での熾し烈れつな選せん挙きよ戦せんにおいて、速はや水みが擁よう立りつした候補は、阿あ部べに敗れた。

　前々から速水に反感を抱いていた阿部が斜しや道どう本家の実権を握った事により、速水の立場は危うくなり、その打開策を宮みや内うちに求める事で、藤ふじ岡おかたちとも関かかわりを持つことになったのだ。

　思えばそれが、すべての始まりである。忘れられるわけがなかった。

「あの時、奴やつが口にした言葉の中に、一つだけ、正しい事があった。なにか分かるか？」

「……いえ」

「金の力だけでは、この世界でのし上がる事はできない……そう言った事だ」

「ええ、それは覚えています。ですが、それは……」

　結果的に阿部が勝ったから言える事であって、真理と言えるような言葉ではない筈はずだ。

　先の選挙戦に勝つために、速水は金を使ったが、阿部は武力を使った。己おのれの武力を背景に、反対派を黙だまらせ、文字通り力ずくで、若わか頭がしらの地位を奪い取ったのである。そんな男の言葉を速水が気に留とめていたとは、一かず也やには意外だった。

　だが、速水は、ゆっくりと首を振った。

「いや、奴の言う通りだった。人を動かすには、金よりも暴力だ。味方になる利益を説とくよりも、敵にまわした時の不利益を思い知らせた方が、効果がある。あの選挙戦で破れた時、つくづくそれを思い知らされたよ」

　速水の口元に、自じ嘲ちようの笑えみが浮かんだ。

「私は見誤っていたんだ。人間というものは、損得を明確に示してやりさえすれば、得な方を選えらぶものだと、そう思っていた。だが……実際はそうではなかった。私が組の実権を握っても、報復などしないと説明しても、信用しない。これからの組の運営方針を示し、業務の拡大プランを示してやっても、理解できない。なにが得でなにが損なのか、それすら奴らには判別できないんだ」

　いつになく饒じよう舌ぜつな速水を、一也は軽い驚おどろきとともに、見詰めていた。

「奴らには、先の事が分からない。今、目に見える事でしか、損得の判断ができない。嘆かわしい事だし、情なさけない事でもあるが、それが現実だ。そして、そいつらを相手にしなければならない以上、我々も、それに合わせるしかない。阿部よりも強い力、敵対すれば破滅すると、奴らが恐れおののくほどの武力を、見せてやるしかない」

「つまり、今後は方針を変えるという事ですか？」

　中なか屋や敷しきが、速水に問い掛けた。

　凌しのぎに暴力を使わず、警けい察さつに摘発の口実も与えない。法律を破らず、法の穴を逆に利用して、利益を上げていく。それがこれまでの速水のやり方だった筈だ。その方針を、速水は一八〇度転換するつもりなのだろうか。

　速水が、中屋敷に目を向ける。

「単に武力を蓄たくわえるだけならば、話は簡かん単たんです。我々には、阿あ部べに数倍する資金力がある。その金で兵隊を集めればいい。ですが、数に頼るのでは、阿部と同じです。頭もなければ自制心もない、暴力だけが生き甲が斐いのような連中を大量に抱え込むような愚ぐだけは、避さけたかった……。私が欲しかったのは、全ぜん幅ぷくの信頼のおける戦士です。誰だれにも負けぬだけの武力を持ち、それでいて、どんな時でも冷静さを失わない。そんな人間でなければ、ものの役には立たない」

「ちょうど高たか杉すぎくんのような、ですか？」

「ええ、そうです」

　中なか屋や敷しきの言葉に、速はや水みが、横目に一かず也やを見た。

「……ですが、一也一人では、阿部に対抗する事はできません。かと言って、一也のような男が、そうそう見付かるわけもない。あるいは、あとあと問題を起こされる事は承知の上で、数に頼るしかないかと、そう思っていたところでした。……ですが」

　速水の視し線せんが、再び、テレビの画面に向けられた。

「……この力があれば、話は違う。戦せん闘とう能力と信頼性、二つを兼かね備えた人材はいなくても、この技術があれば、信頼できる人間を戦士に仕立て上げる事ができる。私の理想とする少数精せい鋭えいの戦闘部隊を、この技術があれば創つくり上げる事ができる」

　中屋敷が、釣られたように画面に目を向け、そして再び、速水を振り返った。

「つまり……『超人部隊』を創設する、と？」

　速水の口元に、あるかなきかの笑えみが浮かんだ。

「中屋敷さん。今現在、我々が用意できる資金はどれくらいになりますか？」

「自前で、という事ですか？」

　中屋敷が訊きき返す。

「ええ、紐ひも付つきの金は使いたくありません。他ほかからの融ゆう資しなしで、あくまでも我々が自力で用意できる金きん額がくの高をお願いします」

「と言う事になりますと……」

　中屋敷は、背広のポケットから使い込んだ電卓を取り出すと、軽やかな指の動きで、キーを叩たたいた。

「あくまで概がい算さんですが……ざっと四〇億おくと言ったところだと思います」

「四〇ですか……もう少しあると思いましたが」

「ええ、もちろん、不動産や有価証券など、資産価値としての額面であれば、もっとありますが、急場に金に換かえるとなると、どうしても買い叩かれますからね。それを計算に入れると、だいたい、このあたりに落ち着くかと思います。……もう少し時間を戴いただければ、もっと詳しい数字も弾はじき出せますが」

「では、そちらの方はよろしくお願いします。それと、坂さか巻まき病院に設置した研究所を、規模を拡大して再建するとして、それに相応ふさわしい容いれ物の候補も、当たっておいて下さい」

　どうやら速はや水みは、中なか屋や敷しきの言う『超人部隊』を、本気で創つくり上げるつもりでいるらしい。

　今は一段落したとは言え、阿あ部べが速水を潰つぶすつもりでいる事は明らかなのだ。それに対する備えを整えるのは急務だったし、藤ふじ岡おかたちの持つ『あの力』が、そのために効果的である事も、また事実である。

　資金の調達、超人候補の選せん定てい、体制が整うまでの秘ひ匿とく措置など、その実現までにクリアしなければならない問題も多いが、速水も中屋敷も、そうした実務処理には長たけた男だ。二人が揃そろって事に当たるのなら、不可能ではあるまい。

　だが、大きな問題が、ひとつ残っている。

「藤岡さんたちが、果たして、協力してくれるでしょうか？」

　藤岡も佐さ々さ木きも、これまで、自分たちの研究内容をひた隠かくしにしてきたし、おそらくは、これからも、それを公開するつもりはあるまい。

　ことに藤岡は、宮みや内うちの要よう請せいを拒こばみ続け、瀕ひん死しの宮内を救うために、やむなく施せ術じゆつしたあとでも、それを悔くいている節ふしがある。その藤岡が、自分たちの研究成果を、やくざ同士の抗争の道具に使わせるような事を許可するとは、一也には到底、思えなかったのである。

「お前の言いたい事は分かるが、藤岡さんたちにしろ、これからの身の振り方には困っている筈はずだ。新しく研究所を用意してやると言えば、案外、簡かん単たんに受け入れてくれるかもしれん。それに……」

　速水はそこで言葉を切り、唇くちびるの端はしに、薄うすい笑えみを浮かべた。

「まあ、とにかく、一度、話してみる事にしよう。甘あま利りに車の用意をするように言ってくれ」

「……分かりました」

　一也は頷うなずき、速水の指示を伝えるために、ソファから立ち上がった。




　　　　二




　……薄うす緑みどり色いろの水溶液に満たされた水すい槽そうの底で、宮内と村むら上かみは眠りに就ついていた。

　口元に装着された呼吸用のマスク以外には、二人ともなにも身に着けていない。かすかな呼吸音とともに、裸はだかの胸が、ゆっくりと上下しているのが、水槽のガラス越しに見て取れた。

「容よう態だいの方はどうですか？」

　覗のぞき込んでいた水槽から顔を上げ、速水が、佐々木の顔を窺うかがった。

「見ての通りだ。傷口も塞ふさがったし、体内の細胞置ち換かんも、順調に進んでいる。今のところ、なにも問題はない」

　佐々木の返答は、いつもながらに淡々としていた。ほんの数日前に、あれほどの殺さつ戮りくを行った男とはとても思えない。ポーカーフェイスと言うより、感情と言うものが、そもそもないのではないか。この男を見ていると、一也は時々、そんな気になる。

　宮内と村上の裸ら身しんには、ところどころに、ピンクの染しみのようなものが浮き上がっていた。坂さか巻まき病院で受けた銃じゆう創そうを盛り上がった肉が塞ふさぎ、新たな皮ひ膚ふがそれを覆おおい隠かくしている。驚おどろくべき回復速度だった。

「目を覚ますのはいつ頃ごろになります？」

「この分なら、あと一週間もすれば、一度、外に出す事はできるだろう。細胞が完全に安定するまでは、まだ二ヶ月程度は見ておいて貰もらわなければならないが」

「あと一週間ですか……」

　佐さ々さ木きの返答に、速はや水みがかすかに眉まゆを寄せた。

「なにかまずい事でもあるのか？」

　佐々木が、怪け訝げんそうに、速水を見返した。

「ええ。宮みや内うちの方は、姿を隠していた方がいい立場ですから面めん倒どうはないんですが、村むら上かみ先生の方はそうはいきません。警けい察さつも行方ゆくえを捜さがしていますし、あまり行方不明の状じよう態たいが長引くと、面倒な事になります」

　村上に関しては、後ろめたい事はなにもない。重傷を負った村上を助けただけだ。問題があるとすれば、そのために取った方法が、公おおやけにできない手術であったという事である。

「今、起こせば死ぬだけだ」

「……仕方ありませんね。なんとかもう少し、引き延のばしてみましょう」

　佐々木の簡かん潔けつな返答に、速水は溜ため息いき混じりに頷うなずいた。

「あの……紅茶が入りましたけれど」

　一かず也やたちの背はい後ごで、遠えん慮りよがちな声が聞こえた。

　岡おか田だ由ゆ利り子こである。

　振り返ると、窓まど際ぎわのソファセットのテーブルの上に、五人分の紅茶が用意されていた。受け皿に載のせられたカップからは、白い湯ゆ気げが立ち上っている。

「わざわざ、ありがとうございます」

　速水は、エプロン姿の岡田由利子に礼を述べてから、改めて、佐々木に目を向けた。

「では、折角ですから、あちらに席を移しましょうか」

「ああ、そうだな」

　頷いた佐々木が、奥の壁かべを振り返った。

「おい、武たけ士し。いつまでも仏ぶつ頂ちよう面づらしてないで、お前も来いよ」

　腕組みをして壁に寄り掛かっていた藤ふじ岡おかが、じろりと佐々木を見返す。

　この日、速水と一也がアトリエを訪れて以来、藤岡はまだひと言も口を利いていなかった。眉み間けんに皺しわを寄せ、速水と佐々木のやりとりを、ただ眺めている。坂巻病院からの脱出、辰たつ巳み組ぐみのアジト襲しゆう撃げきと、変身を重かさねるごとに、藤岡の憂うれいが増していっているように、一也には思えた。

　だが、それでも、佐々木に誘さそわれると、藤岡は無言のまま壁かべ際ぎわから身を起こし、ソファセットの方へと向かった。

「やあ、先にやらせて貰もらってるよ」

　とっくの昔にソファに陣取っていた天あま本もとが、速はや水みを見上げた。その手に摘つままれているのは、速水が手て土産みやげに持参した、クッキーである。

「ええ、ご遠えん慮りよなく、どうぞ。博士のためにお持ちしたようなものですから」

　穏おだやかな笑えみで返しつつ、速水が、天本の向かいの席に座る。

　佐さ々さ木きは天本の右みぎ隣どなりに座り、左隣には藤ふじ岡おかが腰をおろす。全員が着席するのを待ってから、一かず也やも、速水が座っているソファの、一番端に座った。

「あの、岡おか田ださん。申し訳わけないのですが、少しの間、席を外して戴いただけますでしょうか？」

　速水が由ゆ利り子こに顔を向ける。

「あ、はい、分かりました。それじゃ、私、部屋に戻ってますね。お代わりは、このポットに入ってますから」

　由利子はテーブルの端に、陶とう器きのポットを置いてから、その場を離はなれていく。

　階段をのぼっていった由利子が、自分の部屋に入るのを待ってから、速水は改めて、天本たちに向き直った。

「まずは、先日のお礼を言わせて下さい。お二人のお陰で、大変助かりました」

「なに、あれぐらい、大した事じゃないさ」

　カップを手にした佐々木が、うっすらと笑った。

　一方の藤岡は、無言のままだ。

「うん？　なにかあったのかい？」

　天本が、左右に座っている佐々木と藤岡を、交互に見た。

　辰たつ巳み組ぐみのアジト襲しゆう撃げきに関かんしては、藤岡と佐々木だけとしか話をしていない。由利子はもちろん、天本にも内密の取り引きだったのだ。

「いえ、大した事じゃありませんよ」

　速水を見み据すえたまま、藤岡が、低く答える。

「頼まれて、ちょっと力仕事をしただけです」

　反対側からも、佐々木が、そう答えていた。

「そうか……。まあ、速水くんのお役に立てたのなら、結構な事だな。彼にはいつも世話になってる事だし」

　天本が、さくりと、クッキーを嚙かみ砕くだく。

「ええ、そうですね」

　佐々木の口元に、やや皮肉な笑えみが浮かんだ。

「ところで博士、このアトリエの住み心地はいかがですか？」

　佐々木の皮肉な視し線せんと、藤岡の不快そうな目付き、その双方を黙もく殺さつして、速水が、天本に話し掛けた。

「満足しとるよ。なかなか閑静な佇たたずまいだし、ベッドもふかふかだしな」

「ですが、ご不満もおありなんじゃありませんか？　ここでは博士のご研究も満足には進められないでしょうし」

「まあ、それは確かにそうだが、居い候そうろうの身で、そうそう贅ぜい沢たくは言えんよ。君には一度、世話になってる事だしな」

「いえ、そんなお気き遣づかいは無用です。博士のお役に立てるのでしたら、私も光栄ですから。……どうでしょう、よろしければ、ご入り用の研究機材一式、もう一度、私に揃そろえさせて戴いただけませんでしょうか」

「本当かね？」

　天あま本もとが、その目をまん丸に見開いた。

「ええ、もちろんですとも。博士さえ、よろしければですが」

「……だが、無条件に、ではないだろう？」

　口を挟はさんだのは、佐さ々さ木きである。

　速はや水みが、天本から佐々木へと、その視線を移した。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに申しましょう。私は、あなた方の研究内容とその成果に、大変興きよう味みを持ちました。その力を我々に貸して戴きたい。そうして戴けるのであれば、あなた方の身の安全は今後も私が保証しますし、ご研究を続けるために必要な環かん境きようも、可能な限り整えて差し上げます」

　天本の隣となりで藤ふじ岡おかが、そっと息を吐いた。『やっぱりか……』とでも言いたげな表情である。

「俺おれたちに、君らの組の用心棒になれとでも言うのか？」

　佐々木が皮肉な調子で切り返してきたが、速水はあくまでも真しん摯しな態たい度どと口く調ちようで、それに答えた。

「いえ、とんでもない。そんな事で皆さんのお時間を取らせるような事になっては、申もうし訳わけがありません。我々の方で、そのための人員を用意いたします。その男たちに、皆さんのお力で施せ術じゆつをして戴いただければ、それで充分です」

　そこでようやく、藤岡が口を開いた。

「折角だが、速水くん。そう言う話なら、断らせて貰もらう」

　予想通りと言うべきか、藤岡の返答はノーだった。

「なぜでしょうか？」

　速水が、藤岡に視し線せんを向ける。

「我々の研究は、あくまでも人の命を助けるためのものだからだ。殺し合いのためのものじゃない」

　藤岡の口調には、隠かくしようもない嫌けん悪おの響ひびきが滲にじんでいた。

「お言葉ですが、藤岡さん。私とて、暴力など好きではありませんよ。殺し合いなど、なおさらです」

「ほんの数日前に、あんな事を依頼した人間が、そんな事を言うのか？」

　藤ふじ岡おかが、じろりと速はや水みを見返した。

「以前にも申しました通り、あれはあくまでも自じ衛えいのための措置です。我々と、そしてあなた方の身の安全を図るためには、ああして戴いただくほかなかった」

「暴力を振るう者は、いつもそう言う。仕方がなかった。自衛のための先制攻こう撃げき……。そう言いい訳わけしながら、相手を侵略していくんだ」

「では、逆にお訊たずねしますが、藤岡さん。そういう考えをお持ちならば、なぜあなたは私のその依頼を引き受けたんですか？　あの時点で、それが最善の策だと、あなた自身が判断されたからでしょう？　だとすれば、今いま更さら、その事に関かんして私を非ひ難なんするのは、些いささか筋違いではありませんか？」

　穏おだやかな口く調ちようではあったが、速水はきっぱりと、藤岡の非難を跳はね返した。

　あの一件に関しては、佐さ々さ木きが引き受けてしまったから、という理由があるにはある。だが、だとしても、藤岡がそれに手を貸したのは事実なのだ。痛いところを衝つかれたと見え、藤岡は黙だまり込んでしまった。

「繰くり返しますが、私も暴力は嫌いです。単に好き嫌いという事だけではなく、他者との争いは、経済的に見て損失を招くだけだと思うからです。戦って勝つよりも、戦わずして相手を併へい吞どんしたい。私はそう考えています。……ですが、この世界には、弱いと見れば嚙かみ付いてくる人間がいる。そういう相手を黙だまらせるには、太刀たち打うちできない力がある事を見せるしかない。戦うためではなく、戦わずに済ませるためにこそ、力が必要なんですよ」

　それは、単に藤岡たちを説得するためだけの方ほう便べんではない。実際に速水はそう考えているし、これまでの速水組の方針も、それに沿ったものだった。速水に武力さえあれば、先の選せん挙きよで速水が敗れる事もなかっただろうし、速水が斜しや道どう本家の実権を握ってさえいれば、田た沼ぬま孝たか夫おの殺害から始まった、一連の暴力沙ざ汰たも起こさずに済んだ筈はずだ。

　だが、藤岡は頑かたくなだった。

「君がどう言葉を飾ろうと、返事は同じだ。私は、ハイブリッド技術を殺しの道具に使わせるつもりはない」

『ハイブリッド』──それは、一かず也やが初めて耳にする単語だった。どうやらそれが、藤岡たちが研究を続けている医い療りよう技術の総称らしい。

　速水は、藤岡から佐々木へと、ゆっくりと視し線せんを動かした。

「佐々木さんも同じお考えですか？」

「基本的にはな。……だが、条件次第では、考えてもいい」

「……隼はや人と？」

　藤岡が、驚おどろきの表情とともに、佐々木に目を向ける。

「条件とは、どのような事でしょうか？」

　速はや水みが、佐さ々さ木きに訊たずねたが、

「ちょっと待ってくれ」

　藤ふじ岡おかは、それを遮さえぎった。

「おい、隼はや人と。自分がなにを言ってるか、分かってるのか？　この男は──速水くんは、ハイブリッドの戦せん闘とう部隊を作り出すつもりでいるんだぞ？」

「だが、俺おれたちには、研究を続けられる場所が必要だ。そのためには、些さ細さいな事には目を瞑つむる必要もあるんじゃないのか？」

　佐々木が、眼鏡めがねの下から、藤岡を見返す。

「些細な事だと？　これがか？」

「ああ、そうだ。重要なのは研究を続ける事。それ以外は皆、些細な事だ」

　睨にらみ付けるかのような藤岡に対し、佐々木は冷ややかに、そう言い放った。

　これまでにも微妙にものの考え方に差異があった二人だが、ここへ来てついに、真まっ向こうから意見が対立したようだ。

「……博士はいかがお考えですか？」

　速水が、天あま本もとに返答を求めた。藤岡と佐々木、二人の意見が対立している以上、それをまとめられるのは、師しである天本しかいないと、そう思ったのだろう。

「私には意見などないよ。研究するしか能のない専門馬ば鹿かだからな」

　クッキーの欠片かけらを手にしたまま、天本は答えた。

「いえ、そんな事は……」

「いや、本当だよ。なにをするのが正しいのか、どうするのが一番いいのか……今はもう、それすら分からなくなってしまった」

　天本は自じ嘲ちよう気味の笑えみを漏もらすと、クッキーの欠片を口に放り込み、紅茶でそれを腹の中へと流し込んだ。そして、左右に座る藤岡と佐々木を、交互に見やる。

「今後の事は、二人でよく話し合ってから決めなさい。君たち二人が決めた事なら、私はそれに従うよ」

　いつになく物静かな天本の言葉に、藤岡も佐々木も、それ以上言い合いを続ける事はできなくなったようだ。

「……はい」

「分かりました。そうします」

　そう答える教え子二人に、軽く頷うなずいて返し、改めて天本は、速水に目を向けた。

「ま、そういうわけだ。返事はもう少し先でも構わんかね？」

「……ええ、もちろんです。私どもとしましても、今すぐにどうこうしようと言うわけではありません。納なつ得とくいくまでご相そう談だんされた上で、お返事を戴いただければ、それで結構です」

「そう言って貰もらえると助かるよ。……ところで、すまんが、そこのポットを取って貰えるかな」

　天あま本もとがテーブルの端を指し示す。

「紅茶のお代わりですか？」

　速はや水みが微笑を漏もらしながら、片手でポットを取り上げた。

「どうぞ、博士」

　ポットの握りを摑つかんだまま、その注そそぎ口ぐちを、天本の方へと向ける。

「おお、すまんね」

　やや恐きよう縮しゆくしながらカップを持ち上げる天本と、そこに紅茶を注いでやる速水。

　その二人の手元を、藤ふじ岡おかと佐さ々さ木きは、無言で見詰めていた。
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　──門の外に出ると、やや離はなれたところで、ヘッドライトの明かりが点ともった。

　車で待機していた甘あま利りが、速水と一かず也やの姿を目に留とめ、すぐさまエンジンを掛けたのだ。

　甘利が門の前へと車を横付けすると、速水と一也は、その後部座席に乗り込んだ。

「……どうでしたか？」

　甘利が、運転席に座ったまま、身をねじるようにして、後部座席を振り返った。

「話をしてきただけだ。返答はまだ貰もらってない」

　速水が答える。

「そうですか……」

　甘利は、やや拍子抜けしたようだった。

「ですが、やはり藤岡さんは反対のようでしたね」

「ああ、そうだな」

　一也の言葉に、速水が頷うなずく。

「……だが、佐々木さんの方は乗り気だった。こちらも予想通りだ」

「予想通り……ですか？」

「ああ。あの人は、藤岡さんと違って、割り切った損得計算ができる人のようだからな。タイプとしては私に近い。その分、読みやすいよ」

　そう言って速水は、うっすらと笑った。

「……ですが、佐々木さんの方はともかく、あれほどはっきりと反対されている以上、藤岡さんがそう簡かん単たんに意見を変えるとは思えません」

　天本の口くち添ぞえがあれば、あるいは藤岡も意見を変えるかもしれない。だが天本は、この件に関しては、完全にノータッチを決め込んでしまった。

「話し合って決めろと、博士は仰おつしやってましたが、それも、どう転ぶか……」

「そうだな」

　速はや水みは軽く頷うなずくと、左の袖そで口ぐちを捲まくって腕時計に目を落とした。そして顔を上げ、運転席の甘あま利りに声を掛ける。

「例のものを用意してくれないか」

「はい」

　甘利は頷くと、ダッシュボードへと片手を伸ばした。

　……例のもの？

　一かず也やが怪け訝げんな顔を向ける中、甘利がダッシュボードから取り出したのは、黒い角張った機械だった。横長の液晶表示板の下に、テンキーとダイヤルが付いている。どうやら、無む線せん機きかなにかのようだ。甘利の手が、機械の裏側に収められていたアンテナを伸ばし、電源スイッチを入れる。液晶表示板にバックライトが点ともり、スピーカーからざらつく雑音が流れ出した。

「どうぞ。周波数は合わせてあります。チャンネルは八つ。一番から八番までのキーを押せば、それで切り替えができるようにしてあります」

「分かった」

　速水は、甘利から無線機を受け取ると、それを膝ひざの上に置いた。

「……いったい、なんなんですか？　それ」

　一也は訊たずねたが、速水は、ちらりと一也を見やっただけで、答えてくれない。まるで、見ていれば分かるとでも言わんばかりだった。

　速水の指先が、テンキーの一番を押す。すると途と端たんに、音声がクリアになった。

　聞こえてきたのは水の音。それに混じって、かちゃかちゃと、硬質のものが触れ合う音。

「洗い物でもしているようだな」

　速水は独ひとり言ごとのように呟つぶやくと、隣となりのキーへと指先を動かした。

　二番、三番、四番と、それぞれ五秒ほどの間隔を置きながら、速水はチャンネルを切り替えていく。そして、五番目のキーを押した時、不意に、

『いったい、どういうつもりなんだ』

　藤ふじ岡おかの声が、スピーカーから聞こえてきた。

『ちょうど俺おれも、そいつをお前に訊きこうと思っていたところだ』

　佐さ々さ木きの声が、それに応こたえている。

　一也は思わず、速水の横顔を見詰めた。

「ひょっとして、盗とう聴ちよう器き……ですか？」

「まあ、そう言う事だ。周波数からすると、今、お二人は、藤岡さんの部屋にいるようだな」

　速水は、心持ちボリュームを上げながら、事も無げに答えた。

　あのアトリエには、一也もしばらく寝泊まりをしていた事があったが、そんな物が仕掛けられていたなどとは、今の今まで、まったく知らなかった。いったい、いつ仕掛けたというのだろう。

　……と、そこまで考えた時、一かず也やは、あのアトリエに居きよを移した時、最初から部屋割りが決められていた事を思い出した。

　まさか……最初から？

　隠かくれ家がとしてあのアトリエを探してきたのは速はや水みであり、当座の生活に必要な家具や食器、衣料などを揃そろえたのも速水である。その時点で既すでに、速水は盗とう聴ちよう器きを仕掛けるように指示をしていたのだろうか。あのアトリエの中で交かわされた会話を、逐ちく一いちチェックさせていたというのだろうか？

「そんな顔で私を見るな」

　速水が、苦笑混じりに、一也を見返した。

「我々に今必要なのは、なによりも情報だ。藤ふじ岡おかさんたちが必要としているものはなんなのか、譲ゆずれるものと譲れないものの線せん引びきはどこにあるのか……。交渉を有利に進めるためには、そのあたりを正確に把は握あくしておく必要がある」

「それはそうかもしれませんが……」

　藤岡たち三人とは、この二ヶ月の間、ともに過ごしてきた。公孫樹いちようの会では酒を酌くみ交わし、坂さか巻まき病院が襲しゆう撃げきされた時には命を助けられてもいる。元々は宮みや内うちに世話を頼まれた客人ではあるが、今となっては、半なかば身内のような存在となってもいたのだ。

　その藤岡たちの会話を盗聴する──それが必要だからという速水の説明も理解はできるが、どうしても釈しやく然ぜんとしないものが、一也には残った。

「確かに、あまり褒ほめられた手段でない事は認める。だが、この交渉の成否いかんによって、我々の今後は大きく左右されてしまう。綺き麗れい事ごとは言っていられない」

　それは、逆に言えば、一也が綺麗事を言いすぎるという事なのだろう。一也は、自分の甘さを指摘されたような気がした。

『あの男の申し出を断ったとして、そのあとお前はどうするつもりなんだ？　どこか行く当てでもあるなら教えてくれよ』

　受信機のスピーカーから、佐さ々さ木きの声が流れてきている。

『当てなどなくとも、身を落ち着けるところぐらいは、どこでも見付けられる筈はずだ』

『つまり、また流る浪ろうの旅に出るってわけか？』

　佐々木が鼻で笑ったのが分かった。

『俺おれたちだけなら、それもいいだろう。だが、博士はあの通りのご老体だぞ？　お前はいつまで、博士にそんな生活を続けさせるつもりなんだ』

『……だが、速水くんはハイブリッドの力に魅みせられてしまった。このままここに居続ければ、あの時の二にの舞まいになる。そうなる前に、逃げ出さなければ』

『俺はそうは思わない』

　佐々木の声が、藤岡を遮さえぎった。

『あの連中は所しよ詮せんやくざだ。医学知ち識しきなど欠片かけらもないし、ハイブリッドのなんたるかも分かりはしない。奴やつらが欲しがってるのは、力だけだ。なら、くれてやればいい。くれてやった上で、俺おれたちがその主しゆ導どう権けんを握ればいいんだ』

　どうやら、佐さ々さ木きは佐々木で、速はや水みを利用する心づもりでいるようだった。

「佐々木さんも、言ってくれるな」

　速水の口元に、うっすらとした笑えみが浮かんだ。

『それにな、武たけ士し。お前は忘れてるようだが、今、俺たちが逃げ出したら、あの二人はどうなる？　処置の途と中ちゆうで放り出していくのか？　いや、あの二人だけじゃない。坂さか巻まき病院のあの子にしたところで、細胞はまだ完全には安定してないんだ。気が向いたから治ち療りようして、都つ合ごうが悪くなったら中ちゆう途と半はん端ぱに放り出す。それでいいのか？』

『それは……』

　佐々木の言葉は、痛いところを衝ついたらしい。藤ふじ岡おかが口ごもった。

　その藤岡に、佐々木は、言い聞かせるような口く調ちようで、更に言葉を繫つなげた。

『いいか、武士。居場所というのは、見付けるもんじゃない。作り出すもんだ。追われて逃げるのは、もう、うんざりだよ。俺は博士のために安心できる居場所を作ってやりたい。だから、そのために、あの男を利用する。……俺の言ってる事は間違ってるか？』

　藤岡の返答は聞こえなかった。

　賛さん成せいしたわけではないが、反論する手だてがない。そんな懊おう悩のうが、その沈ちん黙もくに読み取れるようだった。

『とにかく、この件に関かんしては、俺に任せておけ。いいな』

　そう言って佐々木は、半なかば強引に、議ぎ論ろんの終結を宣言した。

「……どうやら、これからは、佐々木さんを相手に交渉を進める事になりそうだな」

　速水は、呟つぶやくようにそう言って、受信機のスイッチを切った。

「……佐々木さんも、俺たちを利用するつもりでいるようですね」

『所詮やくざ』──佐々木の口から出た、侮ぶ蔑べつを込めたその言葉が、一かず也やには少なからず、ショックだった。

　佐々木は、一也たちを『仲間』と見ていたわけではなかった。利用する相手としか見ていなかった。これまで行動をともにしていたのは、ただ単に、利害関係が一致していたからというだけにすぎなかったのだ。

「利用しようとしてるのは、こちらも同じだ。ギブアンドテイクは、むしろ健けん全ぜんな関係というものだよ」

　答える速水の表情は、どこか楽しげでさえあった。
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「……あ、この辺で結構です」

　後部座席から、遠えん慮りよがちな由ゆ利り子この声が聞こえた。

　それを受けて、甘あま利りが道路脇わきに車を寄せる。

　どの街にでもあるような、ありふれた住宅街。フロントガラスの向こうには、五階建てのワンルームマンションが見える。その三階の一室が、岡おか田だ由利子の住まいだった。

　坂さか巻まき病院の脱出以来、なし崩くずし的に、藤ふじ岡おかたちと行動をともにしていた由利子だったが、いつまでもその身柄を拘こう束そくしておくわけにはいかない。近きん隣りんの住民に怪あやしまれないよう、普ふ段だんの生活に戻って貰もらうべきだと、速はや水みが、そう判断したのである。

「荷物、お持ちしますよ」

　一かず也やは、後部座席を振り返った。坂巻病院を脱出した時は、着の身着のままだった由利子だが、その後のアトリエでの生活で買い足たした衣料などが、鞄かばんいっぱいに増えていたのである。

「いえ、大丈夫です。そんなに重くないですし……それに、高たか杉すぎさんみたいな人と一いつ緒しよに帰ったりしたら、近所の評判になっちゃいますから」

　由利子は、やわらかな笑えみを浮かべて、首を振った。

「……そうですか。では、ここまでという事にしましょう」

「はい。わざわざ送って下さってありがとうございました」

「……ところで、お勤つとめ先の方には、怪しまれてませんか？」

　由利子が、英文科卒である事、現在はその経歴を生かし、英文翻ほん訳やくの仕事をしている事など、既すでに調べは付けてあった。恋人の見み舞まいに日参する毎日であったため、時間の融ゆう通ずうの利きく職しよく業ぎようを選えらんだのだろう。

「ええ。その辺は大丈夫です。母親が急病になって倒れたので、しばらく実家に帰ってたと、そう言ってありますから」

「そうですか……。では、岡田さんは、このまま元の生活にお戻り下さい。また、こちらから連絡を差し上げる事もあるかと思いますが、それも岡田さんのご迷めい惑わくにならないよう、可能な限り最小限にするつもりです」

「分かりました。……見舞いの方も、これまで通りでいいんですか？」

　頷うなずいた由利子が、改めて、そう訊たずねてくる。

「ええ、構いません」

　坂巻病院の脱出時に、由利子が一也たちに同行していたという事は、誰だれにも知られていない。警けい察さつの調べでも、その名が上がっていなかった事は、既に確認してあった。

「ですが……」

「ええ、分かってます。あの事は、誰にも言いません」

　念押ししようとする一かず也やに先まわりして、由ゆ利り子こは頷うなずいた。

「ぜひ、お願いします。今、我々は、非常にデリケートな立場におりますので」

「ええ。それも分かってるつもりです。私にも、藤ふじ岡おか先生たちにお願いしたい事がありますから、高たか杉すぎさんたちを困らせるような事はしません。信用して下さって結構ですよ」

　由利子の頼み事──それは、坂さか巻まき病院で半植物状じよう態たいになっている恋人の事である。現代医学では治ち療りようできないと宣言されたその体を、藤岡たちの持つ特殊な医療技術によって治して欲しい。そう、由利子は、藤岡に頼んでいたのであった。

　だが、それは、『ハイブリッド技術』と呼ばれるものである事が、今の一也には分かっている。

「……今でも、そう望んでらっしゃるんですか？　『あれ』を見たあとでも」

　坂巻病院を脱出する時、藤岡は異い形ぎようの姿に変身して見せた。そして、その姿を、由利子もまた目まの当あたりにした筈はずである。

「ええ、もちろんです」

　由利子の返答には、なんの迷いもなかった。

「あの人が、もう一度立って歩けるなら……私を抱き締しめてくれるなら、それ以上の事は望みません。たとえどんな姿になったとしても、あの人があの人なら、私は愛せます」

　再びベッドから起きあがる事ができさえすれば、どんな化ばけ物ものになっても構わない。由利子はそこまで思い定めているようだった。それを一いち途ずと呼んでいいのか、あるいは妄もう執しゆうと言うべきなのか。一也には判断が付きかねた。

「……そうですか」

　だが、いずれにせよ、由利子がそう考えている以上、少なくとも今の時点で由利子が裏切る恐れはない。一也には、それで充分だった。藤岡が由利子の望みを聞き入れるかどうかも、由利子の恋人自身がその処置を望むかどうかも分からないが、それは一也が気に病やむ事ではないだろう。

「じゃあ、これで失礼します」

　車を降りた由利子が、一也と甘あま利りに一礼して、マンションの方へと向かっていく。

　由利子の姿が、マンションの玄関ホールの中に消えるまで見送ってから、一也は懐ふところから携帯電話を取り出した。

『もしもし』

　短たん縮しゆくダイヤルで電話を掛けると、仙せん道どうの声が聞こえてきた。速はや水み組ぐみに所属する若衆の一人である。普ふ段だんは、中なか屋や敷しきの配下で、調査員として動いている男だ。

「俺おれだ。今、マンションに戻ったが、お前の方からも確認できたか？」

『ええ、ばっちりです』

　仙道は、岡おか田だ由利子のマンションの向かいにある、アパートの三階に待機していた。

「盗とう聴ちよう器きの方は？」

『こちらのチェックでは異常はありません。…………あ、今、玄関のドアが開きました。ちゃんと聴きこえてます』

「分かった。じゃあ、その調子で頼む。……目を離はなすなよ」

『了解』

　仙せん道どうの返答を聞いてから、一かず也やは通話スイッチを切った。

　信用はできる。そう思いつつも、監かん視しの目は置かねばならない。敵対しているわけでもない人間を、見張らねばならない。

　必要な事だと分かってはいても、一也にはそれが、穢けがれた行為のように思えてならなかった。
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　この間の一件について、もう少し詰めた話をしたい──佐さ々さ木きの方から、そう要求してきたのは、前回の会合の二日後だった。

「佐々木さんも、意外にせっかちだな」

　連絡を受けた速はや水みは低く笑い、早速、そのためのスケジュールを空けた。

　会かい談だんの場所に選えらばれたのは、藤ふじ岡おかたちが隠かくれ家がにしているアトリエからほど近いホテルのレンタル会かい議ぎ室しつだった。日時は、佐々木からの要求があった日の翌日。夕方の五時過ぎである。速水は、以前から付き合いのある投資家と、株の売却についての下交渉を済ませたあと、その足で、約束のホテルへと向かった。

　速水と一也が、会議室に足を踏み入れると、佐々木は既すでに席に着いていた。

「お待たせしてしまったようですね」

「いや、そうでもないさ」

　速水が、テーブルを挟はさんで、佐々木の向かいの席に腰を下ろす。一也は、ひとつ席を置いた右みぎ隣どなりに座った。アトリエからここまで、佐々木を連れてきた甘あま利りは、戸口を固めるように、ドアの前に立った。

「では、早速だが、手を組むに当たって、そちらがなにをどれだけ出せるのか、それをまず聞かせて貰もらおうか」

「いきなり本題ですか」

　速水が、軽く苦笑を漏もらす。

「まわりくどいのは好きじゃない」

「私も、話は早い方が好きですよ。……ですが、なにぶん、私どもは医学に関しては門もん外がい漢かんですのでね。あなた方がどんなものを必要としているのか、見当が付きかねると言うのが、正直なところです」

　速水が、そう切り返したのは、佐々木に対する軽い皮肉であったかもしれない。

「ですから、私どもとしましては、できる限りの事はするとしか言いようがありませんが……少なくとも、最低限のラインとして、坂さか巻まき病院に設しつらえた研究室と同等のものは、間違いなく用意して差し上げられます」

　既に、その数倍の資金の調達を済ませているにもかかわらず、速はや水みはそれを、おくびにも出さなかった。

「確かに、最低限だな」

　佐さ々さ木きが、うっすらとした冷笑を、口元に浮かべた。

「あの程度では話になりませんか？」

「ああ、ならない。あの設備でできるのは、せいぜい基き礎そ研究のデータ取りぐらいだ。実戦に耐えるハイブリッドを製造し、管理運営するには、まったく足たりない」

「あれ以外に、なにがどれだけ必要だと言うんですか？」

「それは、君がどれだけの規模のハイブリッド部隊を作るつもりなのかにもよる」

　速水も佐々木も、なかなか手の内を明かそうとしない。互いの手を伏せ、相手の手を読み合っている。まるでポーカーのようだった。

「そうですね。一かず也やから聞いた通りの力を、その『ハイブリッド』とやらが持つのであれば……そう、とりあえず一〇人。それだけいれば、充分な『力』になり得ると、考えています」

「一〇人」

　佐々木が、また薄うすく笑った。予想より多かったのか、それとも少なかったのか。その表情からでは判断できなかった。

「一〇人となれば、治ち療りよう槽そうも、それだけの数が必要になる。定期的なメンテナンスも必要になるし、それができるだけの知ち識しきのあるスタッフも、養成しなければならない。いずれにせよ、前回のような、間借りの研究室では、どうしようもないな」

「それなりの器うつわが要いると言う事ですね」

「ああ」

　その件に関しても、既すでに速水は、候補地のリストアップを、中なか屋や敷しきに命じていた。

「では、ふさわしいと思える物件を探してみる事にします。立地条件や設備について、なにかご希望はございますか？」

「まずは充分な敷しき地ち面めん積せきがある事。そして、人目に付かない場所である事。……言うまでもないが、ハイブリッド技術は極ごく秘ひだ。その機密を守る事を、最さい優ゆう先せん事項として欲しい。できれば、なんらかのカムフラージュができる体制にして貰もらいたい」

「分かりました。では、その線せんで、探してみましょう」

　速水は頷うなずいたが、その条件は、速水が中屋敷に出したものと、ほぼ同じである。言ってみれば、ここまでの佐々木の反応は、すべて速水の予測のうちという事である。

「……ところで、一〇人と言う話だったが、その候補はもう決まっているのか？」

　今度は佐々木の方から、そう切り出してきた。

「今はまだ、人じん選せんの途と中ちゆうですが……なにか、それに関しても条件があるのでしょうか？」

「ああ。ある」

「どのような？」

「ハイブリッド手術は、根本的に肉体を造り替える。それに適応するためには、素そ材ざいは若い方がいい」

「それでしたら、大丈夫です。私も候補は、若い人間から選えらぶつもりでした」

「それと、もう一つ。ハイブリッド手術には、適合率というものが大きくかかわってくる。この数値が高くないと、手術をしても、あまり効果は望めない」

「それは、どうやって判定するんですか？」

「髄ずい液えきを抽ちゆう出しゆつして分析すれば分かる」

「という事はつまり……私が候補者のリストを作っても、最終的な人選は佐さ々さ木きさんが行うと言う事ですか？」

　表情も口く調ちようも変わらない。だが、佐々木を見詰める速はや水みの視線が、僅わずかに強まった。

　ハイブリッド候補の『人事権』。それは使いようによっては、大きな武器になり得る。『自分が主しゆ導どう権けんを握る』と明言していた佐々木だけに、速水が警けい戒かいするのも当然だった。

　だが、そんな速水を、佐々木は文字通り、一いつ笑しように付した。

「そんなつもりで言ったわけじゃない。効果が薄うすかろうが、君がそうしろと言うなら、誰だれにでも処置してやるさ。なんと言っても、スポンサーの意向は第一だからな。ただ、あとになって思ったほどの効果がないと文句を言われても困る。だから最初に念押ししておこうと思っただけだ」




　──その後も、二人の間で、様さま々ざまな意見の摺すり合わせが続けられた。

　ハイブリッド候補に関しては、速水の選せん別べつが終わったところで適合率検査を行う事。その結果と、候補者自身の個人としての資質を鑑かんがみた上で、速水が最終的な人選を行う事。

　また、一〇人のハイブリッドを作ると言っても、一度にそれだけの数は佐々木の手がまわらないため、二人ずつ、適度な期間をおいて、手術に着手する事。

　実際に手術を開始する時期は、新たな研究所が設置されたあとと言う事も決められた。これは、必要な環かん境きようが整ってからという意味もあるが、それまでには、宮みや内うちと村むら上かみの細胞置ち換かんが完了している筈はずだからという側面もある。つまり、既すでに手術を受けている宮内と村上の、肉体の変化を見み極きわめた上で、最終的なゴーサインを出そうと言うわけである。

「……ところで、藤ふじ岡おかさんは、この件に関しては、なんと仰おつしやってるんですか？」

『研究室』の設立と運営を計る上で、当面必要な事柄を確認したあと、速水は、ふと思い出したような素そ振ぶりで、佐々木に訊たずねた。

「まだ賛さん成せいはしてないようだな」

　佐さ々さ木きは、他人ひと事ごとのように、それに答えた。

「それはつまり、私が信用するに値しない人間だと言う事なんでしょうか。藤ふじ岡おかさんにとって」

「いや、それは違うな」

　佐々木は、かすかに首を振った。

「では、どうしてです？」

「あいつには決断力がない。……昔からそうだった」

　その評価は、一かず也やには意外だった。

　どんな騒さわぎが起ころうと、決して騒がず惑まどわない。事じ態たいの収拾に率そつ先せんして当たる。それが一也の、藤岡に対する印象だったからである。単に印象というだけではない。辰たつ巳み組ぐみによる坂さか巻まき病院襲しゆう撃げきの際も、藤岡が自ら銃火の中に飛び込んで行ってくれたからこそ、一也たちは無事に脱出する事ができたのである。

「そんな事はないと思いますが……？」

　想おもいは同じだったのだろう。速はや水みも、意外そうな表情を浮かべていた。

　すると、佐々木は、速水に向き直った。

「一人を殺せば一〇人が助かる。……そんな状況に置かれたら、君ならどうする？」

「……なんですって？」

　不意にそんな質問をされて、さすがに速水も面めん食くらったようだった。

「たとえば……そうだな。太平洋をボートで漂ひよう流りゆうしているとしようか。乗っているのは一一人。そのうち一人が、伝でん染せん病びように罹かかったとする。放っておけば死に至る病やまいだが、手元にはワクチンもない。狭せまいボートの中で一いつ緒しよに過ごせば、いずれ他たの一〇人にも感染する事が目に見えている。……そんな状況だ。君なら、どうする？」

　速水は、真意を窺うかがうように、佐々木の目を見返していたが、やがて、

「……ほかに方法がなければ、その病人を、海に放り出します」

　佐々木の目を見み据すえたまま、はっきりと、そう答えた。

「俺おれもだよ」

　佐々木もまた、速水の目を見返したまま、静かに応こたえた。

「一一人が全滅するよりは、一人を殺して、他の一〇人を生かした方がいい。簡かん単たんな計算だ。だが、その計算が、奴やつにはできない。いや、計算はできても、実行ができない。手遅れになるまで、手をこまねいている……それが、あいつだよ。その癖くせ、手遅れになってからの爆ばく発はつ力りよくだけは人並み外れてるから、なおさら性質たちが悪い」

　確かに似ている。

　一也は、そう思った。

　速水も以前、斜しや道どうの幹部たちが損得計算ができないと嘆いていた。佐々木の挙あげた例は、極きよく端たんではあったが、言っている事は本質的に同じだった。

「最善の道など、この世にはない。あるのはただ次善の道だけだ」

「私と手を組むのは、次善ですか」

　速はや水みが苦笑を漏もらす。

「それはそうだ。俺おれに充分な金と人員が使えさえすれば、ハイブリッド技術を切り売りする必要もなかったんだからな」

　佐さ々さ木きは、悪びれもせずに答えた。

「正直なお人だ。……ですが、まあ、次善でも『善』がついてるだけ、ありがたいと思うべきでしょうね」

「そう思ってくれれば、こちらもありがたい」

　速水の苦笑に合わせるように、佐々木もまた、薄うすい笑えみを浮かべた。

「武たけ士しの事なら心配するな。研究所が完成すれば、博士は付いてくる。博士が付いてくれば、あいつも俺たちと行動をともにする筈はずだ」
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　会かい談だんを終えると、佐々木は一足先に会かい議ぎ室しつをあとにした。佐々木を送り届けるために甘あま利りも付き添そい、会議室の中には、一かず也やと速水だけが残された。

「……不ふ思し議ぎな人だな」

「ええ、そうですね」

　これまでの言動を振り返れば、佐々木が油ゆ断だんのならない男である事は間違いない。表面上は協力を約束しながら、その実、自分の目的のために、速水を利用しようと画かく策さくしている。だが、そんな佐々木も、天あま本もとに対する敬愛と、藤ふじ岡おかに対する友ゆう誼ぎだけは、常に変わらず持ち合わせているのだ。天本と、それを支える藤岡と佐々木。この三人の間には、単に師弟や同どう僚りようとして以上の絆きずなが、硬く結ばれているようだった。

「少し、羨うらやましくなったよ」

　冗じよう談だんめかしてはいたが、その言葉には、幾分かの本心が吐と露ろされているように、一かず也やには思えた。

　先程の伝でん染せん病びよう患者の例でも分かるように、基本的に速水は、損得計算で動く男だ。もちろん、それだけでは人は付いてこない。温情もあれば、寛かん大だいさもある。だが、いよいよとなったら、冷れい徹てつな判断ができる男。それが速水である。ほかに方法がないと分かれば、速水は、一也でさえ切り捨てる筈はずだ。

　斜しや道どうの本家にも、速水を擁よう護ごしようとする者は、いなくはない。だがそれは、速水の能力が斜道本家に役立つと考えている人間か、さもなければ、より即物的に、速水に協力する事で利を得ている人間に限られていた。あらゆる不利益を乗り越えて、それでも速水に味方しようとまで思っている人間は、少なくとも、斜道の幹部にはいない。例外がいるとすれば宮みや内うちだが、宮みや内うちはどこまでも自分の感性で動く男だ。これまでは速はや水みに協力していたが、それも、宮内が自分でそうしようと思ったからであって、速水との友ゆう誼ぎのためではない。

　そんな速水が、佐さ々さ木きを、自分と同じタイプだと認めた。そして、その佐々木には、藤ふじ岡おかがいる。口論しようが、ぶつかり合おうが、揺ゆるぎない絆きずなで結ばれた友がいる。

　羨うらやましいと言うのは、おそらくは本心に違いあるまい。

　できる事なら、自分がいると、そう速水に言ってやりたかった。佐々木に藤岡がいるのなら、速水には一かず也やがいる。そう言ってやりたかった。

　だが、一也は、速水と対等の存在ではない。速水の右腕にはなれても、友にはなれないのである。

「……それにしても、佐々木さん、案外、あっさりと引き下がりましたね」

「ああ、そうだな」

　藤岡との会話を盗とう聴ちようした限りでは、佐々木は、速水と協力しつつ、自らの力を蓄たくわえるつもりでいるらしい。おそらくは、速水が創設する予定のハイブリッド部隊を、なんらかの方法で自分の手て駒ごまにするつもりでいるに違いない。

　しかし、今回の会かい談だんでは、佐々木はなんら、それらしい素そ振ぶりを見せなかった。『適合率』とやらを楯たてに、人事権を主張するつもりかとも思ったが、結局それにも拘こう泥でいしていない。

　いったい、なにを企たくらんでいるのか。佐々木が一ひと筋すじ縄なわではいかない男だと分かっているだけに、その素直さが、逆に不ぶ気き味みだった。

「仕掛けてくるとすれば、ハイブリッドが完成してからかもしれないな」

「……と、仰おつしやいますと？」

「佐々木さんも言っていたように、我々は『所しよ詮せんやくざ』だ。医学知ち識しきもなければ、ハイブリッドのなんたるかも分からない。我々にとってハイブリッドは、完全なブラックボックスだ」

「確かに、そうかもしれません」

「佐々木さんが、それは駄だ目めだと言えば、我々はそれを鵜う吞のみにするしかない。ハイブリッドの体調を整えるために必要だと、毒を渡されたとしても、その判別も付かないだろう」

　つまり佐々木は、ハイブリッドの生せい殺さつ与よ奪だつ権を握っているという事だ。確かにそれならば、ハイブリッド候補の人事権などにこだわる必要もないのかもしれない。

「佐々木さんが、本気でそれを実行するつもりだとしたら、かなりまずい事になりますね」

「ああ。だが、幸い、佐々木さんは一人だ」

　速水が不敵な笑えみを浮かべた。

「……どういう意味ですか？」

「佐々木さん一人で、全すべてのハイブリッドの面めん倒どうを見る事はできない。佐々木さんが自分で言っていたように、専門の知識があるスタッフを養成する必要がある。そこが、こちらの付け目だ。佐々木さんが思う以上に、一流のスタッフを付けてやる。有能な医学者を引き抜いて、ハイブリッドの秘密を解とき明かしてやる。そうなれば、最も早はや怖いものはない。佐さ々さ木きさんに頼る必要もなくなるだろう」

　佐々木にあって、速はや水みにないもの。それはひとえに、ハイブリッドに関かんする知識である。だから、それを手に入れる。ある意味で単純すぎるほどに明解な対処法だった。

「中なか屋や敷しきさんに頼んで、医師や医学生のリストを当たって貰もらおう。医師免許の有う無むはこの際関係ない。腕さえあればそれでいい。過去に問題を起こした者、出世街道から転落して不満に思っている者。探せばそんな連中は山ほど見付かる筈はずだ」

　確かに医学の知識はない。だが、その代わり、速水には、人を動かす力があった。才能のある人間を見抜く眼がん力りきと、それを籠ろう絡らくする手腕がある。そしてなにより、一度決めた事をやり抜く、鉄の意志があった。

　遠からぬうちに、佐々木は、それを身をもって知る事になるに違いない。

「それから、一かず也や。お前に一つ頼みがある」

「なんでしょう」

「これから選せん抜ばつするハイブリッド候補は、なにより、信頼がおける人間である事を、最さい優ゆう先せんの選択基準とするつもりだ」

　それは当然の事だった。

　佐々木や藤ふじ岡おかが見せた、あの圧倒的な戦せん闘とう力。それを授けるのだ。精神的に未み熟じゆくな者や、裏切るおそれのある人間を、ハイブリッドになどさせられるわけがない。

「そして、そのハイブリッド部隊の指し揮き官かんは、腹心中の腹心、私の分身となれる人間でなければならない」

　それ以上、聞く必要は、一也にはなかった。

「私に、ハイブリッドになれと、そう仰おつしやるんですね」

「なってくれるか？」

　ハイブリッド。人に似て人と異なる、異い形ぎようの怪物。

　人である事を捨てる事。人でない何者かに変異する事。それに対する恐れはある。忌き避ひもあれば嫌けん悪おもある。

　だが、一也の返答に、遅滞はなかった。

「はい。喜んで」

　速水が、ふと視し線せんを落とし、そして再び、一也を見上げた。

「……すまないな」

「いえ、大丈夫です。任せて下さい」

　一也は、速水の友となる事はできない。

　だが、速水のために死ぬ事は、できる。
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「ざっとですが、研究所の設置場所の候補を、いくつか当たってきました」

　分厚いファイルの束を携たずさえて、速はや水みが再びアトリエを訪れたのは、佐さ々さ木きとの個別会かい談だんが行われた三日後の事である。

「一応、どれも、佐々木さんが仰っていた条件には合致する筈はずです。まずは目を通してみて下さい」

　階段を降りた速水は、いつもと同様、一階フロアの端に置かれた、ソファセットへと向かった。ソファの一つに腰を下ろし、テーブルの上にファイルの束を積つみ上げる。

「随すい分ぶんと作業が早いな」

　さすがに感心したような表情を浮かべながら、佐々木が向かい側の席に腰を下ろした。

「役所仕事とは違いますからね」

　速水が、ちらりと笑って返す。

「どれどれ……折角だから、私も拝見させて貰もらおうかな」

　天あま本もとが、ひょこひょことやってきた。いかにも暖かそうな、真まっ赤かなセーターに身を包んでいる。

「ええ、どうぞ。地図や見取り図のほかに、写真も撮とってこさせましたから、雰囲気がよく分かると思います」

　天本の方へと、ファイルを何冊か移動させながら、速水は説明した。

　藤ふじ岡おかはどうしたのかと見てみると、一人、ソファセットの方へと背を向けて、宮みや内うちと村むら上かみの体に繫つながれた心電計らしきものをチェックしている。必要な作業なのかもしれないが、頑かたくなに振り向かずにいるその背中を見ていると、関かかわりたくないがために、わざわざその作業に没頭しているようにしか思えない。

「ほう……なかなか、いいところじゃないか」

　天本が両手に写真を取り上げて、矯ためつ眇すがめつ眺めている。

「ああ、そちらの物件は、とあるＩＴ企業が、社員の保養所として建設させたものです。完成間ま際ぎわに会社自体が倒産してしまったので、実際にはほとんど使われずに終わったようです。敷しき地ち面めん積せきという面では申し分ありませんが、郊外と言うよりは山の中ですので、交通の便という面では、少し不便かもしれませんね」

　天本の手元を覗のぞき込んで、速水がそう解説した。

「なるほどね……じゃあ、こっちは？」

　天本が、また別の写真を取り上げた。白しろ塗ぬりの外がい壁へきが印象的な、こぢんまりとした建物である。

「そこは、もともと個人の診しん療りよう所じよだったところです。医師であった家主が亡くなったので、遺い族ぞくが買い手を捜さがしているとの事でした。もともとが医療用の施設ですから、内装工事の手間は省はぶけるかもしれません」

「ほうほう。それは確かに便利かもしれんな」

　天あま本もとは頷うなずきながら、それぞれの物件を見比べている。

　その隣となりでは佐さ々さ木きが、個々の物件に関して、地図や間取りを入念にチェックしていた。佐々木にとっては、建物の外がい観かんなど、二の次であるらしい。

「お気に召めした物件はございますか？」

　速はや水みが、佐々木の方に水を向けた。

「良さそうな物件は幾つかあるが……どちらにしろ、最終的に決める前に、一度は現地に足を運んでおきたいな」

　佐々木が、間取り図から顔を上げた。

「ええ、それはもちろんです。候補を絞しぼり込んで下されば、下見の手配は私どもの方でいたしますし、お眼鏡めがねにかなう物件がなければ、また別のものを探して参ります。安い買い物でもありませんし、充分に吟味した上で、納なつ得とくできる物件を選えらんで下さい」

「ああ、そうさせて貰もらう」

　物件が決まったところで、それで終わりと言うわけではない。問題はむしろそれからである。『研究所』と言っても表おもて沙ざ汰たにはできない性質のものであるため、まともな方法で取得するわけにはいかないからだ。

　もっとも、その辺の裏工作は、速水の最も得意とするところでもある。代理人を立てるなり、名義を借りるなり、必要ならばダミー会社を設立するなりして、うまくやる事だろう。

　計画は、ゆっくりと、だが着実に進んでいる。

　器うつわが決まり、研究所の設立がなれば、速水は圧倒的な武力を手に入れる事になる。そうなれば、最も早はや、阿あ部べ一派を恐れる事もない。斜しや道どう本家を牛ぎゆう耳じる事さえ、不可能ではないだろう。

「藤ふじ岡おかくん。そんなチェックなど、あとまわしでも構わないだろう。それより、ここに来て、一いつ緒しよに見たらどうだ。どれがいいのか、君の目から見た意見も聞いてみたい」

　心電図のチェックを続けている藤岡に、天本が声を掛けた。

「……もうじき終わります。そうしたら拝見させて貰もらいますよ」

　おそらく天本は、藤岡と佐々木の意見の衝しよう突とつは解消されたと思っているのだろう。無邪気なまでに能天気に呼び掛けられ、藤岡は仕方なさそうに答えていた。

　一かず也やの胸元で、携帯電話が振動したのは、その時である。

「少し失礼します」

　一也は、速水や佐々木たちに一礼してから、席を離はなれた。

　窓辺へと位置を移し、ジャケットの内ポケットから携帯電話を取り出す。液晶画面の表示を見ると、掛けてきたのは甘あま利りだった。甘利はいつものように、速水の運転手役を務めている。今も、このアトリエ近くの道路脇わきに、車を停とめて待機している筈はずだ。

「俺おれだ。どうした？」

　一かず也やが携帯電話を耳にあてがうと、甘あま利りの声が聞こえてきた。

『困った事になりました』

「なんだ。警けい察さつでも来たのか？」

　やけに切迫したその声に、一也の眉み間けんに皺しわが寄る。

『いえ、違います。岡おか崎ざきさんです』

「……なに？」

　予想外と言えば、あまりに予想外な名前だった。

「どうして、岡崎がここに来るんだ。なぜ奴やつがこの場所を知ってる」

　その名を耳に止めたのだろう。速はや水みが一也の方を振り返ったのが分かった。

『分かりません。俺にもさっぱりです。でも、もう玄関の前に車を停めて……』

　その言葉が終わらないうちだった。

　がちゃりと玄関のドアを開いた。
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　このアトリエは、坂の途と中ちゆうに建てられている。その傾斜の関係で、玄関が二階にあるという、少々変則的な造りになっていた。

　一階フロアにいる一也たちが見上げる中、二階の廊下に、一人の男が姿を現した。

　黒革のレザースーツに身を包んだ、浅黒い肌の男。短めに刈かったその髪は、まるでハリネズミのように逆立っている。吊つり上がった目め尻じりと薄うすい唇くちびるが、男の酷こく薄はくさを如によ実じつに示しているかのようだった。

「……岡崎……」

　一也の唇から、その名が零こぼれた。

　岡崎大だい介すけ。

　斜しや道どう本家の現若わか頭がしらであり、速水の仇きゆう敵てきでもある阿あ部べ誠せい次じ。その阿部に目を掛けられているのが、この岡崎だった。刃物を使わせれば右に出る者はなく、その刃やいばで、これまで一〇〇人を超える人間を切り刻んできたと言う。まさに狂犬中の狂犬である。

　岡崎は、吹ふき抜けになっている二階の廊下から、一階フロアを見渡すと、

「よう、皆さん、お揃そろいで」

　にたりと、唇を歪ゆがめた。

　……なぜだ。なぜ、岡崎がここにいる。誰だれがこの場所を知らせたんだ。

　速水が藤ふじ岡おかたちを匿かくまっている事は、トップシークレットである。速水の手の者以外でこの場所の事を知っている者と言えば、故こ買ばい屋やの吉よし岡おかだが、吉岡はどちらかと言えば速水よりの人間だし、商売相手の情報を他人ひとに漏もらすような男でもない。

　宮みや内うちならば、敵も味方も関係なく、平気で岡おか崎ざきを呼び付けたかもしれないが、その宮内も水すい槽そうの中で眠ったままだ。

　……では、誰だれだ。誰が、情報を漏もらしたんだ？

「なに、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽう食らったような顔してんだよ。あ？」

　表情を強こわばらせたままの一かず也やを見下ろし、岡崎が嘲あざけるように笑った。

　そして、ゆっくりと階段を降りてくる。

　その岡崎を見上げる速はや水みの表情が、ひどく険けわしい。一也と同じ疑ぎ念ねんを抱いている事は明らかだった。

　階段を降りる岡崎の視し線せんが、一也を離はなれ、一階フロアの奥側へと向けられた。

　そこには、薄うす緑みどり色いろの溶液の中に眠る、宮内と村むら上かみの姿がある。

　だが、それを見ても、岡崎の表情には、さしたる驚おどろきは見られなかった。興きよう味み深ぶかそうに水槽を眺めながら、そのまま階段を降りてくる。

　……こいつ……知ってるのか？

　水槽の中で眠っている二人を見ても驚かない。と言う事はつまり、ここで行われている事について、岡崎は既すでにある程度の事を知っていたと言う事になる。

　一也は、速水の顔を、横目に窺うかがった。

　ハイブリッド部隊の設立は、トップシークレットである。その秘密を、最も知られてはならない筈はずの、阿あ部べの腹心に知られている。

　殺すしかない。今ここで、岡崎を始末するしかない。

　右足の傷はまだ塞ふさがってはいないが、一対一なら、岡崎相手におくれを取るとは思わない。

　速水の命令がありさえすれば、一也は即座に行動に出るつもりだった。

　その一也の意志は、速水にも伝わった筈だ。だが、速水は僅わずかに首を横に振った。動くなという指示である。

　どこから情報が漏もれたのか、そしてわざわざ岡崎がこの場に乗り込んできた意図はなんなのか。それを解明する事が先決だと考えているのだろう。

　岡崎の足が、一階フロアの床板を踏む。相変わらずの薄うすら笑いを浮かべたまま、ソファセットの方へと歩み寄ってくる。

「……なにをしに来たんだ、岡崎くん」

　ソファに座ったまま、速水が口を開いた。

　岡崎は、わざとらしく首を巡めぐらせて速水を見ると、

「なに怖い顔してんすか、速水さん。俺おれは、あんたになんか、これっぽちも用事はありませんよ」

　鼻を鳴らすようにして笑った。

　速水の表情に、疑念の色が浮かぶ。

　岡おか崎ざきは、ソファセットのテーブルの脇わきまで来ると、そこで立ち止まった。

　軽く足を広げ、腰を落とす。両手を膝ひざにあてがうようにして、頭を下げ、

「お迎えに参りました、佐さ々さ木き先生」

　ソファに腰をおろしたままの佐々木に、そう挨あい拶さつをした。

「……な!?」

　佐々木と岡崎。

　その二人の取り合わせは、一かず也やの理解を超えるものだった。

「意外に早かったな」

「ええ。先生をお待たせするわけにゃいきませんからね」

　佐々木は、まるで旧知の仲ででもあるかのように、岡崎と言葉を交かわしている。

　……では、岡崎は本当に、佐々木を迎えに来たのか。佐々木が岡崎を呼んだと言うのか？

　だが、なぜ？　いつ？　どうやって？

　無数の疑問が、同時に湧わき起こり、一也の頭の中で渦うずを巻く。

　佐々木が、一也と、そして速はや水みの顔を、おかしげに眺めた。

「なにをそんなに驚おどろいてるんだ？　俺おれだって、この男とは、一度は顔を合わせてるんだ。知り合いになっていても、別に不ふ思し議ぎじゃないだろう。……少なくとも、看かん護ご婦ふの携帯番号を聞き出すよりは意外じゃない筈はずだぞ」

　そう言って佐々木は、低く笑った。

「しかし……なぜです？　なぜ、岡崎くんと？」

　速水が乾いた声で訊たずねた。

「これから君にはいろいろと世話になる。とすれば、君の上司にも挨あい拶さつをして置くのが礼れい儀ぎというものだろう。だからこの男に、便べん宜ぎを図って貰もらったんだ」

「私の上司……と言いますと？」

「阿あ部べさんと言ったか。斜しや道どう組ぐみの若わか頭がしらの地位にあるという人物と話をさせて貰もらった」

　なんて事を……。

　一也の足下が、ぐらりと揺ゆれた。

「……どんな事を話されたんですか？」

「もちろん、君とのこれからの計画についてだ。研究所の設立とハイブリッドの製造計画。阿部さんも、興きよう味みをお持ちのようだった」

　佐々木は事も無げに答えた。

　阿部が、ハイブリッドというものの存在とその有効性を、どこまで認にん識しきしたかは分からない。

　だが、速水が秘密裏に特殊な戦せん闘とう部隊を創設しようとしていた事は分かった筈だ。そしてそれが、なんのために使われるのかも。

　それを知った阿部が、速水をそのままで置くわけがない。全力を挙あげて潰つぶしにくる。

　終わりだ。なにもかも、これで終わりだ。

　速はや水みが放とうとした起き死し回かい生せいの一手。そのすべてを、佐さ々さ木きは根こそぎ台無しにしてくれた。

　一かず也やも、そして速水も、佐々木を甘く見すぎていたのだ。まさか佐々木が、阿あ部べと手を組むなど、想像もしていなかった。

　速水は、石せき像ぞうのように動かない。

　その速水を、岡おか崎ざきは、手中にした獲え物ものをいたぶるような目で眺めている。

　佐々木が、おもむろにソファから腰を上げた。

「車の用意はできてるのか？」

「ええ、もちろんです。すぐに出れますよ」

「そうか」

　岡崎に軽く頷うなずいて返してから、佐々木は、速水を振り返った。

「実はこのあと、阿部さんとも詳しい話を詰める事になっているんだ。なんなら、君たちも一いつ緒しよに来るか？」

　速水が、ゆっくりと顔を上げる。

「……ぜひ」

　押おし潰つぶしたような声が、その唇くちびるから漏もれた。
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　南な雲ぐもの運転する車が、一〇メートルほど先を走っている。その後部座席には、岡崎と佐々木の姿があった。岡崎は時折、佐々木の方に顔を向け、なにやら親しげに話し掛けている。

「いったい、あの二人、いつ連絡を取ったんだ……」

　一也には、それが謎なぞだった。

　藤ふじ岡おかたちのために用意したあのアトリエには、電話回かい線せんは引いていない。あのアトリエは、藤岡たちを保ほ護ごするための隠かくれ家がではあったが、同時に、あの三人を外から隔かく離りするためのものでもあったからである。外部との連絡は、おもに一也が携帯電話で行っていたし、一也がアトリエにいない時でも、速水の手の者が、常時、監かん視しを続けるようにしていた筈はずだった。

「もしかしたら、俺おれのせいかもしれません」

　ハンドルを握る甘あま利りが、申し訳わけなさそうに打ち明けた。

「どういう事だ？」

「この間、佐々木さんをホテルに案内した帰り、途と中ちゆうでコンビニに寄るように言われたんです。

「なんでも、博士が甘いものを欲しがってたとかで。それで俺が車を降りて買いにいったんですが……ひょっとしたら、その間に、公衆電話を使われたのかもしれません」

「……なぜ、それを黙だまってた」

　一かず也やは、横目に、甘あま利りを睨にらみ付けた。

「博士が甘いもの好きなのは俺おれも知ってましたし、買い出しを頼まれるのもいつもの事だったんで、わざわざ報告するような事でもないと思いまして……それで、つい」

「だが、今は、坂さか巻まき病院にいた時とは、事情が違う。それはお前にも分かっていた筈はずだろう」

　問い詰める口く調ちようが、自然ときついものになっていた。

「申し訳ありません」

　甘利が、ひと言もなさそうに、改めて謝しや罪ざいする。

「そう、甘利を攻めるな」

　後部座席から、速はや水みの取りなす声が聞こえてきた。

「ですが……」

　一也は、身をねじるようにして、後部座席を振り返った。速水は、深々と座席に凭もたれ掛かり、両腕を組んでいる。

「仮に甘利が目を離はなさなかったとしても、佐さ々さ木きさんさえその気なら、外部と連絡を取る事など造作もない事だ。なんと言ってもあの人は、ハイブリッドの力を身に付けているんだからな。佐々木さんが超人である事を知りながら、通りいっぺんの監視しかおかなかった我々の手落ちだよ」

　そう言えば、佐々木は、既すでに一度は、阿あ部べとも顔を合わせているような事を言っていた。つまりは、監視の目をくぐり抜けて外部と接触した事が、過去に一度はあると言う事だ。

「……第一、阿部への顔かお繫つなぎを岡おか崎ざきに頼んだとしたら、まず岡崎への連絡先を知っておく必要がある。その機会があったのは、あの公孫樹いちようの会の時だけだ。佐々木さんは、あの時から既すでに、今日ある時を見越していたとしか思えないな」

「あの時から、ですか？　……そんな、まさか」

　公孫樹の会があった時と言えば、坂巻病院の襲しゆう撃げきどころか、宮みや内うちが辰たつ巳み本家に殴り込みを掛ける前である。あの時点で、そこまで見通すなど、神ならぬ身に可能な事とは、とても思えなかった。

「どこまで予期していたかは分からんが、少なくともあの時点で、岡崎が我々と敵対関係にある事は、佐々木さんにも分かった筈はずだ。将来的に私を牽けん制せいする材料に使えると判断したとしても、不ふ思し議ぎではない」

　佐々木は、藤ふじ岡おかとの会話の中で、

『俺は博士の居場所を作ってやりたい』

　そう語っていた。

　借り物ではなく、誰だれかの紐ひも付つきでもない、自分たちだけの『居場所』。それを作るための計画を、あの時から、胸の中に抱いていたと言うのか？

　研究室に閉じこもりで、ほとんど言葉を交かわす事もなかった佐々木。藤岡の影かげに隠かくれるようにして存在していた、あの頃ころの佐々木を、一也は思い出していた。

「どうやら、私は、あの男を、少しみくびりすぎていたようだ」

　その速はや水みの言葉が、すべてを物語っていた。
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　南な雲ぐもの運転する車は、北に向かって走っていた。てっきり斜しや道どうの本家屋や敷しきへ向かうのだと思っていたが、どうやら、そうではないらしい。

　走る車はやがて、大きなシティホテルの正面ロータリーへと入っていった。

　それを見て、甘あま利りが同じように、車を乗り入れていく。

　南雲が車を正面玄関の前に停とめると、岡おか崎ざきがいち早く後部座席から降り、佐さ々さ木きのためにドアを開けた。佐々木も佐々木で、当然のように、そのサービスを受けている。

「では、我々も行くとしよう」

　速水に促うながされ、一かず也やも車を降りた。

　岡崎と佐々木は連れ立ってホテルの中へと入っていく。一也と速水も、そのあとに続いた。

　玄関ホールには、宿泊客や商しよう談だんの待ち合わせをしていると思おぼしきビジネスマンの姿が散見できたが、そのうちの幾人かが、一也に探るような視し線せんを向けてきた。

　スーツにネクタイ。着ているものは、周囲にいるビジネスマンたちと大差はないが、目付きも違えば、身に纏まとう空気も違う。

　間違いなく、阿あ部べの手のものだ。ざっと見渡しただけで、七、八人は、このホールに詰めている様よう子すだった。

　岡崎と佐々木は、ホールを横切って、まっすぐエレベーターの方へと向かった。

　エレベーターに乗り込むと、岡崎が操そう作さ盤ばんの方に向き直る。すると、二人に続いて乗り込もうとした一也の目の前で、ドアが閉まり始めた。

　細かい嫌いやがらせをする男である。

　一也は右手を伸ばして、閉まり掛けたドアを押さえると、そのまま、速水とともに、エレベーターの中に乗り込んだ。

　岡崎と佐々木、そして一也と速水。

　四人を乗せたエレベーターが、上昇を始める。

　操作盤に目を向けると、二八階のボタンに明かりが灯ともっていた。

　一一……一二……一三……。

　増加していく階数表示を見上げていた岡崎が、ふと佐々木を振り返った。

「本当でしたら、本家で盛大にお迎えするところなんですが、ここんとこずっと、警察サツが張りついてましてね。こんなところしか場所が見付かりませんでした。申し訳わけありません」

「場所なんかどこだっていいさ。阿部さんと話をするのが目的だ」

「そう言って貰もらえると助かります」

　岡おか崎ざきは軽く頭を下げ、再び正面に向き直った。一かず也やや速はや水みには、声を掛けないどころか、見向きもしない。

　やがて、エレベーターが目的の階に到達し、ドアが開いた。

　目の前の廊下には、黒スーツの男が二人、立っている。岡崎を見て、軽く目もく礼れいした。

　岡崎は、それに頷うなずいて返し、

「どうぞ、先生。こちらです」

　佐さ々さ木きを振り返って、廊下の右手の方を指し示した。

　黒スーツの一人が先に立って進み、廊下の右手、一番奥の部屋のドアをノックする。するとドアが中から開き、また別の男が顔を出した。鋭するどい眼光で、さっと廊下を見渡してから、岡崎に向かって目もく礼れいする。

　そこは、このホテルでも最上級のスイートルームだった。ドアを開けたすぐの部屋は、ちょっとした広間となっていて、そこに一ひと癖くせも二癖もありそうな男たちが集つどっている。岡崎が部屋の中に足を踏み入れると、男たちは一斉に立ち上がり、

「お疲れ様です」

　岡崎に向かって挨あい拶さつした。

　それにしても、このフロアにいる人間と、一階の玄関ホールに詰めていた人間。すべて併あわせると二〇人以上はいそうだった。外を出歩くのに、いちいちこんな大人数を引き連れてくるあたりが、大物ぶる事の好きな阿あ部べらしい。速水とは大違いだ。

　佐々木は無表情に、男たちの顔を見渡している。いかつい男たちに囲まれながら、萎い縮しゆくするでもなく、身構えるでもない。いつも通りの自然体だった。

「おやっさんは？」

「奥でお待ちです」

　岡崎の問い掛けに、男の一人が答え、左手のドアを示した。年ねん齢れいは四〇近いが、遙はるか年下の岡崎に敬語を使っている。それが阿部組の中での岡崎の位置を、端たん的てきに示していた。

「では、先生。こちらへ」

「ああ」

　岡崎に促うながされ、佐々木が奥の部屋へと歩を進めていく。

　行く手を塞ふさぐ位置にいた男たちが、さっと脇わきへどいて道を空けた。
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　奥の応接間には、分厚い絨じゆう毯たんが敷しき詰められていた。広い部屋の中央には、豪ごう華かな本革張りのソファセットが置かれている。広い窓からは外の光が射さし込んでいて、応接間の中を明るく照らしている。二八階という高さだけあって、窓の外に広がる景色は、随ずい分ぶんと見晴らしが良かった。

　その窓まど辺べに、ずんぐりとした男が立っている。

　斜しや道どう本家の若わか頭がしらにして、速はや水みの仇きゆう敵てき。阿あ部べ誠せい次じである。

　一かず也やがこの男の前に立つのは、ほぼ二ヶ月ぶり。田た沼ぬま孝たか夫おの一件以来である。久しぶりに会う阿部は、少し髪が伸びたようだった。着ている衣服も、前回とはがらりと変わり、濃のう緑りよくの和服である。どうやら、斜道きっての武ぶ闘とう派はやくざから、斜道全体を統すべる者として、阿部なりに脱だつ皮ぴを計ろうとしているらしい。

「やあ、先生。先日ぶりです」

　佐さ々さ木きが応接間に足を踏み入れると、阿部が窓まど辺べから振り返った。薄うすい唇くちびるに笑えみさえ浮かべながら、佐々木を迎えに歩み寄ってくる。

「ご足労かけまして、申もうし訳わけありませんね」

「いや、とんでもない。こちらこそ、わざわざ時間を取って貰もらって、ありがたいと思ってるよ」

　阿部は、殊こと更さらに和なごやかな雰囲気で、佐々木に対していた。いかついその顔には、親しげな笑みさえ浮かべている。常の阿部を知る者なら、目を剝むくに違いない。

　速水と手を組んでいた人間が、その速水を裏切って、自分との繫つながりを求めてきた。それが痛快なのだろう。阿部は、いつになく上じよう機き嫌げんの様よう子すだった。

「まあ、立ち話もなんです。どうぞお掛け下さい」

　長方形のテーブルを囲むように、三人掛けのロングソファが二つと、一人掛けのものが二つ、配置されている。佐々木が三人掛けのソファのほぼ中央に腰を下ろすと、阿部も、その左手側にあるシングルソファに、どっかりと腰を据すえた。

「おい、大だい介すけ。先生に、なにか飲み物を出して差し上げろ」

「はい」

　岡おか崎ざきはドアを閉めると、そのまま奥の壁かべ際ぎわに設置された、キャビネットの方へと向かった。

　岡崎も阿部も、同じ部屋の中に、速水と一也がいる事を、完全に無視している。

　戸口に佇たたずんだままの速水を見かねたのか、

「どうした、速水くん。そんなところに突っ立ってないで、君も座ったらどうだ？」

　佐々木が、そう声を掛ける。

　だが、速水は、直接にはそれに答えず、

「ご同席させて戴いただいても、よろしいでしょうか？」

　まず阿部の方へと伺うかがいを立てた。

「よろしくはねぇが、先生が連れてきたんじゃ仕方がねえ。座りたきゃ勝手に座れ」

　阿部は、速水を見もしない。ぶっきらぼうに、そう答えた。

「では、失礼します」

　速水は静かに一礼すると、佐々木の向かいにあるソファに腰を下ろした。それも一番左端、阿あ部べから最も遠い席である。言われずとも招かれざる客である事は分かっている。それを態たい度どで示したのだろう。一かず也やは、その速はや水みの背はい後ごに控ひかえて立つ。

　岡おか崎ざきが、丸みを帯おびたグラスに、ブランデーを注そそいで戻ってきた。手にしたグラスは、当然のように二つだけ。それを阿部と佐さ々さ木きの前のテーブルに置く。阿部がテーブルの上の葉は巻まき入れに手を伸ばしたのを見て、岡崎はスラックスのポケットからライターを取り出した。

「よかったら先生もどうですか？　ハバナ産ですよ」

　阿部が、細巻きの葉巻を一本摘つまみ上げ、香かおりを楽しむように鼻先で遊ばせながら、佐々木にも勧めた。

「いや、結構」

　佐々木が首を振ると、

「そうですか。では、失礼して」

　阿部は吸い口を嚙かみ切り、葉巻を口に咥くわえた。その葉巻の先端に、岡崎がライターの火を近づける。

　葉巻に火が点つくと、阿部はゆっくりと煙けむりを吸い込んだ。吸い込んだ煙を吐き出しながら、傍かたわらの岡崎を、ちらりと見上げる。

「志し郎ろうさんの様よう子すは見てきたか？」

「ええ。お元気そう……とは言えませんが、とにかく生きてはいらっしゃいました。佐々木先生の仰おつしやってた通りです」

「そうか。そりゃあ、なによりだ。志し郎ろうさんを死なせでもしたら、組長おやつさんに顔向けできねえからな」

　そう言いながら、阿部はじろりと、横目に速水を見やった。

　宮みや内うち志郎は、斜しや道どうの初代組長の一人息子である。その宮内を、速水は瀕ひん死しの目に遭あわせてしまった。宮内を負傷させたのは辰たつ巳み組ぐみの人間であり、辰巳組をそのような暴挙に駆かり立てたのも、宮内の無む謀ぼうとも言える辰巳組本家への殴り込みによるものだ。速水自身には直接的な責任はないが、速水の管かん轄かつ下にある坂さか巻まき病院でその襲しゆう撃げきが行われたというだけで、充分、処分の対象となり得るのだった。それが分かっていたからこそ、速水は宮内の負傷を、これまでひた隠かくしにしてきたのだ。宮内は現在、警けい察さつの目を逃のがれるために潜せん伏ぷくしている。斜道の本家には、そう報告していたのである。

　それが、阿部にばれた。というより、佐々木がばらしてしまった。その一点だけで、速水は阿部に生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握られてしまったと言ってもいい。初代組長の御おん曹ぞう司しを守りきれなかったという罪は、斜道の人間として、それほどに重いものなのだった。

　しかも佐々木は、速水がハイブリッド部隊を創つくり上げようとしている事まで、阿部に教えてしまった。速水が阿部と戦う準備をしようとしている事をも、阿部は知ってしまったのである。

　速水が悪わる足あ搔がきをしていた事実と、表立って速水を処分できる正当な理由。阿部はその双方を一度に手に入れたのだ。速はや水みを見やる阿あ部べの目付きには、サディスティックな悦よろこびさえ窺うかがえた。

　身を破滅させる危険がすぐそばまで迫っている事を悟りながら、だが速水は、一切の表情を面おもてに表さない。

「さっき岡おか崎ざきくんが言っていたが、警けい察さつの目が光っているそうだな」

　佐さ々さ木きが、口を開いた。

「ええ。なんと言っても、この間の一件のあとですからね」

　阿部が、佐々木に視し線せんを向ける。

『この間の一件』というのが、佐々木と藤ふじ岡おかによる、辰たつ巳み組ぐみのアジト襲しゆう撃げきを示している事は言うまでもない。宮みや内うちを始末すべく組そ織しきされた辰巳組の精せい鋭えい部隊。それを佐々木と藤岡は、たった二人で、文字通り殲せん滅めつしてしまったのだ。死体はその後、速水の手によって、闇やみから闇へと始末されたが、二〇名を超える組員が一夜のうちに姿を消したという事実、それ自体は隠かくす事ができない。辰巳組は、斜しや道どうの仕し業わざだと悟った筈はずだし、警察もまた、確証はなくとも、それに勘かん付づいている。

「まあ、どっちにしろ、うちの人間が手を出していないのは事実ですからね。警察サツにしたところで、どうしようもないでしょうよ」

　阿部が、喉のどの奥で、低く笑った。

　辰巳組は、宮内の殴り込みによって大きな痛手を受け、その後、坂さか巻まき病院襲撃を命令したかどで、組長の辰巳十じゆう郎ろうも、既すでに警察に拘こう置ちされている。そして、最後に残った精せい鋭えい部隊もまた、佐々木たちの手によって消滅した。

　今や辰巳組は、トップを失い、武力も根こそぎ奪われて、風ふう前ぜんの灯ともし火びだった。阿部にしてみれば、棚たなからぼた餅もちで抗争相手を葬ほうむり去ったようなものだ。あとは力を失った辰巳組の縄張シマりを蚕さん食しよくしていくだけ。斜しや道どうはまたひとまわり大きくなる。阿部が上じよう機き嫌げんなのも当然だった。

「では、我々の力を認める気になったかな？」

「ええ。恐れ入りましたよ」

　佐々木の言葉に、阿部が頷うなずく。

　どうやら、佐々木にとって、辰巳組のアジト襲撃は、阿部に対するデモンストレーションでもあったらしい。阿部と手を組むためには、まずはその力を示しておく必要がある。そう考えていたからこそ、佐々木は速水の求めに応じたのだろう。

　だとすれば、佐々木が阿部に接触したのは、速水の要よう請せいがあってから辰巳組のアジト襲撃までの間のどこかという事になる。甘あま利りが告白したあの時点より更に前に、佐々木は裏で動いていたのだ。

「ですが、今後、手を組むと言う事なら、その前に一度、そのハイブリッドとやらの力、この目でも見ておきたいですな。よかったら、今ここで、その変身という奴やつをして貰もらえませんかね」

　薄うすい笑えみを浮かべたまま、阿あ部べが佐さ々さ木きを見やった。粘り着くような視し線せんである。形としては要よう請せいだが、見せなければ話を進めるわけにはいかない。そんな意志が覗のぞける目付きだった。

「悪いが、今日は着替えを用意してこなかった」

　阿部の求めを、佐々木は軽く受け流した。

　だが阿部も、簡かん単たんには引き下がらない。

「服の替えだったら、いくらでも子分どもに買いにいかせますよ」

　辰たつ巳み組ぐみの精せい鋭えい部隊の殲せん滅めつという実じつ績せきがあったとしても、『変身する超人』などという存在を、その目で見もせず、額がく面めん通りに受け入れるわけにはいかないのだろう。

「ハイブリッドは見せ物じゃない。どうしてもと言うのなら、速はや水みくんに頼むんだな」

「速水に？」

　阿部が、ちらりと速水を見やってから、佐々木に視し線せんを向け直した。

「そいつは、どういう意味です？」

　その表情が、僅わずかに険けん悪あくさを増す。俺おれからじゃなく、速水の頼みなら聞くのか。そんな想おもいがよぎったようだ。

　だが、佐々木は、表情を変えない。そして、あっさりと答えた。

「例のアジト襲しゆう撃げきを、速水くんはビデオで撮さつ影えいさせていた。そのテープを持ってきて貰えばいい。ハイブリッドが実戦でどれだけ役に立つか、それを観みた方が分かりやすい筈はずだ」

　一かず也やは思わず息を吞のんだ。

　確かに、ビデオの撮さつ影えいはしていた。速水の命令で、一也自身がカメラを携たずさえ、一部始終を撮影していたのである。

　だが、それはあくまでも、佐々木たちには秘密の撮影だった。カメラも夜間モードを使い、佐々木たちに気付かれないようにしていたのである。

　……それすらも、佐々木は勘かん付づいていたのか？　知っていながら、わざと撮影させていたのか？

　佐々木が、首を巡めぐらすようにして、一也を見上げた。

「君らにはまだ言ってなかったかもしれないが、戦せん闘とう形けい態たいになった俺には、赤せき外がい線せんが見える」

　その言葉で、一也は観かん念ねんした。

　どうしようもない。手も足も出せない。すべてにおいて、裏を搔かかれている。

「……一也。中なか屋や敷しきさんに電話して、テープを持ってこさせてくれ」

　速水が、静かに、そう言った。




　　　　一二




　ビデオテープは、三〇分ほどで到着した。

　応接間にビデオセットは用意されていたものの、デジタルビデオの小型テープは、普通のデッキでは再生できない。そのため、阿あ部べは自分の手下に命じて、互ご換かん性せいのあるデッキを、別途用意させた。

　応接間のテレビにコードが繫つながれ、テープが再生される。すると画面に、一かず也やたちが何度となく繰くり返し観みた、あの襲しゆう撃げきシーンが映し出された。

　藤ふじ岡おかと佐さ々さ木き。頑がん丈じような甲こう殻かくに身を包んだ、異い形ぎようの存在が、辰たつ巳みの組員たちを圧倒していく。

　その姿を、阿部と岡おか崎ざきは、食い入るように、見詰めていた。

「……こいつぁ、凄すげぇや……」

　あの岡崎が、なんの衒てらいも含みもなく、素直に嘆声を上げている。

　阿部は阿部で、手にした葉は巻まきを吸う事も忘れ、一心に画面に見入っていた。

『速はや水みくんはハイブリッドの力に魅みせられてしまった』

　藤岡と佐々木の会話を盗とう聴ちようした時、藤岡がそう言っていた事が思い出される。

　その言葉を聞いた時、藤岡は速水を見誤っていると思ったものだった。感性で動く宮みや内うちとは違い、速水は理性で動く。ハイブリッドに関しても、あくまでも、その能力を評価したからこそ、その獲かく得とくに乗り出したのだ。そのために必要な資材や労力、そしてリスクまで、すべてを鑑かんがみた上で、なお自分に有益だと判断したからこそ、この計画を始動させたのである。

　だが、あるいは、そう判断したという事、それ自体が、藤岡の言う『魅せられる』という事なのかもしれない。

　圧倒的な力を前にした時、人は畏い怖ふしつつ、それに目を奪われる。

　だが、自分には無む縁えんのものだと分かっていれば、ただそれだけで済む筈はずだ。

　プロボクサーの壮絶なＫＯシーンに歓声を上げる観かん客きやくは多くても、それを観てボクシングジムに通い始める者はそうはいない。同じ力を得るためには長年に亘わたるトレーニングが必要な事、仮にそれをこなしたとしても同じ域に到達できるとは限らない事を、誰だれもが知っているからだ。

　だが、たった一日、ジムに通うだけで、プロボクサーと同じ力が手に入るとしたら？

　おそらくは、誰もがジムに赴おもむくに違いない。そうしない者がいるとすれば、余程の怠なまけ者ものかひねくれ者だけだ。

『圧倒的な力』が、『望めば手に入る』。

　二つの要素がひとつになった時、それはすべての人間を惹ひきつける麻ま薬やくとなるのかもしれなかった。

　ビデオの上映が終わると、それを待っていたように、佐々木が阿部を振り返った。

「商品説明は、これで充分だろう。返答を聞かせて貰もらいたい」

「買いましょう」

　即答だった。

　交渉の成立──これで本当に、すべてが終わった。

　速はや水みが計画したハイブリッド部隊の創設。それが、この瞬しゆん間かんに、完全に速水の手を離はなれたのである。

　ハイブリッド部隊は阿あ部べのものとなり、その力を得た阿部は、斜しや道どうの支配者としての地位を、更に盤ばん石じやくのものとする。そして、そうなったあとでも、阿部が速水を泳がせておくとは、一かず也やには、とても思えなかった。

「値段は幾らですか。言い値で買わせて貰もらいますよ」

　もちろん『値段』とは言っても、それは単に、金きん額がくの事だけではあるまい。佐さ々さ木きはハイブリッドの研究を続ける事のできる施設を欲し、『自分たちの居場所』を作ろうとしている。速水に対してしたのと同様、施設や人材の手配、研究所を維い持じするのに必要な、継けい続ぞくしたバックアップ、そうしたものを、阿部に対しても要求している筈はずだ。阿部の方も、それを承知していて、それら諸条件をすべてひっくるめた上で『値段』と、表現したのである。

　だが、佐さ々さ木きの返答は、一かず也やの意表を衝ついたものだった。

「金は速水くんが出してくれる。あなたには後ろ盾だてになって貰えれば、それで充分だ」

　速水が、驚おどろいたように、佐々木の横顔を見詰めた。

　岡おか崎ざきをアトリエに呼び寄せた時から表面化した佐々木の行動は、一貫して、速水に敵対するものだった。ハイブリッド部隊を我がものとしようとする速水と手を切り、阿部を新たな同盟者として選えらんだ。一也は、そう思っていた。

　その佐々木が、ここに来て、速水をこれまで同様、同盟者として扱ったのだ。速水が驚おどろくのも当然だった。

　速水と手を切る気がないのなら、なぜ阿部に内通するような真似まねをしたのか。

　一也には、佐々木の意図が分からなかった。

　阿部の方も、怪け訝げんな顔で、佐々木を見詰めている。

「改めて言うまでもないでしょうが、速水は俺おれの手て下したですよ。俺と先生の間で話が付きさえすれば、わざわざこいつを嚙かませる必要はありません」

　その言葉で、やはり阿部が、速水を排除するつもりだった事がはっきりした。

「それが、そうはいかないんだ。俺が望む『研究所』は、あなたが考えているものとは規模が違う。あなたの力だけでは、それを実現する事はできないし、速水くんの力だけでも無理だ。二人の協力があって初めて、それが可能になる」

「協力？　こいつとですか？」

　阿部が鼻で笑い、

「いったい佐々木さんは、どんな『規模』を考えてるんですか？」

　速はや水みが、眉まゆを寄せたまま、佐さ々さ木きに訊たずねる。

　だが佐々木は、その二人のどちらの質問にも、答えなかった。

「それから、誤解があってはいけないから、今のうちにはっきり言っておく。この『商品』はリース専門だ。売りはしない」

　阿あ部べと速水が、同時に黙だまり込んだ。

　二人の視し線せんが、右と左から、佐々木の横顔に突き刺さる。

　斜しや道どうの創生期、文字通り血の雨をくぐり抜けてきた武ぶ闘とう派はやくざの筆頭、阿部誠せい次じと、その才覚で企業や銀行を翻ほん弄ろうし巨大な利益を産んできた頭脳派やくざの極きよく北ほく、速水敬けい介すけ。その二人の無言の凝ぎよう視しを浴びながら、佐々木は顔色ひとつ変えずにいた。

「……仰おつしやる意味が、よく分かりませんが」

　ややあって、速水が再び口を開いた。

　佐々木が、首を巡めぐらして、速水を見返した。

「君の資金と阿部さんの人材、そして我々の持つハイブリッド技術。三者を結集して新しく組そ織しきを作る──要するにそういう事だ。君らへの負債は、その機関を運営して稼かせいだ金で、相応の利子を付けて返す。専門家の君にこんな事を言うのもなんだが、投資先としては、かなり有望な筈はずだぞ」

　佐々木の口元に、その時初めて、うっすらとした笑えみが浮かんだ。

「つまり……斜道に属さない、第三者機関にするという事ですか？」

「もちろん、君や阿部さんの依頼があれば、君らの『業務』にもハイブリッドを派は遣けんするつもりだ。ただし、あくまでも『仕事』としてな」

『仕事として請うけ負おう』という事は、裏を返せば、『命令は受けない』という事だ。

　盲目的に斜道の指示に従うのではなく、個々の案件に対して、受けるかどうかの決定権を自らが保持する。

　佐々木の考える組そ織しきとは、そういう形のものであるらしい。

「そして、その長おさに、佐々木さんが就つく、と？」

「当然、そうなるだろうな。ハイブリッドのなんたるかを理解していない人間には、この組織の運営はできない」

『自分たちの居場所を作る』と言い、『主しゆ導どう権けんは俺おれが握る』と言っていた佐々木。その佐々木が胸に描いていたのは、この図式だった。阿部と速水、双方の協力を得た上で、自分の組織を創つくり上げる。それが佐々木の目的だったのである。

　だが、阿部と速水の協力を前提としている点といい、阿部や速水が創り上げた組織の指し揮き権けんを素直に第三者に素直に譲ゆずり渡すと考えている点といい、佐々木の見通しはあまりに甘すぎた。大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げるのはいいが、机き上じようの空論もいいところだ。

「……そんなものが成立すると、本当に考えてらっしゃるんですか？」

　速はや水みが、強い視し線せんを佐さ々さ木きに当て、

「さすがに、そいつはちと、虫が良すぎやしませんか、先生」

　阿あ部べが、呆あきれたように、その鼻を鳴らした。

　立場も性格も生き方も違うこの二人が、この時ばかりは意見を同じくしたのだ。

　だが、それも当然である。速水や阿部が、佐々木と手を組む気になったのは、ハイブリッドの力を認めたからだけではない。その力を自分のものにしたいからだ。

　いくら強大な力でも、それが自分のものにならないのであれば、意味はない。そんな事のために手を貸すほど、阿部はもちろん、速水もお人ひと好よしではない。

　だが、速水と阿部に異い議ぎを唱えられても、佐々木は悠ゆう然ぜんとしたものだった。テーブルに置かれたグラスに手を伸ばし、口元へと運ぶ。まるで、こちらから言うべき事はすべて言ったとでも言わんばかりの仕し草ぐさである。

　阿部が、やや焦じれた様よう子すで、再び口を開いた。

「一〇〇歩譲って、新しく組織を立ち上げるってのはいいとしましょう。ですが、先生がそのトップに立つってのは、いくらなんでも、ちと無む茶ちやだ。餅もちは餅屋。荒っぽい連中を束たばねるのは、うちの人間に任せて下さい。ハイブリッドの運営が心配だってんなら、顧こ問もんとして意見して下さりゃ、それで充分です」

　佐々木は、半分ほどブランデーを飲むと、グラスをテーブルの上に戻した。

「要するに、俺おれの申し出は受けられないという事か？」

　眼鏡めがねの下の眼まな差ざしが、阿部を真まっ直すぐに見み据すえている。

「そうは言ってません。もうちょい妥協してくれと言ってるんです。先生だって、まとめたいと思って、この話を持ってきたんでしょうが。だったら、折れるべきところは折れて下さいよ。一国一城の主あるじになりたいっていう先生の気持ちも分からねえじゃねえが、金も人もうちに出させておいて、それで斜しや道どうとは関かかわりない組そ織しきですなんてのは、いくらなんでも通りません。あんまり欲を搔かきすぎると、元も子も無くす事になりますよ」

　暴力と恫どう喝かつで相手を従わせる事を常としてきた阿部が、佐々木に対しては、珍めずらしくも、言い聞かせるような口調になっている。それは、とりもなおさず、佐々木の持つハイブリッド技術に、阿部が少なからず食しよく指しを動かされている事を示していた。

　だが、阿部は現在、既すでに斜道の事実上の支配者であり、独自の武力を保持してもいる。速水が置かれている立場とは、その点が決定的に違っていた。ハイブリッドの力に興きよう味みは持っても、それを手に入れたいという思いは、速水ほど切実ではない。話がまとまらないのであれば、ご破は算さんにしてしまっても、阿部は特には困らないのである。

　佐々木は静かに阿部を見返している。

　ややあって、

「一本、貰もらってもいいか？」

　卓上の葉は巻まき入れを、目顔で示した。

「……どうぞ」

　佐さ々さ木きを見詰めたまま、阿あ部べが頷うなずく。

　佐々木は、身を乗り出すようにして右手を伸ばすと、指先で葉巻入れの蓋ふたを開けた。中から葉巻を一本引き出すと、やはり葉巻入れの中に収められていた専用のカッターで、一方の端を切り落とした。

「火を頼めるか？」

　葉巻を口に咥くわえながら、岡おか崎ざきを、ちらりと見上げる。

　岡崎は、無言のままライターを差し出し、佐々木が咥えた葉巻の先に、その炎を当てた。

　阿部と速はや水みが見詰める中、佐々木はゆっくりと葉巻を吸い付けている。

　やがて火が点つき、岡崎はライターをしまって、元通り、阿部の背はい後ごに下がった。

　佐々木は深々と葉巻を吸い、そして、その唇くちびるから、細く長く、煙けむりを吐き出した。

「最初に、はっきりさせて置きたい事が、ひとつある」

　速水と阿部、どちらに向けるでもなく、佐々木が独ひとり言ごとのように、そう切り出した。

「……なんでしょう？」

　速水が、油ゆ断だんのない目付きを、佐々木に向ける。

「確かに、俺おれ一人の力ではハイブリッド部隊を創設する事はできない。それは認める。だが、手を組む相手が君らでなければならない理由は、俺にはない」

　調子に乗って無む茶ちやな要求をするようなら、この話はご破算にしても構わない。そう匂におわせた阿部に対し、佐々木はそれならそれで一向に構わないと返したのである。

　佐々木を見詰める阿部の口元が、にたりと歪ゆがんだ。

「聞くところによれば、ハイブリッド技術ってのは、非合法だって言うじゃないですか。それに加えて先生は、密入国なんて真似まねもされてなさる。そんな先生が誰だれと組もうってんです？　どこにそんな相手がいるんですか？」

　あんまり無意味なはったりを口にするもんじゃない。そう言わんばかりである。

　佐々木が、ゆっくりと煙けむりを吸い込む。吸い込んだ煙を吐き出してから、再び口を開いた。

「この国に存在するやくざ組そ織しきは、なにも君らだけじゃない。我々の技術を欲しがる組は、ほかにいくらでもあるだろう。たとえば……辰たつ巳み組ぐみとかな」

　さすがの阿部が、一いつ瞬しゆん、黙だまり込んだ。

　自分の出す条件を吞のまないのであれば、敵方に寝返る。佐々木は、そう明言したのである。

「冗じよう談だん言っちゃいけませんよ、先生。あいつらになにができます。辰巳はもう、潰つぶれる寸前だ。先生に貸す力なんか、ありやしませんよ」

「だからこそ、彼らは今、『力』を欲している。我々の技術も高く買ってくれるだろう。そして、俺が手を貸してやれば、今の劣勢を跳はね返す事など、造作もない事だ」

　確かにその通りだ。あの力が牙きばを剝むいた時、それに対抗しうる力は、斜しや道どうにはない。

「まさか、本気で仰おつしやってるわけじゃありませんよね」

　阿あ部べの口元に浮かんでいた笑えみが、いつの間にか消え失うせている。やや上うわ目め遣づかいになりながら、射いるような視し線せんを、佐さ々さ木きに向けている。

「いや、本気だ。君ら相手にまとまらなければ、この話は辰たつ巳みに持っていく」

「そんな事を言われて、はいそうですかと俺おれが頷うなずくとでも思ってんですか、先生」

　阿部の眼光が、その強さを増していく。

「君もビデオは観みた筈はずだ。ここにいる君たち四人と、隣となりの部屋に控ひかえている七人。全部まとめて片付けるのに、二分とは掛からんよ」

　その瞬しゆん間かん、部屋の温度が一気に下がった気がした。

　必要ならば、今この場で、一かず也やたち全員を皆殺しにする。佐々木はそう言ったのである。

　口調が淡々としているだけに、一層不ぶ気き味みに、その言葉は響ひびいた。

　たった一人の、いかにも学者然とした男が、やくざ四人を威い嚇かくしている。

　端はたから見れば、それは滑こつ稽けいな図かもしれない。

　だが、佐々木には、それを可能にする戦せん闘とう能力があり、迷いなくそれを実行に移せる、冷れい徹てつな意志の強さがあった。それを必要と判断すれば、佐々木は、それこそ眉まゆひとつ動かさずに、一也たちを殺してのけるに違いない。

　そして、佐々木に一也たちを皆殺しにする必然性があるかどうかと言えば、確かに、それもあるのだった。手を組む相手を辰巳組に変えるとなれば、余計な事を知っている人間を始末するのは当然だし、辰巳組への手て土産みやげとして、阿部と速はや水みの首ほど相応ふさわしいものもないからだ。

　佐々木は、医学者であると同時に策士だった。そして、策士であると同時に、危険極きわまりない人食い虎どらでもあったのである。

　一也は、それを今いま更さらながらに思い出した。

　佐々木は、戦闘形たい態けいを取っていない。人の姿のまま、悠ゆう然ぜんと葉は巻まきをくゆらしている。

　今ならまだ勝ち目はあるかもしれない。先手を打って襲おそい掛かれば、機先を制する事ができるかもしれない。

　だが、そう思いはしても、一也は動く事ができなかった。どこからどう手を出しても、即座に返され、瞬しゆん殺さつされる。そんな気がしてならない。勝つイメージがどうしても摑つかめない。

　岡おか崎ざきが、顔を強こわばらせている。

　速水も、ソファに腰を腰掛けたまま、微動だにしない。

「……そいつは脅おどしですか、先生」

　低い声が、絞しぼり出された。

　阿部だ。阿部が、ぎらつく眼光を、佐々木に向けている。

「言っときますがね、先生。俺はこれまで、自分の信じる道を生きてきた。脅されて屈した事は一度もねえんだよ」

　佐さ々さ木きが、阿あ部べに言う事を聞かせたかったとしたら、やり方を間違えたとしか言いようがない。阿部は、生さつ粋すいの武ぶ闘とう派はやくざである。面子めんつを失うぐらいなら、命を捨てる事を選えらぶ。そういう男なのだ。

　触れれば火傷やけどしそうなほどの阿部の眼光を、だが平然と受け止め、佐々木は静かに答えて返した。

「俺おれもだ」

　阿部の吊つり上がった目め尻じりのあたりが、細かく痙けい攣せんした。

　阿部も引かないが、佐々木も譲じよう歩ほしない。

　この部屋を訪れた時の友好ムードなど、どこかに消し飛んでいた。

　二人の間で、空気が密度を増していく。ぶつかり合う視し線せんが、その強さを増していく。

　よしてくれ。やめてくれ。

　一かず也やは、そう叫びたかった。

　阿部が佐々木とやり合うのは構わない。だが、今この場で阿部が激げき発はつすれば、その余波に、一也と速はや水みまで巻き込まれてしまう。

　息詰まるような緊きん張ちよう感かんの中、それでも一也は、僅わずかに立ち位置を移動した。佐々木相手に勝ち目はなくとも、速水だけは守らねばならない。

　岡おか崎ざきの右手も、いつの間にか、ジャケットの内側に差し入れられている。そこに愛用のナイフを隠かくし持っているに違いない。

「ひとつ、お訊ききしてもいいですか、佐々木さん」

　速水が口を開いたのは、その時だった。

「なんだ？」

　阿部の眼光を受け止め続けながら、佐々木が応じた。

「そもそも佐々木さんが、阿部さんにこの話を持ち掛けたのは、なぜです？　私では力不足と思ったからですか？　それとも……ただの嫌いやがらせですか？」

　佐々木の口元が、僅わずかに緩ゆるんだ。

「俺はそんなに酔すい狂きようじゃない。さっきも言った通り、必要な規模の組そ織しきを創つくり上げるためには、君だけの力では不充分だと判断したからだ。だから、君の上司である阿部さんにも、協力をお願いする事にした」

「しかし、あなたは今、辰たつ巳み組ぐみと手を組んでもいいと仰おつしやった。私と阿部さんが力を合わせた場合より、辰巳組単体の方が、より力があると考えているわけですか？」

「もちろん違う。だが、俺が指し揮き権けんを握ると言うのは、絶対条件だ。それが叶かなわないのであれば、多少劣っても、辰巳と組んだ方がいい」

　自分が主しゆ導どう権を握る事。当初から佐々木は、それにこだわり続けてきた。策さくを弄ろうする事の多い佐さ々さ木きだが、その点に関しては、一貫している。

「なるほど。では、指し揮き権けんを譲ゆずるという条件が同じなら、辰たつ巳み組ぐみ単体と、阿あ部べさん抜きでの私、どちらと手を組んだ方が得策とお考えでしょう？」

　その質問に、佐々木が速はや水みを振り返った。

　睨にらみ合っていた相手に、あっさりと視し線せんを外され、阿部が拍子抜けしたような表情を浮かべる。

「その両者であれば、もちろん、君を選えらぶ。これまでの付き合いもあるしな」

「分かりました。では、それで手を打つ事にしましょう」

　速水は、ゆっくりとソファから立ち上がった。

「佐々木さんが仰っていた、斜しや道どうから独立した第三者機関にするという条件と、そのトップに佐々木さんを据すえるという条件。この二点を飲みます。阿部さんの助力が得られない分、佐々木さんにとって『最善』とはならないでしょうが、少なくとも『次善』ではある筈はずだ」

「……確かにな」

　速水を見上げ、佐々木は、うっすらと笑った。

「では改めて、よろしくお願いします」

　速水が、佐々木に右手を差し出す。

「いいだろう」

　佐々木がソファから立ち上がり、差し出されたその手を握ろうとした。

「ちょっと待てや、速水」

　阿部が、ぎろりと速水を睨にらみ上げたのは、その時である。

「黙だまって聞いてりゃ、仮にも兄貴分の俺おれを差し置いて、なに勝手に話を決めてやがんだ、手て前めぇ」

「差し置くもなにも、たった今、阿部さんは、佐々木さんの申し出を断ったじゃありませんか。ですから、私が代わりに引き受ける事にしたんです。それに、この話はもともと、私と佐々木さんとの間で進めていたものだ。元の形に戻っただけですよ」

「それが勝手な事だって言ってんだ。いったいいつ、俺が先生の申し出を断った」

「……え？」

　と、きょとんとして阿部を振り返ったのは、ジャケットに右手を差し入れたままの岡おか崎ざきである。

　阿部はソファから立ち上がると、乱れた裾すそを払って直し、改めて佐々木に向き直った。

「先生もお人が悪い。最初からそうやって、腹を割って打ち明けて下さりゃよかったんですよ。不ふ肖しよう阿部誠せい次じ、頼ってくる相手を無む下げにするほど、小さい器量は持ち合わせてません。俺の力が必要だという事なら、喜んで手を貸しますよ」

　殺し合いを始める一歩手前まで行った男とは思えない、一八〇度の方向転換だった。鮮あざやかなばかりの変わり身の速さである。

「さっきの条件については？」

　佐さ々さ木きが、ぬかりなく、確認を取る。

「先生にとって、それがそこまで譲ゆずれない条件だってんなら、喜んで吞のみますとも。ただし、組そ織しき丸ごとお任せする分、支払った分の見返りだけは、きっちり取り立てさせて戴いただきますよ」

「ああ、分かっている。受けた恩は、必ず返すさ」

「いい返事だ。気に入ったよ、先生」

　阿あ部べはにやりと笑うと、握手をしようとしていた速はや水みの前から搔かっ攫さらうようにして、佐々木の手を握った。

「そうと決まりゃ、早速、固めの杯さかずきだ。大だい介すけ、新しく酒、注ついで持ってこい」

「……はい」

　どこか釈しやく然ぜんとしない表情ながら、岡おか崎ざきは新たなグラスを用意するため、キャビネットの方へと向かっていった。




　　　　一三




　佐々木と阿部、そして速水の三者会かい談だんは、こうして決着を見た。

　一時はどうなる事かと思ったが、阿部と佐々木との意地の張り合いも、激げき発はつまで至らずに済んだ。

　阿部が態たい度どを変えたのは、目の前で速水が佐々木と手を組む姿を見たからだ。自分抜きで、速水だけにハイブリッドの恩恵がもたらされる。それを見過ごす事ができなかったのだ。

　しかし、速水自身が言っていたように、もともとこの計画は、速水と佐々木だけの間で進められていたものである。それに阿部が加わる事になった。加えざるを得なくなった。

　すべては佐々木のせいだ。

　速水と手を切り、阿部と結ぶ。考えられる最悪のシナリオこそ回かい避ひできたものの、速水が独占する筈はずだったハイブリッド技術による恩恵を、阿部と共有する事になってしまった。新しく作る組織を斜しや道どうとは別個の第三者機関にするという事も、そのトップに佐々木を据すえるという事も認めさせられてしまった。

「……結局、佐々木さんのいいようにされてしまったんですね」

　引き上げる車のその中で、一かず也やはそっと嘆息した。

「ああ。今回は、私の負けだ」

　後部座席から、速水の声が返ってきた。

「これから、どうするんですか？」

「決まってしまった事は仕方がない。これからは、阿部と合ごう議ぎの上で、新組織の立ち上げを計画する事になるだろう」

「……残念です」

　そもそも、ハイブリッド部隊は、阿あ部べに抵抗するための力として、創設する筈はずのものだった。だが、そこに、よりにもよってその阿部が、一枚嚙かむ事になってしまったのである。

　佐さ々さ木きのもたらすハイブリッド技術は、速はや水みに力を与えてはくれるだろうが、それと同等かそれ以上の力を、阿部にも与える事になる。

　これではいったい、なんのための計画か分からない。

「まあ、そう気を落とすな。あれが落としどころなら、我々にとっても、そう悪い結果じゃない」

　速水の声は、意外にさばさばしていた。

「と、仰おつしやいますと？」

　一かず也やは、体ごと、後部座席を振り返った。

「まず、阿部がこの計画に一枚嚙んだ事で、宮みや内うちの現状について言いい訳わけする必要がなくなった。少なくとも宮内の件で、阿部が私を責める事はできなくなったわけだ」

　初代組長の一人息子を守れなかった罪。それを糾きゆう弾だんされる恐おそれがなくなった事は、確かに大きい。

「そして、先程のやりとりで、阿部を引き込んだ、佐々木さんの意図も分かった」

「……そう言えば、佐々木さんの考える規模の組織を作るには、速水さんの力だけでは足たりないと言ってましたね」

「いや、それは表向きの理由だよ。佐々木さんの目的は、私と阿部の対立の図式を、そのまま、新しく作り出す組そ織しきの中にも持ち込む事にあったんだ」

「なんのためにですか？」

　速水と阿部。対立する二人のいがみ合いを持ち込めば、折角、新しく作ろうとしている組織の和が乱れる事は明白だ。なぜ、わざわざ騒そう動どうの種を持ち込むような真似まねをするのか、その理由が、一也には理解できなかった。

「少数が多数を支配しようとする時、最も有効なやり方は、多数を二分して、互いを敵対させる事だ。その上で、上に立って、両者のバランスを取る。そうすれば、放っておいても互いを見張り合うし、一致団結して上に反抗する恐れもない。……統とう治ち術じゆつのいろはだよ」

「では、佐々木さんが『主しゆ導どう権けんを握る』と言っていたのは……」

「おそらく、あの時既すでに、佐々木さんの頭の中には、この図式があったんだろうな。そして見事に形にして見せた。……まったく、大した男だよ」

　速水の口元に浮かんだ笑えみは、単なる苦笑ではなかった。むしろ、楽しんでいるかのようにさえ見える。

「ただ、ひとつ佐々木さんに誤算があったとすれば、阿部が損得勘定より、面子めんつを優ゆう先せんする男だったという事だ。さっきの睨にらみ合いには、私も冷ひや汗あせを搔かかされたよ。だから、仕方なく、助け船を出したんだ」

　速はや水みが単独で佐さ々さ木きと組もうとすれば、阿あ部べも意地の張り合いなどしている場合でない事を悟る。先程の速水の行動は、そこまで読み切った上での、行動だったのだ。

「ですが……そのために、佐々木さんの要求をすべて吞のんでしまって、本当に良かったんですか？」

「阿部が我々の計画を知ってしまった時点で、ほかに選せん択たく肢しはなかった。と言うより、私から見ても、あれがほぼベストの形だ」

「……あれが本当にベストなんですか？」

「そうだ。考えてもみろ。斜しや道どうの序列では、私は阿部の下にいる。その私がトップに就ついたら、阿部の命令を表立って拒否する事はできない。新しん組そ織しきは事実上、阿部に私物化されてしまうだろう。だが、佐々木さんは斜道とは関かかわりのない人間だ。新組織に対する阿部の発言力を減らすと言う意味では、佐々木さんにトップに就ついて貰もらうのが一番だ。……もちろん、本当にベストなのは、阿部を嚙かませずに、私が主導権を握る事だが、佐々木さんに言わせると、最善という奴やつは手に入らないものらしいからな。私も、このあたりで良しとすべきだろう」

「ですが、そうお考えになっていたんだったら、どうして最初はあんなに反対されたんですか？」

　佐々木の要求を吞むのが、結果的にベストだと思っていたなら、無む駄だな言い合いなどせず、さっさと同意してしまえばよかった筈はずだ。

　その一かず也やの質問に、速水は、至し極ごくあっさりと、答えた。

「私が簡かん単たんに承しよう諾だくしたら、阿部が余計な気をまわすだろう。最初からそういうつもりだったんじゃないかとな。だから、少し嫌いやがって見せただけだ」

　策を講こうじ、裏を搔かき、相手の心理を読んで、演技をする。

　様さま々ざまな思おも惑わくに従い、複ふく層そう的てきな戦略を立てながら、捨てるべきは捨て、守るべきは守って、その時々で、少しでも有利な位置に、自分を置いていく。

　あの交渉の席で、そういう戦いが行われていたのである。

　一也は、呆あきれ果てるしかなかった。自分にはとても、そんな真似まねはできそうもない。

「確かに、今回は佐々木さんの勝ちだ。新組織は、佐々木さんの望んだ形に作られていくだろう。だが、トップの地位は譲ゆずっても、実効的な支配権までくれてやるつもりはない。最終的にすべてを掌しよう握あくするのは、この私だ」




　──佐々木の手引きによって、ハイブリッド部隊の創設には、阿部までもが一枚嚙かむ事になってしまった。

　仇きゆう敵てき同士の速水と阿部が、佐々木を媒ばい介かいとして、一時的に手を組む事になったのである。

　だが、速水と阿部の敵対関係が消失したわけではない。

　速はや水みは阿あ部べを凌りよう駕がするため、阿部は速水を駆く逐ちくするため、ともに新しん組そ織しきの掌しよう握あくを計る。

　そして佐さ々さ木きも、その手にした指し揮き権けんを有ゆう名めい無む実じつのものとしないために、様々な策を講じるだろう。




　まだ生まれてもいない、ハイブリッド部隊。

　それを我がものとするため、佐々木と速水、そして阿部。三みつ巴どもえの調ちよう略りやく戦が始まろうとしていた。










　　　あとがき




　無の状じよう態たいから小説を作り始める時、まずアイデア出しから始まって、次にプロットを組み立てていくわけですが、この段階で意外と手間取ってしまうのが、『登場人物の名前を決める事』だったりします。




　プロット段階ですので、『主人公』だの『友人Ａ』だの、記号同然の名前でも、構わないように思われるかもしれませんが、僕の場合、その方式だと、作さく劇げきに大きな支障を来してしまいます。

　年ねん齢れいや属性、性格や嗜し好こうなどを、データとして完かん璧ぺきに作り上げたとしても、名前がないままでは、イメージが固まらない。もやもやとした煙けむりのような存在のままで、一つの『像』となってくれないんです。『像』が浮かばないままでは、彼らを作者の都つ合ごうで動かす事はできても、独自に動きまわらせる事ができない。キャラクターに血が通わず、従ってストーリーに広がりも出ない。……という事になってしまうからです。




（このあたり、他たの作家さんはどうなんでしょう？　ちょっと興きよう味みがあるので、今度機会があったら、インタビューしてまわってみたいと思います。）




　そんなわけで、とにかく、プロット段階で名前を決める必要があるわけです。

　作者としては、名は体たいを表すような──ストーリーの中での位置付け、その登場人物の考え方や行動にふさわしいような──名前にしたいところなのですが、前述したように、『ストーリーを膨ふくらませる前』の作業ですので、なかなかそうもいきません。




・ストーリーが確立しないと『ふさわしい名前』が決まらない。

・『名前』が決まらないとストーリーを膨らませる事ができない。




　……というわけで、堂々巡めぐりになってしまうからです。




　では、そういう場合、どうするか。




　そういう時、僕は、『とりあえず適当に名前を付ける』という暴挙に出る事が、ままあります。

　しかも、『なんらかのグループ』から、一連の名前群をそのまま持ってくると、多数の登場人物の名前をいちいち考える手間が省はぶけて、更に良し。




　例えば……『ダブル・キャスト』という作品には、主人公の一人として、川かわ崎さき涼りよう介すけという少年が出てきます。彼はバイク乗りで、三人の仲間がいる。

　というわけで、三人の仲間には、最初、『本ほん田だ・鈴すず木き・山やま葉は』という名前を付けていました。

　さすがに、あまりに安直すぎるので、この時ばかりは、途と中ちゆうで変更しましたけれど。




　まあ、僕のネーミングセンスと言ったら、こんなものです。

　もじりだったり、言葉遊びだったり。

　結構、いい加減に決めてるよなぁ……と、自分でも思います。




　ですが……不ふ思し議ぎなもので、そんな適当に決めた名前であっても、その名前を使い続けていくと、次第にしっくり、その登場人物に馴な染じんでいくんですね。

　名前が登場人物たちの性格に影えい響きようするのか、あるいは、登場人物たちの行動が名前を自分のものにしていくのか。

　外伝一巻にあった、

「名前って奴やつには、不思議な力が宿るもんでね」

　との宮みや内うち志し郎ろうの台詞せりふは、作者の実感でもあります。




　そして実は、この『Hyper Hybrid Organization』に出てくる登場人物たちの名前も、大半は、『ある一連の名前群』から取っています。（『実は』などと言うまでもなく、分かる人には、とっくにバレバレだったと思いますが。）




　もじりから始まった命名ですが、外伝二巻、本ほん編ぺん三巻を経へた今では、どの登場人物も、その名前を完全に自分のものにしています。

　お陰で、作者の言う事を聞いてくれず苦労させられる事も、ままあるのですが、それも作家という職しよく業ぎようの醍だい醐ご味みかもしれません。




　ただ、幾つかの点については、もじりの元ネタがあとを引いているケースがあります。

　藤ふじ岡おか武たけ士しの戦せん闘とう形けい態たいが『技わざ』主体なのに対し、佐さ々さ木き隼はや人との戦闘形態が『力』主体である。

　などと言うのは、その典型的な例ですね。

　そう言う点は、まだほかにも幾つか残ってますので、元ネタに詳しい方なら、この物語の行く末に、ある程度、見当が付けられるかもしれません。




　さて、外伝の方では、これまで陰に隠かくれていた佐々木隼人が、いよいよ、その野望実現に向けて動き出していきます。

　そして、迷いと鬱うつ屈くつの中、身動き取れずにいた藤岡武士も、ついに決断する。







『Hyper Hybrid Organization』　外伝三巻。『組そ織しき誕たん生じよう』




　乞う、ご期待！
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高たか畑はた京きょう一いち郎ろう

第１回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞作『クリス・クロス 混沌の魔王』で作家デビュー。緻密に構成されたストーリーを明瞭な文章で紡ぐ作家として多くの読者から支持を得ている。
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イラスト／相あい川かわ 有ゆう

漫画家。現在、電撃コミックガオ！誌（メディアワークス）にて「ＤＡＲＫ ＥＤＧＥ」を、コミックバーズ誌（幻冬舎コミックス）にて「バタフライ」を連載中。
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